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縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社

1:200

二葉の里電気室

仕上表・平面図・求積図

床高(FL) 天　　　井 天井高 備　　　考内　　壁巾　　　木 外部に面する内壁

１階

階数 室　　名 床

コンクリート直均し（水勾配1/100付）の上、屋根保護防水密着断熱工法（AI-1）（断熱材：押出法ポリスチレン保温板3種bスキン層付t=25）
押えコンクリート（溶接金網6φ×100×100敷込み）t=80直均し　成形伸縮目地材W＝25

搬入口：鋼製扉（SOP塗装　性能等級：気密性A-3 水密性W-1）

外部仕上表（電気室）

コンクリート直均し仕上

建　具

土間（搬入口部）

コンクリート打放し（Ｂ種）根廻り

内部仕上表

屋　根

外壁 コンクリート打放し（Ｂ種）の上、複層塗材RE（耐候形1種）水性反応硬化形アクリルシリコン樹脂エナメル

１階

１階

２階

ポンプ室 直　天

直　天

・配線用ピット（W=300)

±0

SL+300

仕上

下地 コンクリート直均し下地

仕上

下地

雑 ・タラップ：ステンレス製タラップφ22　 W=400　（既製品、H.H部） ・屋上点検用タラップ：ステンレス製 W=400（既製品）

・ハンドホール：鋳鉄製マンホール蓋600φ簡易密閉型（歩行用）鎖付き

・竪樋：呼称100φｶﾗｰVP（有塗装品）　2ヶ所・鋳鉄製ルーフドレイン：呼称100φ用2ヶ所・オーバーフロー管ｶﾗｰVP60φ（有塗装品）

直　天

直　天

電気室

発電機室

・配線用ピット（W=300)

・配線用ピット（W=300)

・発電機用基礎（FL+100)

・防油堤(FL+500)

SL+300

SL+300

仕上

下地 嵩上げコンクリート直均し下地　ｔ＝300（溶接金網6φ×100×100敷込み)

仕上

下地

合成樹脂塗床仕上（エポキシ樹脂防塵塗装）

嵩上げコンクリート直均し下地　ｔ＝300（溶接金網6φ×100×100敷込み)

1階求積図 Ｓ＝１／200

2階求積図 Ｓ＝１／200
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建築面積 A

1 2+ A+ 205+30+2.45＝237.45

3.5×0.7＝2.45

237.45ｍ２

帯電防止ビニル床シート　ｔ＝2.0 コンクリート打放し EP-G

グラスウールt50ガラスクロスフトン張り

コンクリート打放し EP-G

グラスウールt50ガラスクロスフトン張り

コンクリート打放し EP-G

グラスウールt50ガラスクロスフトン張り

２階

２階

電気室

通信機械室

直　天

直　天

・配線用ピット（W=300)

・配線用ピット（W=300)

SL+300

SL+300

仕上

下地

仕上

下地 フリーアクセスフロアH=300下地

帯電防止ビニル床シート　ｔ＝2.0

帯電防止ビニル床ﾀｲﾙ　ｔ＝2.0

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

合成樹脂塗床仕上（エポキシ樹脂防塵塗装）
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ﾋﾞﾆﾙ巾木　H75

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H75

ﾋﾞﾆﾙ巾木　H75

コンクリート打放し EP-G コンクリート打放し EP-G コンクリート打放し EP-G

1階平面図　Ｓ＝１／１００
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消凡例： ABC粉末消火器10型を示す

消凡例： ABC粉末消火器10型を示す

フリーアクセスフロアH=300下地

電気室

292929

機器リスト（２階）

番号 名　　称 備　考

将　来

将　来

将　来

将　来

将　来

将　来

20kVA

照明制御盤

照明コントロールセンタ（１）

照明コントロールセンタ（２）

照明コントロールセンタ（３）

照明コントロールセンタ（４）

照明制御盤

照明コントロールセンタ（１）

照明コントロールセンタ（２）

照明コントロールセンタ（３）

照明コントロールセンタ（４）

無停電電源装置

換気コントロールセンタ

監視制御盤（情報板）

計測盤

渋滞警報計測盤

将　来排煙用換気制御盤

防災受信盤

FM送受信架

将　来

遠制子局

遠制子局

AM送受信架 将　来

将　来

警察用無線架

消防用無線架(260MHz帯)

共用器架

管理用無線架

直流電源装置（管理用無線用)

ＭＤＦ

ＭＤＦ

通信機器収容架

拡声放送架

拡声放送架

将　来：30kVA
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37
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41

42

43

44

45
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49

5

6

7

8

将　来

引込盤

受電盤

照明変圧器一次盤

発電機連絡盤

コンデンサ盤（１）,（２）

コンデンサ盤（３）

照明変圧器盤

所内変圧器盤

名　　称番号

1

2

3

4

150kVA

機器リスト（１階）

  30kVA

A

B

C

D

E

F

G

H

自動始動盤

発電機盤

超低騒音型

燃料小出槽

排気消音器

給気消音器

給気ファン

燃料移送ポンプ

950L

ａ

ｂ

ｃ

消火ポンプ制御盤

消火ポンプ

自動給水装置

10

12

13

14

15

保守切換盤

変圧器一次盤

動力変圧器盤

照明変圧器盤

所内変圧器盤

接地端子盤

 75kVA

 30kVA 将　来

将　来

   75kVA保守用変圧器盤200V系16

17

ディーゼル発電装置 368KVA以上 60Hz 6600V

11 変圧器一次盤 将　来

保守用接続箱18

保守用変圧器盤100V系    50kVA

9

コンクリート基礎

コンクリート基礎

・コンクリート基礎 ：1300×700×150H
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Ａ－Ａ断面図　Ｓ＝1/100 Ｂ－Ｂ断面図　Ｓ＝1/100

東立面図　Ｓ＝1/100 南立面図　Ｓ＝1/100

7,000 6,750 6,750 5,000

1
0
,
2
0
0

9
,
6
0
0

4
,
4
0
0

4
,
8
0
0

4
0
0

10,000
1
0
,
2
0
0

9
,
6
0
0

4
,
4
0
0

4
,
8
0
0

4
0
0

6
0
0

2,000 200

5
5
0

4
0
0

4
0
0

7
5
0

4
5
0

2
0
0

4
1
0

1
0
0

4
,
3
0
0

1,215

6
0
0

3
,
5
0
0

3
0
0

1
8
0

4
,
5
0
0

1
8
0

4
,
5
0
0

3
,
4
0
0

縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社
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西立面図　Ｓ＝1/100 北立面図　Ｓ＝1/100
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縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社

1:30

二葉の里電気室

矩計図
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帯電防止ビニル床シート　ｔ＝2.0
嵩上げコンクリート直均し下地　ｔ＝300（溶接金網6φ×100×100敷込み)

配線ピット：縞鋼板 t4.5
(溶融亜鉛メッキ仕上)
ピット内：防水モルタル金ごて

コンクリート直均し（水勾配1/100付）の上、屋根保護防水密着断熱工法（AI-1）

押えコンクリート（溶接金網6φ×100×100敷込み）t=80直均し　成形伸縮目地材W＝25
（断熱材：押出法ポリスチレン保温板3種bスキン層付t=25）

コンクリート打放し（Ｂ種）の上、複層塗材RE（耐候形1種）
水性反応硬化形アクリルシリコン樹脂エナメル

帯電防止ビニル床シート　ｔ＝2.0

グラスウールt50ガラスクロスフトン張り

グラスウールt50ガラスクロスフトン張り

グラスウールt50ガラスクロスフトン張り

合成樹脂塗床仕上（エポキシ樹脂防塵塗装）
嵩上げコンクリート直均し下地　ｔ＝300（溶接金網6φ×100×100敷込み)

コンクリート直均し（水勾配1/100付）の上、屋根保護防水密着断熱工法（AI-1）

押えコンクリート（溶接金網6φ×100×100敷込み）t=80直均し　成形伸縮目地材W＝25
（断熱材：押出法ポリスチレン保温板3種bスキン層付t=25）

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート直均し（水勾配1/100付）の上、屋根保護防水密着断熱工法（AI-1）

押えコンクリート（溶接金網6φ×100×100敷込み）t=80直均し　成形伸縮目地材W＝25
（断熱材：押出法ポリスチレン保温板3種bスキン層付t=25）

コンクリート打放し EP-Gコンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G
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,
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フリーアクセスフロアH=300下地
帯電防止ビニル床ﾀｲﾙ　ｔ＝2.0

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G
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コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

合成樹脂塗床仕上（エポキシ樹脂防塵塗装）

コンクリート打放し（Ｂ種）の上、複層塗材RE（耐候形1種）
水性反応硬化形アクリルシリコン樹脂エナメル

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート金ｺﾃ押え

LGS65+PB12.5素地
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縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社

1:100

材  質

仕  上

金  物

硝  子

見  込

備  考

形状寸法

建 具 表 S=1/50

位置個数

SD

1

SD

2
両開きフラッシュドア

電気室・通信機械室

符号名称

形状寸法

3

片開きフラッシュドア

電気室・通信機械室 3

材  質

仕  上

金  物

硝  子

見  込

備  考

位置個数

扉:スチール t=1.6  枠:スチール t=2.3

枠:100    扉:40

沓摺:

SOP塗装

SUS304 t=2.0

GB

1
ガラスブロック窓符号名称

フランス落し・ドアチェック

シリンダ-本締り錠・レバーハンドル・丁番・戸当り(ﾌｯｸ付)

扉:スチールt=1.6  枠:スチール t=2.3

SOP塗装

沓摺:SUS304 t=2.0

戸当り(ﾌｯｸ付)・ドアチェック

シリンダ-本締り錠・レバーハンドル・丁番

材  質

仕  上

金  物

硝  子

見  込

備  考

位置個数

アルミ

アルマイト

付属金物１式

枠 100

アルミ額縁

符号名称

形状寸法

ガラスブロック145*145*95

8

枠:80    扉:40

SD

3
片開きフラッシュドア

電気室・通信機械室 1

扉:スチールt=1.6  枠:スチール t=2.3

SOP塗装

沓摺:SUS304 t=2.0

戸当り(ﾌｯｸ付)・ドアチェック

シリンダ-本締り錠・レバーハンドル・丁番

枠:100   扉:40

電気室・通信機械室
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1階建具符号図　Ｓ＝１／１００
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広島高速５号線料金所等新築その他工事

令和 ６ 年度

A-24
番
 号

高速５号線

二葉の里電気室

建具符号図・建具表



1F電気室室 名

床

巾 木

天 井

壁

備 考
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帯電防止ビニル床シートｔ＝2.0

ビニル巾木 H=75

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

配線ピットＷ＝300

▽1FL
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Y1

縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社
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二葉の里電気室
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広島高速５号線料金所等新築その他工事
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天 井

壁
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帯電防止ビニル床シートｔ＝2.0
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コンクリート打放し EP-G
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縮 尺図面番号

工 事 名
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路 線 名
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二葉の里電気室

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事
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号

高速５号線
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令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事
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号

高速５号線

A-27
二葉の里電気室

ポンプ室・通信機械室

展開図
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二葉の里電気室
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図   名
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図面番号 縮 尺

A-28発電機室　展開図

配線ピットＷ＝300、発電機用基礎＋100、
防油堤＋500



縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社

ポンプ室

Up

タメマス
５００□
×３００Ｈ1

0,
0
0
0

7,000 6,750 6,750 5,000

25,500

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y3

Y1

Y3

Y2

6
,0

0
0

4,
0
0
0

13,500

発電機室

業業

G

H

D

E

E A

C

B

17

F

b

c

a

タラップ

FL±0

FL-300

1
,
40

0

800

1,900

80
0

800

100
溝切100*50

基礎H=300

基礎H=300

基礎H=300

LGS65+PB12.5素地

ｽﾃﾝﾚｽﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ（ｺﾞﾑ付）

1,115 50

壁付樹脂手摺35φ
55

1,215

120

2
,6

0
0

2
60

*
10

1
,
20

0
2,

6
00

26
0
*1

0
配線ピット蓋：縞鋼板 t4.5
(溶融亜鉛メッキ仕上HDZ35)
ピット内：防水モルタル金ごて

合成樹脂塗床仕上（エポキシ樹脂防塵塗装）

合成樹脂塗床仕上（エポキシ樹脂防塵塗装）

630 670 630 630 670 630

1
,
65

0

1,850

15
0

150

3,655

1
,
80

0

3,135

1,
5
50

2,455

1
,5

0
0

犬走：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え

犬走：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え

犬走：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え

10
0 溝切100*50

2,000

2,5003,000

1
,2

2
0

2,370

1
,
10

0

3,
0
1
9

3
0
0

3
00

300

4
00

400

300

300

2
,
02

8
300

3
0
0

1,070

防油提

2
,
0
00

3,
5
40

89
0

9
0
0

9
0
0

竪樋：カラーVP100 竪樋：カラーVP100

竪樋：カラーVP100

竪樋：カラーVP100
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二葉の里電気室

1階平面詳細図

高速５号線



縮 尺図面番号
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（断熱材：押出法ポリスチレン保温板3種bスキン層付t=25）

コンクリート直均し（水勾配1/100付）の上、屋根保護防水密着断熱工法（AI-1）

押えコンクリート（溶接金網6φ×100×100敷込み）t=80直均し　成形伸縮目地材W＝25
（断熱材：押出法ポリスチレン保温板3種bスキン層付t=25）
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コンクリート打放し（Ｂ種）の上、複層塗材RE（耐候形1種）
水性反応硬化形アクリルシリコン樹脂エナメル

コンクリート打放し（Ｂ種）の上、複層塗材RE（耐候形1種）
水性反応硬化形アクリルシリコン樹脂エナメル

コンクリート打放し（Ｂ種）の上、複層塗材RE（耐候形1種）
水性反応硬化形アクリルシリコン樹脂エナメル

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

コンクリート打放し EP-G

脱着手すり

脱着手すり

脱着手すり

竪樋VP75φ

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事
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沓摺：ステンレス
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天端：防水モルタル金ゴテ

壁：防水モルタル金ゴテ

床：コンクリート直均し

壁：防水モルタル金ゴテ

ピット内：防水モルタル金ゴテ

コンクリート直均し

コンクリート打放しタテ・ヨコD13@300

側溝

エラスタイト
W=25 （四周）

Wx L

10050100 50

1
5
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3
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20

20130 140

床：防水モルタル金ゴテ

グラスウールt50ガラスクロスフトン張り

見切り縁 アルミ亜鉛合金板1.0t(塗装品)

曲げ加工

グラスウールt50ガラスクロスフトン張り

見切り縁 アルミ亜鉛合金板1.0t(塗装品)

曲げ加工
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シーリング MS-2 15x10

シーリング MS-2 15x10

シーリング MS-2 15x10

シーリング MS-2 15x10

シーリング MS-2 15x10

シーリング MS-2 15x10

シーリング MS-2 15x10

シーリング MS-2 15x10

縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

部分詳細図1

内部

外部

スチール水切り

シーリング

ﾓﾙﾀﾙ

50

1
10

90

W

積みﾓﾙﾀﾙ

アンカーピース  SUS304

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

ｼｰﾘﾝｸﾞ

縦力骨

横力骨積みﾓﾙﾀﾙ

1
0
0

11
0

スチール枠SOP

スチール水切り

スチール枠
ｼｰﾘﾝｸﾞ

緩衝材ｔ：１０　天然発泡ゴム

すべり材ｔ：１．２  軟質エンビｼｰﾘﾝｸﾞ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

ﾓﾙﾀﾙ

アンカーピース  SUS304

積みﾓﾙﾀﾙ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

スチール枠SOP

緩衝材ｔ：１０　天然発泡ゴム

縦力骨

アンカーピース  SUS304
積みﾓﾙﾀﾙ

スチール枠SOP

すべり材ｔ：１．２  軟質エンビ

縦力骨

W

2.5
95

2.5

6
0
0

▽最高高さ

▽軒高（水上）

コンクリート直均し（水勾配1/100付）の上、
t=80直均し　成形伸縮目地材W＝25

コンクリート打放し

5
0△軒高（水下）

屋根保護防水密着断熱工法（AI-1）

竪樋VP100

軒下樋　塩ビ製150

1
5
7

157

押えコンクリート（溶接金網6φ×100×100敷込み）

（断熱材：押出法ポリスチレン保温板3種bスキン層付t=25）

軒部詳細図

EP-G

200

S=1/20コンクリート基礎　　1:5
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ｂ
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ワイヤーメッシュ2.6×50×50

a=1300

ｂ=750

1
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S=1/20防油堤詳細図
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配線ピット:縞鋼板t=4.5

▽設計GL

400x400 H=300釜場:

壁:防水モルタル金ごて

(溶融亜鉛メッキ仕上)

４

電気室ハンドホール詳細図   S=1/20

マンホール蓋(SD-6)  S=1/20

電気室

電気室

2,260100

φ

配線ピット:縞鋼板t=4.5

(溶融亜鉛メッキ仕上)

４

天端:コンクリート直均し

防水型マンホール蓋
鋳鉄製750φ(SD-5)

タラップ:ステンレス製

床:防水モルタル金ごて

W=400 @400

820φ

5
0

天端:コンクリート直均し
防水型マンホール蓋
鋳鉄製750φ(SD-5)
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開口　W1600×H410

縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社

高速５号線　料金所等新築工事

1:20

●パネルサイズ

　　500×500×27.4mm

●材質・表面処理

　　表面板・裏面板

　　溶融亜鉛メッキ鋼板　

　　　（軽量無機質材充填）

●パネル重量

　　約8.1kg/枚

●最弱部集中荷重（加圧板φ50）※

　　3,000N（300kgf）

　　たわみ5.0mm以内

●耐震性能

　　積載荷重300kg/㎡-1Gクリア

●適応床高さ

　　H=250・300mm

　　タイルカーペット厚7mm含む

仕　様　：

ナカ工業　IBフロア同等品

（200＜A≦300は中央に鋼製束を配置し補強する。）

基準納まり図　

パーチクルボード

鋼製束

鋼製束

支持脚 アウトレットカバーロックリング

床パネル

パーチクルボード

鋼製束

鋼製束

200＜A≦600

1
0
0＜

A
≦

20
0

受台カバー+ＢＢ脚

25
0・

30
0

500 500 500 500A 500

床パネル

（一列パネルの方向を変える）

縦断面詳細図　S=1/3

@500 500

85
タイルカーペット

（オプション）

床パネル ロックリング 床パネル

切断寸法100＜A≦600

パーチクルボード

十字穴付タッピンネジ

φ4×40

受台カバー+BB脚

65

Ｈ
＝
2
5
0・

30
0

7

27
.4

h
=2
15
・
2
6
5
.
6

φ34

支持脚

鋼製束

十字穴付タッピンネジ

φ4×40

支持脚標準部　納まり図受台カバー＋ＢＢ脚部　納まり図

床パネル

床パネル

受台カバー

ロックリング

床パネル

パネル受台・H

ボルトストッパー

支柱（H200-300）

床パネル

床パネル

BB受台カバー

BB受台　（H70-300）

フリーアクセスフロア詳細図

水抜きVP50　L＝400

令和 ６ 年度

二葉の里電気室

部分詳細図2
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縮 尺図面番号

工 事 名

図   名

路 線 名

広島高速道路公社

1:2001:100､
コンクリート直均し（水勾配1/100付）

防水型マンホール蓋：鋳鉄製600φ　、点検タラップ、昇降タラップ、ガードパイプL=3000,H=1100

外部仕上表

備考

屋　根

外壁 コンクリート打放しの上複層仕上げ塗材RE　誘発目地＠3000　PS-2　20*10

部位 床 巾木 壁 天井 備考

槽内 ケイ酸質系塗布防水 - ケイ酸質系塗布防水 ケイ酸質系塗布防水 止水板　塩ビ製　H=150

▽HWL

(有効水量60m )3
主水槽

▽LWL

▽GL

試験系統管開口φ150

１ ２
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Ｂ

屋階平面図

5,
0
0
0

6,000

65
0

3,
7
00

6
5
0

1階平面図

5,
0
00

6,000

1,000

1
,0

0
0

1,
0
00

1,000

1,250

１ ２

Ａ

Ｂ

１ ２

6,000

4
,4

0
0

50
0

1,250

▽HWL

▽LWL
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(有効水量60m )3
主水槽
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8
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断面図 断面図

立面図　Ａ面 立面図　Ｃ面

立面図　Ｂ面 立面図　Ｄ面

SGP-PD(実管スリーブ)
100A*700L

SGP-PD(実管スリーブ)
150A*700L

50A*600L
SGP-PD(実管スリーブ)

50A*600L
SGP-PD(実管スリーブ)

SGP-PD(実管スリーブ)
150A*700L

SGP-PD(実管スリーブ)
150A*700L

SGP-PD(実管スリーブ)
100A*700L
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防水型マンホール蓋：鋳鉄製600φ

点検タラップ

昇降ﾀﾗｯﾌﾟ

防水型マンホール蓋：鋳鉄製600φ

40φ

40φ

80φ

80φ

40φ

40φ

防水型マンホール蓋：鋳鉄製600φ

SGP-PD(実管スリーブ)
100A*700L

SGP-PD(実管スリーブ)
100A*700L

50A*600L
SGP-PD(実管スリーブ)

SGP-PD(実管スリーブ)
150A*700L

コンクリート打放しの上複層仕上げ塗材RE　コンクリート打放しの上複層仕上げ塗材RE　誘発目地＠3000　PS-2　20*10

コンクリート打放しの上複層仕上げ塗材RE　誘発目地＠3000　PS-2　20*10

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟL=3000、H=1100

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟL=3000、H=1100 　誘発目地＠3000　PS-2　20*10

コンクリート打放しの上複層仕上げ塗材RE　

　誘発目地＠3000　PS-2　20*10

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟL=3000、H=1100

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟL=3000、H=1100
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雨水枡へ接続

令和 ６ 年度
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二葉の里電気室
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広 島 高 速 道 路 公 社

路線名

図　名

図面番号

工事名

号

縮尺

番

鋼構造設計基準

軽量形鋼構造設計施工指針　　同解説

溶接工作基準　　同解説

電気設備技術基準

その他関係諸規定

日本建築学会編

日本建築学会編

日本建築学会編

２）本仕様書その他の設計図書に明記されていない事項で、工事施工上当然

２．特別注意事項

１）本工事においてブース据付面（台枠下面）と、アイランド基準アンカー面は

　　すべて同一レベルを原則としますが、道路面に縦断勾配がある場合によっ

３．工事種目別特記事項

Ａ．ブース本体

１）鉄骨工事

２）建具工事

３）塗装工事

４）雑工事

Ｂ．電気設備

１）電気方式

２）弱電設備

３）工事範囲

ａ．電灯動力配線設備

ｂ．弱電設備

　　必要と思われるもの及び詳細不明のものについては、監督職員の指示を

　　ては基礎の納まり、取り合い等の施工図を作成の上、主任監督員の承諾を

　　その他別途工事等の取り合いは図示によるも細部については、監督職員

内部色

　　うけ、施工する。

　　得るものとする。

　　の指示により施工する。

　　設計図記載に基づき、下記事項に留意するものとする。

　　によるほか、監督職員の指示によるものとする。

（イ）非常ベル押釦　（別途、電気設備工事。）

　　　　　　　　　　　（日本塗料工業会）

外部色

１）本仕様書に記載されていない事項はすべて下記諸仕様書並びに、基準

国土交通大臣官房官庁営繕部監修

国土交通大臣官房官庁営繕部監修

国土交通大臣官房官庁営繕部監修

　　電気溶接にて取付ける。

ａ．塗装範囲

　　イ）Ｐ１工程：室内化粧鉄部、屋根上部（Ｒ部分は含まず）

　　　　Ｐ２工程：外部（Ｐ１工程部分は含まず）

ｂ．塗装色

ａ．プリント鋼板：耐熱限界１４０℃以下、被膜厚０．０３ｍｍ　厚さ０．７ｍｍとし、

　　ビス又はリベットにて取付ける。

ｂ．断熱材：(グラスウール)又は発泡ポリスチレンフォーム

ｄ．ベッド：ベッドマットは畳とする。

ｅ．アクリル樹脂板：静電気現象防止処置を施したものとする。

ｆ．シーリング：雨樋、建具、アルミサッシ廻り等のシーリングにはシリコン系を使用する。

ｈ．流し台及び吊戸棚：　木製キャビネット，ステンレス製水槽（排水トラップ付き）、冷蔵庫付とする。

ｇ．カーテンレール：　ステンレス製Ｃ型とする。

（ロ）インターホン　（別途、電気設備工事。）

（イ）動力配線設備　　　　　　　3φ　3Ｗ　２００Ｖ　　　　　６０Ｈｚ

ａ．アルミ製引違いサッシ：製品は枠見込み７０ｍｍとする。

Ａ．ブース本体

Ｂ．電気設備

Ｃ．機械設備

新設一式

新設一式

Ⅲ　特記仕様

１．総　　則 

２．工事位置

Ⅰ　総則

１．適用範囲　　      

新設一式：　1台

ａ．外板及び屋根板：溶融亜鉛アルミニウム合金めっき鋼板　ｔ＝２．３ｍｍを、

全　体　色：Ｕ７５－３０Ｐ

ライン色：Ｙ７５－９０Ｂ

Ｕ２２－８５Ｄ　（　　　〃　　　）

　　側壁、間仕切壁、・・・・・・・・・・・（２号２４Ｋ５０ｔ）

　　但し、ＥＴＣ監視室及び便所床は厚２．５ｍｍ　イボ付とする。

（冷暖房換気設備、衛生設備）

（電灯動力設備、　弱電設備）

4．使用材料　　

　　天井裏、片開戸、片引戸・・・・・（２号３２Ｋ２５ｔ）

　　　　　　　　　　　　：低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装。

　　ロ）構体骨組錆止塗装：クロムフリー錆止塗装

ｃ．ビニルシート：下記以外の床面は、厚さ２．５ｍｍを接着する。

新設一式：　1台

新設一式：　1台

メインブース　１７５０Ｗ×１２０００Ｌ

機械室２　　　１７５０Ｗ×４５７８Ｌ

 サブブース　　１２２０Ｗ×　３９００Ｌ

　　給水管の保温は標準仕様書第二編　３・１・５，ｄ・（ハ）・Ⅶとする。

１）空気調和換気設備工事

サブブースにはエアカーテン、ヒートポンプ式パッケージエアコン及び床ヒーターを設置する。

　　尚、流し、便所、機械室にはそれぞれ換気扇を取付ける。

Ｃ．機械設備

２）衛生設備工事

ETC監視室と機械室にはルームエアコンを設置する。

メインブースの収受室にエアーカーテン、

ヒートポンプ式パッケージエアコン及び床ヒーターを設置し、

Ⅱ　工事概要

１．工事名称　

この特記仕様書はブース製作工事に適用するものとする。

３．工事種目

本工事に使用する資材は、メーカー仕様によるものとし、監督職員の

P1工程

汚れ付着物除去

油類除去

錆止塗料（１回目）

研磨紙摺り

中塗り

上塗り

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

１0）

錆止塗料（２回目）

研磨紙摺り

汚れ付着物除去

油類除去

錆止塗料（ブース全体１回目）

研磨紙摺り

中塗り

上塗り

研磨紙摺り

錆止塗料（FL＋３００mmまでを２回塗り）

錆止塗料（ブース全体２回目）

穴埋め及びパテかい

P２工程

料金所ブース工事　特記仕様書

　　床、・・・・・・・・・・・・・・・・・（発泡ポリスチレンフォーム４０ｔ）

承諾を得るものとする。

　　給水管は水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管　ＳＧＰ-ＰＢ（ＪＷＷＡ Ｋ １３２）、

　　排水管及び通気管は硬質ポリ塩化ビニル管　ＶＰ（ＪＩＳ Ｋ　６７４１）とし、

ブース特記仕様書

広島駅北口料金所

高速5号線 料金所等新設工事（仮称）

高速5号線

広島駅北口料金所

建築工事標準仕様書（最新版）

電気設備工事標準仕様書（最新版）

機械設備工事標準仕様書（最新版）

（ロ）電灯設備　　　　　　　　　1φ　3Ｗ　２１０／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

機械室には冷房専用ルームエアコンを設置する。

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

BA-01

高速５号線

（イ）サブブースについては、収受室端子盤二次側より各端末機（放送機器（アンプ、マイク））迄の

（ロ）メインブースについては、機械室内に設けられた端子盤二次側より各端末機（放送機器（アンプ、マイク））迄の

ｃ．ＥＴＣ・ＣＣＴＶ設備

（イ）ブースについては、端子盤二次側より各端末機、機器までの配管は、本工事、配線は別途とする。

　　　(配管配線、分電盤、端子盤、端子台などの接続線を含む)を本工事とする。

　　　ブース外取付の機器については別途工事とする。

（ロ）収受室、ETC監視室、機械室(1)・(2)の天井面にバッテリー内蔵の非常灯を設置します。

配管配線を行なうものとする。

　　　ただし、インターホン機器・取付は別途工事とする。

　　　また、端子盤一次側の配線、引き込みも別途工事とする。

　　　また、端子盤一次側の配線、引き込みも別途工事とする。

配管配線を行うものとする。ただし、インターホン機器は別途とする。

　　　また、端子盤一次側の配線、引き込みも別途工事とする。

（イ）ブース内に設けられた分電盤二次側からブース内の照明、換気、ＳＷ、コンセントの各機器迄



事務机2400×450×750H,作業台300×666(折タタミ式)

     低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装(屋根R部を含む)

     低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装

色付、透明アクリル板 t=5mm・  透明強化ガラス t=5mm

網入型ガラス、網入磨き(下半分ボカシ)ガラス t=6.8、一部遮光フィルム張り

溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 t=2.3mm

溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 t=2.3mm

t=2.5mm

イボ付ビニールシート

アクリル板(乳白色地に黒色番号貼付)

収 受 室

ETC監視室

<内部仕上表>

ブースナンバー

硝   子

床

鋼製及びアルミ合金製(アルマイト処理)

<外部仕上表>

建   具

外   壁

屋   根

材 質 ・ 仕 上

150×200×3t

φ36 吊金物(8ヶ所)

備    考

ビニール巾木H=60

巾   木

2200
収受机プリント鋼板

t=0.7mm 床ヒーター

天 井 高壁 ・ 天井 備    考
床　高

(GL±)

±0

ビニールシート

t=2.5mm
同   上 同   上 2200

一段ベット1950×700×1970H,パイプ棚２段1950×350

水切棚598×300×250,カーテンレール(C型),パネルカーテン

t=2.5mm

ビニールシート

t=2.5mm
機 械 室１

イボ付ビニールシート

t=2.5mm

イボ付ビニールシート
洗 面 所

便所1・2
SUS1.0t,150H押え

ビニール巾木H=60 同   上

ビニールシート立上げの上

同   上

床板SUS 3.0t
同   上

同   上

休養準備室
ビニールシート

t=2.5mm
同   上 同   上

±0

-200

-200

-200

-200 流し台(ミニキッチン)765×500×800H,吊戸棚450×380×500H2400

2400

2400

2400

通気ガラリパイプファン(100φ)

FIX

3

2450

エアコン(室外機)

吊りボルト

2247.5

空調機(屋外機)エアコン(室外機)

8-M36φ

1
75

14
0
0

87
5

1
7
5

3200

12000

R2
00

2252.51850

17
5
0

空調機(屋内機)

OA取入口

屋根伏図

A

B

8
7
5

広 島 高 速 道 路 公 社

路線名

図　名

図面番号

工事名

号

縮尺

番
広島駅北口料金所

メインブース

仕上表・平面図

S=1/30

1
,
75
0

1
,
75
0

平 面 図(メインブース) S=1/30

換気扇(200φ)

d

内掛忍錠

1
25 B

R2
00

SD

2

エアコン室内機

(1200W×2000H×2枚)

 カーテン(防災) 

A

b床ヒーター

1

FIX

H=800

収受机

内掛忍錠

SD

1

(折タタミ式)

5

事務机

パイプ棚 SD作業台

(1300W×1000H)

立下り空調ダクト

AW

1

AW

1

a

建屋分電盤

装置収容架

ネットワーク

指示記録部

軸重計

弱電端子盤

(500W×1800H×2枚)

 パネルカーテン(防炎) 

エアコン室内機

〈床下ピット300×300×50(床版掘り込み-50t)〉

料金処理機

料金処理機

料金処理機

ICCR装置

指令・業務電話

〈床下ピット300×300×50(床版掘り込み-50t)〉 ：別途工事

：床下点検口

共通凡例

盤下、機器下には配線取り出し開口を適宜設けることとする。

 カーテン(防災) 

〈箱抜き200×500〉

ベット上部棚板2段

8

SD

シリンダー本締錠

1
25

内掛忍錠

パイプファン(150φ)

SD

3 内掛忍錠

下部ガラリ

水切り棚

吊り戸棚

(ミニキッチン)

流し台

洗面台

SDSD

4′

SD

4

7
0

1
,2
0
0

4
8
0

ドレンカバー

ドレン管

2,20053

2,2532,7502,070

600 600 1,280 300 6,967

2,148

21 8

C

5 6 74

845

3

5701,365

100 620780800

ドレン管

ドレンカバー

FIX

2
FIX

4

21 85 6 743

5′

パイプファン(100φ) 通気ガラリFIX

3

100200200

タラップ

タラップ

機械室１

-200

便所1

-200

便所2

-200
洗面所

-200

休養準備室

ETC監視室

±0

収受室

±0

室名を示す

FLからの高さを示す

6201,3579232301,2151,4651,215

12,000

1656786973,435

床見切：SUS 40×20

R1
00

[ー200×80×7.5×11

□P-100×50×4.5

L-40×40×5

アルミ廻縁

プリント鋼板 ア 0.7

プリント鋼板 ア 0.7

床 ビニールシート t=2.5

巾木 ビニール巾木H=60

PL-6

アンカーベース

2.5

20
0

7
5

30
0
0

1
00

30
0
0

23
00

グラスウール t=50

(L-25×25×2)

床板 PL-3.2

[ー75×40×5×7

外板  PL-2.3t

□P-50×50×2.3

L-30×30×3

グラスウール t=25

775
25

3
75

2
5

100

1750

775 775

4
50

50
9
4

22
0
0

20
0

1745

1750

6

※ (  )内寸法は1～2通り間のみを示す

断熱材 発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=40

矩計詳細図 S=1/15

Ⅰ

Ⅰ 部詳細図 S=1/5

2
.5

3.
2

2
0
0

ビニールシート t=2.5

ビニールシート t=2.5

PL-3.2

PL-3.2

床見切 SUS 40×20

40

20

6

70

-200

2400

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

BA-02



d 立面図

b 立面図

1,750

1,345

5
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56
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6
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34

1
5
6

5
0
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1
0

透明強化ガラスt=5

空調機〔屋内機)

1
02
6

1254

1

SD

2
08
5

1

AW

R1
00

エアコン(室外機)

9
8
2

1
0
501

AW

全体色:U75-30P

ライン色:Y75-90B

エアコン(室外機)

空調機(屋外機)

網入磨きガラス t=6.8

(下半分ぼかし)

5
94

1

1
90

10
1
0

202.5

2
20
0

5
94

3
56

5
0

20
6

59
4

2
5

600

35
6

59
4

10
1
0

8
34

19
0

5
0

2
06

19
0

59
4

22
.1

BA

8
1

FIX

4

FIX

22

SD

透明アクリル板 t=5

(遮光フィルム張り)

1

FIX

202.5

5
71
.9

空調機

エアコン(室外機)

1
56

8
50

30
0
0

94
5

80
0

500

56
9R1

00

5
0

1
56

5
94

30
0
0

8
50

R1
00

換気扇用ガラリ

通気ガラリ換気扇用ガラリ

ライン色:Y75-90B

全体色:U75-30P

ブースナンバー

アイランド仕上がり面

メインブース

(下半分ぼかし)

1

OA取入口

エアコン(室外機) エアコン(室外機)

空調機(屋外機)

OA取入口

工事名

縮尺図面番号 S=1/30

広島駅北口料金所
番

図　名 メインブース
号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

立面図

19
8
0

換気扇用ガラリ

網入型ガラス t=6.8

透明アクリル板 t=5

FIX

3

B A
空調機〔屋内機)

FIX

3

通気ガラリ

換気扇用ガラリ

通気ガラリ

6

500

3

SD

80
0

1
9
80

網入型ガラス t=6.8

2
06

32
00

2
40
0

1
25
0

9
8
2

2
0
0

12,000

6006001,2803007,0201,580620

C 立面図

12,000

6202,2802301,2151,4651,2151,2451,3802,350

a 立面図
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202.51345202.5
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2
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通気ガラリ

1200

8

SD

▽アイランド天端

▽アイランド天端

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

BA-03

高速５号線



7通り内観図

345 650 755

1,750

3

FIX

パイプファン
(H=1860)

SD

1

AW

1

AW

1

(折タタミ式)

作 業 台

ハンガー点検蓋エアーカーテン  パイプ棚 

3
,
00
0

20
6

2,
2
00

5
94

8 12567

収受室
休養準備室

7
00

ETC監視室

上部オープン

パネルカーテン

4

(L-25×2))

アルミ面縁

3

SD

5

空調ダクト

帽子掛

床ヒーター操作盤

3,
0
0
0

2
06

2
,2
0
0

5
9
4

A B

工事名

縮尺図面番号 S=1/30

広島駅北口料金所
番

図　名 メインブース
号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

展開図

機械室 分電盤弱電

端子盤

便所

SD

3

ビニール巾木H60

5
94

20
6

2
,
40
0 3,

2
00

12,000

2,1482,0702,7502,252

A通り内観図

845 570 1,365

(L-25×2))

22FIX

4

FIX SD

事務机

ドレンカバー

換気扇

キーボックス

ドレンカバー

エアコン室内機

アルミ面縁

59
4

1 8762

収受室

エアコン室内機

車線監視制御盤OFF

放送 放送

照明、現金ﾚｰﾝ信号盤

ﾓﾆﾀｰ ﾓﾆﾀｰ ﾓﾆﾀｰ ﾓﾆﾀｰ

遮断機信号ｽｲｯﾁ

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

遮断機信号ｽｲｯﾁ

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

車線監視制御盤ON

車線監視制御盤将来用

車線監視制御盤将来用

5

吊り戸棚

パイプファン

蛍光灯

4

3

FIX

パイプファン

3

2
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機械室
便所

洗面所

通気ガラリ

水切棚

流し台
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B通り内観図

＊この面で示す破線の機器配置は、将来予定を含んだ参考を示す。

FIX

1

3
,0
0
0

20
6

2,
20
0

59
4

8
00

AB

50

2031,345203

1,750

8通り内観図

3
,
20
0

2,
4
00

(ミニキッチン)

吊り戸棚 5
94

5
94

5
94

A B A B A B

20
6

ベット上部棚板2段

1,
02
5

5
0
0

15
0

1
,2
00

20
6

2,
4
00

3
,2
00

水切棚

1
92

1,
82
0

流し台
SD

5'

20
6

SD SD

44′

2
,
40
0 3,

2
00

1,750

850900

5通り内観図 4通り内観図
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令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

BA-04

高速５号線



125500125

447253

工事名

縮尺図面番号 S=1/30

番
図　名

号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

ＢＡ１２１ ２ ＡＢ

Ｂ Ａ１２

２１ ＢＡ

２１

Ｂ

Ａ

ｃ

ｂ

１ ２

ａ

吊りﾎﾞﾙﾄ

4-M36

エアコン（室外機）

エアコン（室外機）

エアコン室内機

換気扇

ＦＩＸ

４

４

ＦＩＸ

ＦＩＸ

４

(ETC伝送処理装置)

(ETC用UPS 20KVA 本体・蓄電池盤・入出力番)

ｴｱｺﾝ空調機

(ETC料金機械分電盤)

53

5
9
4

2
2
0
0

2
0
6

通芯側内観図A 1 通芯側内観図２ 通芯側内観図B 通芯側内観図

立面図　　S=1/30ｄｃ 立面図　　S=1/30

立面図　　S=1/30 立面図　　S=1/30ａ ｂ

平面図　　Ｓ＝１／３０

屋根伏図　　Ｓ＝１／３０

：機器配線用点検口

：ブース架台用点検口

盤下、機器下には配線取り出し開口を適宜設けることとする。

：床下点検口

共通凡例

鋼製

網入型ガラス、　ｔ＝６．８

φ３６　吊金物（４ヶ所）

溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板　ｔ＝２．３ｍｍ

　　　　　低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装（屋根Ｒ部を含む）
外　　　壁

屋　　　根
　　　　　低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装

溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板　ｔ＝２．３ｍｍ

備　　　　考材　質　・　仕　上

建　　　具

＜外部仕上表＞

ソフト巾木　Ｈ＝６０ 　２２００
ｔ＝１．２ｍｍ

プリント鋼板ビニールシート

ｔ＝２．５ｍｍ

＜内部仕上表＞
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内掛忍錠

網入型ガラス t=6.8

3

SD

500

80
0

1
,
7
9
2

2
1
2

1200

8

SD

88 53

8

SD

8853

通気ガラリ

3

SD

タラップ
200 393

シリンダー本締錠

ﾄﾞﾚﾝ管

ﾄﾞﾚﾝｶﾊﾞｰ

4578

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

BA-05機械室2 仕上表･平面図

屋根伏･立面図･展開図

広島駅北口料金所



工事名

縮尺図面番号 S=1/30

広島駅北口料金所
番

図　名
号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

建具表

見込寸法

備  考

形式・数量

材質・塗装

付属金物

硝  子

姿  図

記号・場所

建  具  表  S=1/30

＊　下半分ボカシ： 住友スリーエム　ミルキーホワイト同等以上

＊　遮光フィルム： 住友スリーエム　ニュートラルグリーン同等以上

550

収受室 収受室

見込寸法

備  考

形式・数量

材質・塗装

付属金物

硝  子

姿  図

記号・場所

アルミサッシ

引込FIX

43.8(ドアー)・48.5(片引アングルドアー)

鋼製片引腰高フラッシュ戸     1

ハンガー複数戸車 2  ステンレスプレス把手 2

内掛忍錠(鍵付き) 1

アルミ窓(1300×1066)  1

グラスウール充填 t=50 32K

27.8 27.8

鋼製片引腰高フラッシュ戸     1

内, 鋼板 1.2  ウレタン樹脂塗装(P2工程)

ハンガー複数戸車 2  ステンレスプレス把手 2

内掛忍錠(鍵付き) 1

内, 鋼板 1.2  ウレタン樹脂塗装(P2工程)

ハンガー複数戸車 2  ステンレスプレス把手 2

内掛忍錠(鍵付き) 1

グラスウール充填 t=25 32K グラスウール充填 t=25 32K

網入り型ガラス  t=6.8

外, 鋼板 1.6  低汚染形セラミック変性 外, 鋼板 1.6  低汚染形セラミック変性 外, 鋼板 1.6  低汚染形セラミック変性

SD

43

SDSD

21

SD

1
10

8
0
0

91
0

125 500

1
50

1515

91
0

8
0
0

1
10

125600

82
9

123 1254

15
0

1500

1
02
6

95

建  具  表  S=1/30

15

9
0
0

123

1
9
50

125

18
2
0

90
0

1
00

850 750

1
05
0

10
0

125

18
2
0

27.4

内外, 鋼板 1.2
ウレタン樹脂塗装(P2工程)

グラスウール充填 t=25 32K

低汚染形セラミック変性

透明ガラス  t=3、不透明ガラスフィルム張り

内, 鋼板 1.2 ポリウレタン樹脂塗装(P2工程)

透明半強化ガラス  t=5　　下半分ボカシ 透明半強化ガラス  t=5　　下半分ボカシ

400 7575

ｽﾃﾝﾚｽﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ　2　内掛忍錠(鍵付き)　1

27.4

鋼製片引腰高フラッシュ戸     1

ハンガー複数戸車 2  ステンレスプレス把手 2

内外, 鋼板 1.2
ウレタン樹脂塗装(P2工程)

透明ガラス  t=3

グラスウール充填 t=25 32K

低汚染形セラミック変性

5

SD
ETC監視室

125

65015

90
0

10
0

125 400

88
0

18
2
0

80
0

1
40

18
2
0

88
0

80
0

1
40

85
0

1
00

鋼製片開き腰高フラッシュ戸     1

550

SD

27.4

内外, 鋼板 1.2
ウレタン樹脂塗装(P2工程)

グラスウール充填 t=25 32K

低汚染形セラミック変性

透明ガラス  t=3、不透明ガラスフィルム張り

400 7575

ｽﾃﾝﾚｽﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ　2　内掛忍錠(鍵付き)　1

鋼製片開き腰高フラッシュ戸     1

4′

18
2
0

88
0

80
0

1
40

85
0

1
00

便 所 便 所

27.4

鋼製片引腰高フラッシュ戸     1

ハンガー複数戸車 2  ステンレスプレス把手 2

内外, 鋼板 1.2
ウレタン樹脂塗装(P2工程)

透明ガラス  t=3

グラスウール充填 t=25 32K

低汚染形セラミック変性

SD

内掛忍錠(鍵穴無し)1

125

休養準備室

65015

90
0

10
0

125 400

88
0

18
2
0

80
0

1
40

5′

38.2

ウレタン樹脂塗装(P2工程)
内外, 鋼板 1.6

グラスウール充填 t=25 32K

シリンダー本締錠  1   アームスットパー   2

低汚染形セラミック変性

8

SD

丸落し錠       2     ガラリフィルター   2

6 797397

19
40

1200

90
0

10
0

127㎜面付旗丁番  6   ｽﾃﾝﾚｽﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ 4

召し合わせ有

休養準備室・機械室2

鋼製片引腰高フラッシュ戸     2

機械室1・2 便 所ETC監視室・休養準備室

ボカシ下半分

引違いアルミ窓  2

70 (サッシュ), 93(枠)

アルミ  表面アルマイト処理

網入りガラス  t=6.8,  下半分ボカシ

外板側シリコンコーキング

室内側サッシュ押え枠 鋼板1.6メラミン焼付

カーテン(防炎)1300×1000

収受室

61 (枠)

嵌殺し窓    1

外板切込

室内側押え枠 鋼板 1.6 メラミン焼付

溝ゴム

シリコンコーキング

収受室

61 (枠)

嵌殺し窓    1

外板切込

室内側押え枠 鋼板 1.6 メラミン焼付

溝ゴム

シリコンコーキング

61 (枠)

外板切込

室内側押え枠 鋼板 1.6 メラミン焼付

溝ゴム

シリコンコーキング

61 (枠)

嵌殺し窓    

外板切込

室内側押え枠 鋼板 1.6 メラミン焼付

溝ゴム

シリコンコーキング

網入型ガラス  t=6.8 網入型ガラス  t=6.8

機械室
1

AW

1

FIX

2

FIX

3

FIX

4

FIX

301220

30
94
5

45

30

25
2
5

25500
2
5

8
0
0

25
25

2
00

300 2525

2
5

2
00

25

25 25600

845845

650

2
50

350

2
50

8
5
0

550

R176

3
2
0

10
1
0

90
5

1200

10
2
0

1280

透明色付アクリル板  t=5,　ﾌﾞﾗｳﾝｽﾓｰｸ 透明半強化ガラス  t=5　　下半分ボカシ

メイン 1、機械棟 1嵌殺し窓    2鋼製ｶﾞﾗﾘ付両開ﾌﾗｯｼｭ戸  2

（注記）1.ガラス窓が軽く動くこと。

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

BA-06メインブース・機械室2



d 立面図  S=1/30c 立面図  S=1/30

b 立面図  S=1/30

平 面 図  S=1/30

A

B

３１

３１

B

A

空調機(屋内機)

空調機(屋外機)

空調機(屋外機)

空調機(屋内機)

空調機(屋外機) OA取入口

空調機(屋内機)

収受机 H=800

全体色:U75-30P

全体色:U75-30P

ライン色:Y75-90B

内掛忍錠

吊ボルト 4-M36

アルミサッシ

引込FIX

1

SD

引出し

床ヒーター

事務机

シリンダー錠

FIX(透明)

(下半分ボカシ)

網入磨キガラス t=6.8

網入磨きガラス t=6.8

ブースナンバー

5

1

AW

c

SD

1

1

AW

b

a

SD
7

d

7
SD

FIX

非汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装(屋根R部を含む)

非汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装

溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板2.3mm

溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板2.3mm

収受机 , 床ヒーター

備   考

備   考

事務机   900×750×300

端子盤   400×900×125

パイプ棚  900×300×140

a 立面図  S=1/30

屋根平面図  S=1/30

<内部仕上表>

<外部仕上表>

シートt=2.5

イボ付ビニール

t=0.7

透明アクリル板t=5 遮光フィルム張り

透明強化ガラスt=5　下半分ボカシ

網入磨きガラスt=6.8　下半分ボカシ

網入磨きガラスt=6.8　下半分ボカシ

天井高

2100プリント鋼板

壁・天井巾木床

ビニール巾木H=60収受室

アクリル板(乳白色地に黒色番号貼付)

鋼製及びアルミ合金製(アルマイト処理)

150×200×3

吊金物(4ケ所)

ブースナンバー

硝  子

建  具

外  壁

屋  根

材質・仕上

アイランド天端

20
65

600 285

25
5

335

10
30

1
01
5

29
55

2
95
5

1
0
15

1
0
10

8
00

18
0
0

3900

1000 850 1430 620

1
01
0

93
0

9
8
2

93
0

3900

6
00

28
5

1215 6302055

1
2
20

(8
2
5)

1
90

3
35

1
2
20

1
25

ドレンカバー

ドレン管

〈床下ピット300×300×50(床版掘り込み-50t)〉

ETC/UPS分電盤

分電盤

料金処理機

料金処理機

料金処理機

ICCR装置

ブース内表示器

車線監視制御盤

弱電端子盤 業務電話、指令電話

〈床下ピット300×300×50(床版掘り込み-50t)〉 ：別途工事

：床下点検口

共通凡例

2

OA取入口

OA取入口

透明半強化ガラス t=5

(ブラウンスモーク)

透明色付アクリル板t=5.0

盤下、機器下には配線取り出し開口を適宜設けることとする。

下半分ボカシ

工事名

縮尺図面番号 S=1/30

広島駅北口料金所 番
図　名

号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

サブブース 仕上表

平面図･屋根伏･立面図

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

BA-07

令和 ６ 年度



1 通芯側内観図

A 通芯側内観図

66
9

18
6

2
1
00

2
95
5

BA

PL-6

ステンレス製パイプ棚

キーボックス

帽子掛

エアーカーテン

600L×300×140

7

FIX

5

SD
SD

1

外板 PL-2.3

天井アルミ面縁

口P-50×50×2.3

口P-100×50×4.5

L-25×25×2

床面縁

L-40×40×5

床

天 井

壁

プリント鋼鈑 PL-0.7

グラスウール t=50

外板 PL-2.3

プリント鋼鈑 PL-0.7

グラスウール t=25

L-30×30×3

ビニールシート t=2.5

床板  PL-3.2

L-50×50×6

150

1220

1215

R1
00

矩計詳細図  1/15

3 通芯側内観図

29
55

1
80

(1
5
5)

1
80

2.5

65150

18
6

29
55

1
86

29
55

450

2
10
0

6
69

2
10
0

6
69

1
72
0

1
86
0

5
0

10
0

22
59

6
2
10
0

1
53

50
4
6
6 4
16

1220

8
0
0

1220

3900

ビニール巾木H=60

ETC端子盤

断熱材 発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=40

ｴｱｶｰﾃﾝ用

ｴｱｺﾝ用

ﾘﾓｺﾝSW

B 通芯側内観図

１ ３

弱電端子盤

１

ＡＷ

事務机

巾木：ﾋﾞﾆｰﾙＦ面

遮断機ｽｲｯﾁ

信号灯切替器

（切替ｽｲｯﾁ部）

（2個用ﾎﾞｯｸｽ）

（1個用ﾎﾞｯｸｽ）

車線監視制御盤

指令電話機

業務電話機
ｺﾝｾﾝﾄ

2
9
5
5

2
1
0
0

6
6
9

1
8
6900

7
5
0 1
0
0
0

8
0
0

2002001400

150150

3900

1
8
0
0

1
3
0
0

100 750 200

床ﾋｰﾀｰ操作盤

ﾄﾞﾚﾝｶﾊﾞｰ

分電盤

料金処理機

3 1

B A

工事名

縮尺図面番号 S=1/30

番
図　名

号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

広島駅北口料金所

サブブース

展開図

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

BA-08



FIX

SD

7

AW

1

SD

1

FIX

5

31

A

B

R176

アルミサッシ

ボカシ下半分

引込FIX

キープラン

握玉付シリンダー錠 1

アルミ窓(1300×1066)  1

内掛忍錠  1 (鍵付)

非汚染形セラミック変性 非汚染形セラミック変性

43.8 (ドアー),48.5(片引アルミサッシ)

建  具  表(ブース一棟分)

グラスウール充填“T=50 32K″

7 5

室内側押え枠 鋼板 t=1.6 (メラミン焼付)

(メラミン焼付)

収受室

溝ゴム

61  (枠)嵌殺し窓  1

外板切込

シリコンコーキング
溝ゴム

網入ガラス t=6.8　　下半分ボカシ網入硝子 t=6.8　下半分ボカシ

70(サッシュ),93(枠)

アルミ   表面アルマイト処理

引違いアルミ窓          1

外,鋼板  1.6 外,鋼板  1.6

鋼製片開フラッシュ戸     1

32.8

鋼製片引腰高フラッシュ戸     1

1

AW

1

SDSD

材質・塗装

収受室収受室

形式・数量

見込寸法

外板側シリコンコーキング

室内側サッシュ押え枠 鋼板1.6127mm面付旗丁番 3,

グラスウール充填“T=25 32K″

ハンガー複数戸車  2 ステンレスプレス把手 2

内,鋼板  1.2 内,鋼板  1.2

アームストッパー 1

収受室

附属金物

3
5
0

10
1
0

1220

15
0

90
0

80 1340

1500 15

80

19
50

95
1
10
6

78
9

8542085

1
1
0

8
00

1
79
0

88
0

590

80
0

45
94
5

3
0

30 1220 30

9
0
0

1200.

記号・場所

硝    子

備    考

姿    図

透明色付アクリル板 t=5　ブラウンスモーク
ポリウレタン樹脂塗装 ポリウレタン樹脂塗装

透明半強化ガラス t=5　下半分ボカシ

工事名

縮尺図面番号 S=1/30

番
図　名

号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

広島駅北口料金所

サブブース

建具表

（注記）1.ガラス窓が軽く動くこと。

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

BA-09



ブ
ー
ス
外
面

115

別
途

工
事

ブ
ー

ス
工

事

アイランド

ブース台枠

バックアップ材 t=30(別途工事)

ケミカルアンカーM16(ステンレス)

コーキング 30×15(別途工事)

舗 装

床 版

注記:フロアヒーター設置部のみ斜線部分をカットする。

A-A断面図 S=1/3

1
2

5
0

250

80 170

12
2
00

1
2

別
途

工
事

ブ
ー

ス
工

事

A

1種ナット

3種ナット

3種ナット

1種ナット

ケミカルアンカーM16(ステンレス)

はさみ込み鉄板 PL-12

リブ PL-6

アンカーベース PL-12

M16アンカーボルト(ステンレス)

A

床 版

台枠アンカー取合正面図 S=1/3

350

250

9

90

ア
ン
カ
ー

芯

1
25

1
25

アンカー芯々 

300

M16六角ナット(1,3種)

キリφ20ブース台枠      

アンカベース(下)350×250×12

アンカベース(上)250×250×12

はさみ込み鉄板 PL-12

リブ PL-6

 -200×80×7.5×11

90

2525

350

150

250

20
0

4
5

20
5

1
6
0

2
50

8
0

1
70

30

5
0

台枠アンカー取合平面図 S=1/3

進入方向

Ａ

Ｂ

１ ２ ３ ４ ６ ７ ８５

［-200x80x7.5

［-200x80x7.5

［
-
2
0
0
x
8
0
x
7
.
5

［
-
2
0
0
x
8
0
x
7
.
5

（ベース据付は別途工事）

アンカーベース配置図　Ｓ＝１／３０

1-M16+03C6(SUS)
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2-M16+03C6(SUS)
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工事名

縮尺図面番号

広島駅北口料金所
番

図　名
号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

ブースアンカー詳細図(1)

メインブース

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

BA-10

S=1/30，1/3
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事
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事

アイランド

ブース台枠

バックアップ材 t=30(別途工事)

ケミカルアンカーM16(ステンレス)

コーキング 30×15(別途工事)

舗 装

床 版
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0
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80 170
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A-A断面図 S=1/3

注記:フロアヒーター設置部のみ斜線部分をカットする。
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1
25

アンカー芯々 

300

M16六角ナット(1,3種)

キリφ20ブース台枠      

アンカベース(下)350×250×12

アンカベース(上)250×250×12

はさみ込み鉄板 PL-12
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台枠アンカー取合平面図 S=1/3
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工

事

A

1種ナット

3種ナット

3種ナット

1種ナット

ケミカルアンカーM16(ステンレス)

はさみ込み鉄板 PL-12

リブ PL-6

アンカーベース PL-12

A

床 版

350

9

90

台枠アンカー取合正面図 S=1/3

250

（ベース据付は別途工事）

M16アンカーボルト(ステンレス)

（ベース据付は別途工事）

1-M16+03C6(SUS)
取付ﾎﾞﾙﾄ

2-M16+03C6(SUS)
ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ
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9
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ﾌﾞｰｽ固定ﾎﾞﾙﾄ
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Ａ

２１

2-M16+03C6(SUS)

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ
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サブアンカーベース配置図　S=1/30

機械室ブースアンカーベース配置図　Ｓ＝１／３０

工事名

縮尺図面番号

広島駅北口料金所
番

図　名
号

路線名

広 島 高 速 道 路 公 社

S=1/30 1/3

機械室2　サブブース

ブースアンカー詳細図(2)

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

BA-11



公共建築工事標準仕様書（建築工事編）より

40
*

60
*

は表3.5の（注）による。3及びＬ2　　　　　　なお、Ｌ

2Ｌ2Ｌ
2Ｌ3Ｌ

aＬ

2又はＬ1Ｌ

3又はＬ2，Ｌ1Ｌ

3hＬ
2hＬ1hＬ

は、図3.2に示すようにフック部分ｌを含まない。3及びＬ2、Ｌ1　　　４．　フックありの場合のＬ

：小梁及びスラブの下端筋の定着長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。3　　　３．　Ｌ

：割裂破壊のおそれのない箇所への定着長さ。2　　　２．　Ｌ

：２．及び３．以外の定着長さ。1（注）１．　Ｌ

)
2

(Ｆｃ)(Ｎ/mm

3Ｌ
1Ｌ 2Ｌ

1Ｌ

1Ｌ

：重ね継手の長さ1（注）１．　Ｌ

1Ｌ

3h又はＬ2h，Ｌ1hＬ

1a≧0.5L1a＝0.5L

1L1L

1L

1L

1a≧0.5L1a＝0.5L

1L1L

1L

1L

は、図3.1に示すようにフック部分ｌを含まない。1　　　２．　フックありの場合のＬ

)
2

(Ｆｃ)(Ｎ/mm

　（１）　柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは、表3.5により、適用は特記による。

　（２）　（１）以外の鉄筋の定着の長さは、表3.5により、適用は特記による。

　（３）　隣り合う鉄筋の平均径（3.1(a)によるｄ）の1.5倍

　　　３．  スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚

　　　　　さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

　　　４．  杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　５．  塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

　　　　　鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

　　　柱及び梁の主筋にＤ29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを

（ａ）　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表3.6による。ただし、

　　　２．  「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、

　　　　　リートの場合は、特記による。

（注）１．  ＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンク

表３．６　鉄筋の最小かぶり厚さ（単位：mm）

構造部分の種別 最小かぶり厚さ

60

40

40

30

30

30

30

20

煙突等高熱を受ける部分

る部分

土に接す

基礎、擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

擁壁、耐圧スラブ

仕上げあり

仕上げなし

仕上げなし

仕上げあり

屋　　外

屋　　内

仕上げなし

仕上げあり

ない部分

土に接し

柱、梁、耐力壁

以外の壁

スラブ、耐力壁

　　　する。ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

（ｄ）　鉄筋相互のあきは図3.5により、次の値のうち最大のもの以上と

（ｃ）　鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

　　　10mmを加えた数値を標準とする。

（ｂ）　柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに

　（１）　粗骨材の最大寸法の1.25倍

　（２）　25mm

あき ＤＤ

間隔

Ｄは、鉄筋の最大外径

図３．５　鉄筋相互のあき

（ｅ）　鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、

　　　(d)による。

（ｆ）　貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

（ａ）　鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡し、直接鉄筋

　　　の上を歩かないようにする。

（ｂ）　コンクリート打込みによる鉄筋の乱れは、なるべく少なくする。

　　　特に、かぶり厚さ、上端筋の位置及び間隔の保持に努める。

　　（１）　溶接金網の継手及び定着は、図3.3による。

図３．３　溶接金網の継手及び定着

図３．４　スパイラル筋の継手及び定着

（重ね継手）

中　間　部　

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部　

50d

（ｄ）　その他の鉄筋の継手及び定着は、次による。

　　（２）　スパイラル筋の継手及び定着は、図3.4による。

定着（壁の場合）定着（スラブの場合）重ね継手

150㎜以上

150㎜以上
鉄筋鉄筋

１節半以上かつ

１節半以上かつ

ｄ
ｄｄ

ｄ

≧6d

5
0d

１.５巻き以上の添巻

≧6d≧6d

≧6d

3.5　鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

3.6　鉄筋の保護

5 ｄ以上

5 ｄ以上

5 ｄ以上

　　　　重ね継手の場合、特記がなければ、40dと表3.3の重ね継手長さのうち大きい値とする。

　（１）　柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。耐力壁の鉄筋の

（ａ）　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手又は溶接継手とし、適用は特記による。

原則として、鋼製とする。また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を

行ったものとする。

　なお、スペーサーは、転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、スラブのスペーサーは、

　鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径0.8mm以上の鉄線で結束し、適切な位置に

スペーサー、吊金物等を使用して行う。

　（２）　（１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表3.3による。

　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（ｂ）　鉄筋の重ね継手は、次による。

　　　鉄筋は重ね継手とする。

　　　特記又は該当する章での指定がなければ、柱及び梁の主筋はガス圧接とし、その他の

（ｃ）　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表3.1及び表3.2による。

表３．１　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）

表３．２　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）

(注)　SD390は、使用箇所が、その他の鉄筋の場合に、（　）内を適用する。

（8 ｄ以上）（5 ｄ以上） （6 ｄ以上）

Ｄ29

ＳＤ345，ＳＤ390(注)  

折曲げ内法直径（Ｄ）

～Ｄ25

　その他の鉄筋
8 ｄ以上6 ｄ以上4 ｄ以上

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

　スパイラル筋

　あばら筋，帯筋，

以下

90゜

4 ｄ以上3 ｄ以上

～Ｄ38

Ｄ19Ｄ16

ＳＤ295Ａ,ＳＤ295Ｂ

角　度

折曲げ
折 曲 げ 図 使 用 箇 所

以下

Ｄ19

折曲げ内法直径（Ｄ）

ｄ

135゜
90゜

　　　幅止め筋

及び

135゜

90゜

4 ｄ以上3 ｄ以上

4 
d 
以
上

ｄ

Ｄ

4
 d

 
以

上

ｄ

Ｄ

　梁のあばら筋
　Ｔ形及びＬ形の

4 ｄ以上3 ｄ以上

8 
d 

以
上Ｄ90゜

　Ｄ13以下の鉄筋
　スパイラル筋
　あばら筋，帯筋，

4 ｄ以上3 ｄ以上

6 
d 
以
上

4 d 以上

ｄ

Ｄ

135゜

5 ｄ以上4 ｄ以上3 ｄ以上

～Ｄ38～Ｄ38

Ｄ19Ｄ16

180゜

ＳＤ390ＳＤ345　　　　　  

ＳＤ295Ａ,ＳＤ295Ｂ

　Ｄ16以上の鉄筋

　柱・梁の主筋
　杭基礎のベース筋

ｄ
Ｄ

角　度

折曲げ
折 曲 げ 図 使 用 箇 所

以下

3.4　継手及び定着

3.3　組　立

　　　　示すように、原則として柱せいの3/4倍以上とする。ただし、折り曲げた先の直線部の長さが

フックあり定着の長さ

直線定着の長さ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

溶接継手の場合

圧接継手の場合

圧接継手・溶接継手

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

小梁・スラブ上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

余
長

余
長

柱せいの3/4倍以上

　（３）　定着の方法は、図3.2による。

　　　　10dに満たなくなる場合は、監督職員と協議する。

　　　　　なお、梁主筋の柱内定着において、縦に折り曲げて定着する場合は、図3.2（ﾛ）に

　　　５．　軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

　　　　　　なお、フックありの場合は、中間部での折曲げは行わない。

25ｄ

30ｄ

30ｄ

30ｄ

35ｄ

35ｄ

35ｄ

40ｄ

40ｄ

40ｄ

50ｄ

25ｄ

25ｄ

20ｄ25ｄ

30ｄ

30ｄ

35ｄ

35ｄ

35ｄ

35ｄ

50ｄ

20ｄ

20ｄ

25ｄ

25ｄ35ｄ

30ｄ

30ｄ

35ｄ

10ｄ20ｄ

45ｄ

45ｄ

45ｄ

以上

10ｄ

150mm

かつ

30,33,36

24,27

21

30,33,36

24,27

21

18

30,33,36

24,27

21

18

30ｄ35ｄ40ｄ

40ｄ 25ｄ30ｄ35ｄ

30ｄ35ｄ40ｄ

40ｄ

ＳＤ390　

ＳＤ345　

ＳＤ295Ｂ

ＳＤ295Ａ

表３．５　鉄筋の定着の長さ

設計基準強度

コンクリートの

スラブ小梁スラブ小梁

種　類

鉄筋の

表３．５　鉄筋の定着の長さ

（ｃ）　鉄筋の定着は、次による。

※3.4(c)の長さを全長で確保するする。

フックありの場合

フックなしの場合

機械式継手の場合

aは、400mm以上、かつ、（b+40）mm以上

カップラー

a

aa

a≧400mma

aa

表５．３．４　隣り合う継手の位置

ｌ

ｌ

図３．１　フックありの場合の重ね継手の長さ

　　　３．　軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

ＳＤ390　

ＳＤ345　

ＳＤ295Ｂ

ＳＤ295Ａ

30,33,36

24,27

21

30,33,36

24,27

21

18

30,33,36

24,27

21

18

40ｄ 30ｄ

45ｄ 35ｄ

50ｄ 35ｄ

35ｄ 25ｄ

30ｄ40ｄ

45ｄ 30ｄ

35ｄ50ｄ

25ｄ35ｄ

25ｄ35ｄ

30ｄ40ｄ

35ｄ45ｄ

表３．３　鉄筋の重ね継手の長さ

フックありフックなし
設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

　　　　　　　　なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

　（３）　隣り合う継手の位置は、表3.4による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ16

　　　　以下の場合は除く。

図３．２　定着の長さ

（ロ）折曲げ定着（イ）直線定着

・　壁式構造配筋指針・同解説（日本建築学会）

1.4　その他準拠基準

監督職員の検査を受ける。

　主要な配筋は、コンクリート打込みに先立ち、数量、かぶり、間隔、位置等について、

1.3　配筋検査

鉄筋コンクリート用棒鋼

規　格　名　称

表２．１　鉄　　筋

ＳＤ295Ａ，ＳＤ295Ｂ，ＳＤ345，ＳＤ390

ＳＲ235，　ＳＲ295

種類の記号

認定を受けたせん断補強筋

建築基準法第37条の規定に基づき

JIS G 3112

定められた方法により、それぞれ材料に相応したものとする。

　鉄筋の品質を試験により証明する場合は、適用するJIS又は建築基準法に基づき

径は特記による。

　溶接金網はJIS G 3551（溶接金網及び鉄筋格子）により、網目の形状、寸法及び鉄線の

2.2　溶接金網

2.3　材料試験

　２　　材 　  料

　鉄筋は表2.1により、種類の記号は特記による。

規格番号

2.1　鉄　筋

（ｄ）　鉄筋には、点付け溶接を行わない。また、アークストライク起してはならない。

（ａ）　鉄筋の切断は、シヤーカッター等によって行う。

（ｂ）（ａ）

梁柱

　（５）　帯筋、あばら筋及び幅止め筋

　（４）　杭基礎のベース筋

　（３）　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

　（２）　梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く。）

　（１）　柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。

（ｂ）　次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。

　３　　加 工 及 び 組 立

　１　　一 般 事 項

（ｃ）　コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。この際、鉄筋に損傷を与えない。

（ｂ）　有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は、使用しない。

　　　呼び名に用いた数値とする。

　　　　なお、異形鉄筋の径（この章の本文、図、表において「ｄ」で示す。）は、

　　　加工して組み立てる。

（ａ）　鉄筋は、設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ、常温で正しく

（ｃ）　鉄筋の継手及び定着部は、作用する力を伝達できるものであること。

　　　いること。また、鉄筋の表面は、所要の状態であること。

（ｂ）　組み立てられた鉄筋は、所定の形状及び寸法を有し、所定の位置に保持されて

（ａ）　鉄筋工事に用いる材料は、所定のものであること。

　この章は、鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造等の鉄筋工事に適用する。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 （ １ ） 

1.2　基本要求品質

1.1　適用範囲

3.2　加　工

3.1　一般事項



4.1　杭基礎

　杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法は、次による。

　なお、本文中の３つの数字は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の

　（１）　既製コンクリート杭の杭頭部の補強方法は、図1.1のＡ形又はＢ形とし、

　　　　適用は特記による。特記がなければ、Ｂ形とする。

　（２）　中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリート

　　　　を使用する。

章・節・項を示している。また、図中の寸法の単位はmmとし、単位記号は

省略する。（以下、この別図において同じ。）。

　（３）　既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

杭径の

1.5倍

15d

杭径

10
0

杭径

基礎筋

杭径

底盤補強筋

中詰めコンクリート

Ｄ13-300＠縦横

Ｄ13-300＠縦横

Ｄ13-200＠縦横

15d

中詰めコンクリート補強筋（注）

基礎筋

Ａ形、Ｂ形とも（平面）

図１．１　杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法

　　　２．中詰めコンクリート補強筋には、フックを付けない。

　　　　●帯筋････････････Ｄ10-100＠

　　　　　〃　450～600φ　･･･8－Ｄ13

　　　　　〃　350～400φ　･･･6－Ｄ13

　　　　●杭径300φ以下　 ･･･4－Ｄ13

（注）１．中詰めコンクリート補強筋は、次による。

Ｂ形Ａ形

　４　　基礎及び基礎梁の配筋

基礎筋

4.4　基礎梁

（ａ）　一般事項

　（１）　上端主筋の定着は、やむを得ない場合、上向きとすることがで

　　　　きる。

4.2　直接基礎

（ｂ）　直接基礎（連続基礎）の場合の配筋は、図1.3による。

図１．２　独立基礎の配筋

ＧＬ

（ａ）　直接基礎（独立基礎）の場合の配筋は、図1.2による。

^ cC^ BL

はかま筋

基礎筋

はかま筋

基礎筋

15d

腹筋と兼ねてよい

基礎梁あばら筋

はかま筋
基礎梁主筋

連続基礎主筋
連続基礎配力筋

図１．３　連続基礎の配筋

0＜Ｄ≦500
500＜Ｄ≦1000

梁幅 梁幅

4.3　基礎接合部の補強

　基礎接合部の補強配筋は、図1.4による。

3-Ｄ16

3-Ｄ16

基礎梁あばら筋と同径・同間隔

図１．４　基礎接合部の補強配筋

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図 （ ２ ） 

6.2　あばら筋等

15d （余長）

Ｄ

一般階

15d（余長） 15d（余長）

上端筋

下端筋

Ｄ Ｄ

15d（余長） 15d（余長）

^ cC^ BL ^ cC^ BL

（ｂ）　ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図3.3による。

　　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　　３．　破線は、柱内定着の場合を示す。

（注）　１．　5.3.2［加工］(b)(2)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

図３．３　大梁の重ね継手、定着及び余長

15d（余長） 15d（余長）

^ cC^ BL ^ cC^ BL

（ｃ）　ハンチのある場合の定着及び余長は、図3.4による。

　　　　４．　破線は、柱内定着を示す。

　　　　　　通すことができる。

　　　　３．　梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　のように引き

　　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）　１．　5.3.2［加工］(b)(2)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

図３．４　ハンチのある大梁の定着及び余長

　　　　Ｔ形梁の場合は(ﾛ)～(ﾆ)とすることができる。

　（１）　形は、図3.5(ｲ)とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、(ﾛ)又は(ﾊ)、

（ｂ）　あばら筋組立ての形及びフックの位置

　（４）　幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10－1000＠程度とする。

　（３）　壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。特

　（２）　腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。

　（１）　あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

（ａ）　あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

≧8d ≧8d ≧8d

全長
≧6d (SD295A)

≧6～8d (高強度ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ：ﾒｰｶｰ認定条件による)
全長

≧6d (SD295A)

≧6～8d (高強度ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ：ﾒｰｶｰ認定条件による)

図３．５　あばら筋組立の形

　　　　　なお、(ﾊ)の場合は、スラブのつく側を９０°折曲げとする。

　　　　スラブのつく側、Ｔ形では交互とする。

　（２）　フックの位置は、(ｲ)の場合は交互とし、(ﾛ)の場合は、Ｌ形では

最上階

5.3　柱の打ち増し補強

6.1　大　梁

（ｄ）　帯筋の割付けは、特記による。特記がなければ、図2.3による。

（ｃ）　フック及び継手の位置は、交互とする。

　　　　　た帯筋の間隔を示す。

　　　　　て適用する。

　　　　　一般の場合に同じ。

（注）１．　図示のない事項については、

　　　２．　柱に取り付く梁に段差がある

　　　　　取り付くすべての梁を考慮し

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋

又は同径のものを２本重ねたものとする。

梁面より割り付ける。

帯筋

図２．３　帯筋の割り付け

　（６）　段違い梁は、図3.2によることができる。

　　　　１：４とする。

　（５）　梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。特記がなければ

　　　　　下端筋(ハンチ付き)：曲げ降ろす。

　　　　　　　　　　　　職員の承諾を受けて、曲げ降ろすことができる。

　　　　　下端筋(一般)：曲げ上げる。ただし、やむを得ない場合は、監督

　　　　　上端筋：曲げ降ろす。

　　　　なお、定着の方法は、5.3.4［継手及び定着］(C)(2)による。

　（４）　梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。

梁梁

柱
15d

　　　　やむを得ず梁内に定着する場合は、図3.1による。

　　　　とができない場合は、(4)により柱内に定着することができる。ただし、

　（３）　梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこ

　　　　及び図3.4による。

　（１）　継手中心位置は、次による。

（ａ）　大梁主筋の継手及び定着の一般事項

図３．２　段違い梁

図３．１　梁主筋の梁内定着

梁

柱

吊上げ筋は、一般のあばら筋

より１サイズ太い鉄筋又は同

径のものを２本重ねたものと

する。

梁

Ｄ≦100

図２．４　柱の打増し補強配筋

ａ

300mm

以下

300mm

以下

打増し部分

帯筋と同径、同材質、

同間隔

300mm

以下

300mm

以下

300mm

以下

300mm以下

300mm以下

300mm以下

打増し部分

Ｄ16
Ｄ16

１方向の打増し ２方向の打増し

　６　　梁の配筋

（ａ）　柱の打増し補強配筋は図2.4により、打増し幅が70mm以上の場合を示す。

（ｂ）　帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径・同材質・同間隔とし、定着長さ

（ｃ）　軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。

5.2　帯　筋

5.1　柱

かぶり厚さ

15
d

上階の鉄筋

が多い場合

が多い場合

下階の鉄筋

1
5d5
00

mm
以

上
か

つ
1
50

0m
m以

下
5
00

mm
以

上
か

つ
1
50

0m
m
以

下

150 150

（注）１．　5.3.2［加工］(b)(1)で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　　確保できない場合は、オールフック付とする。

　（１）　継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1500mm以下、かつ、

　柱主筋の継手、定着及び余長は、次による。

　　　２．　隣り合う継手の位置は、表5.3.4による。

　　　３．　継手、定着は、すべての階に適用できる。

図２．１　柱主筋の継手、定着及び余長

　　　　片面フレア溶接の場合は10ｄ以上とする。

　（３）　溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5ｄ以上、

　（２）　Ｈ形の135゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

　（１）　Ｈ形とする。

　　　ば、次による。

（ｂ）　帯筋組立ての形は図2.2により、適用は特記による。特記がなけれ

（ａ）　帯筋の種類及び間隔は、特記による。

図２．２　帯筋組立の形

Ｐ
@

Ｐ
@

Ｐ
@

Ｐ
@

　　③　ＳＰ形（スパイラル筋）　　　　　　　　　④　丸形

（ロ）（イ） （ロ）

≧6d

≧6d

Ｌ

（イ）

≧6d

≧40d

d

（注）　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。

　　②　Ｗ－Ⅰ形

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

d

≧8d

全長
≧6d (SD295A)

　　①　Ｈ形

≧6～8d (高強度ﾌｰﾌﾟ：ﾒｰｶｰ認定条件による)

（イ） （ロ） （ハ）

Ｌ Ｌ Ｌ

   （注）溶接は、鉄筋の組立て前に行う。

継手 定着

　５　　柱の配筋

15d （余長）

≧100

（ｂ）　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び

　　　余長は、図1.6による。

^ cC^ BL ^ cC^ BL

梁梁

柱

　（３）　梁筋を柱内に定着する場合は、3.1(a)(4)による。

　（２）　梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通

　　　　すことができない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず

　　　　梁内に定着する場合は、図1.5による。

図１．５　梁筋の基礎梁内への定着

図１．６　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（余長）

15d

15d

（余長）

^ cC^ BL ^ cC^ BL

（ｄ）　連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図

　　　1.8による。

図１．８　主筋の継手、定着及び余長（その３）

（注）１．　図示のない事項は3.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．　破線は、柱内定着の場合を示す。

4.5　基礎梁のあばら筋等

4.6　基礎梁の補強

（ｃ）　あばら筋の割付けは、3.2(c)による。

　　　　は、特記による。

（ｂ）　腹筋及び幅止め筋は、3.2による。ただし、梁せいが1.5ｍ以上の場合

コンクリート打継ぎ面

≧8d

ｄ

　　　　は、図1.9によることができる。

　　　　梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以上の場合

　（２）　あばら筋組立ての形及びフックの位置は、3.2(b)による。ただし、

　（１）　あばら筋の径及び間隔は、特記による。

（ａ）　あばら筋

図１．９　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｂ）　土間スラブ等の打継ぎ補強筋は、5.3(c)及び(d)による。

（ａ）　打増し補強筋は、3.3による。

（余長）

15d

（余長）

15d

15d

（余長） （余長）
（継手）

^ cC^ BL ^ cC^ BL

　　　は、図1.7による。ただし、耐圧スラブが付く場合は、（ｄ）による。

（ｃ）　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長

15d

図１．７　主筋の継手、定着及び余長（その２）

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2
Ｌ 2

Ｌ2

Ｌ 2

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h

*

（注）Ｌ 2h を確保できない場合は、3.4(c)(3)によることができる。

Ｌ1 （継手）

Ｌ1 （継手）

ｌ0/2ｌ0/4 ｌ0 /4

ｌ0/4 ｌ0/4

ｌ0

Ｌ2

Ｌ1 Ｌ 1

Ｌ
1Ｌ 1

Ｌ 1Ｌ1

Ｌ 1 Ｌ
1

ｌ 0/4 ｌ0/4ｌ 0/2

ｌ0

　　　　記がなければＬ 2 とする。

Ｌ2

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h

*

Ｌ 2h

*

Ｌ 2h

*

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2h

*

Ｌ 2h
*

　　　　５．　L 2h を確保できない場合は、3.4(c)(3)によることができる。

　　　　４．　Ｌ 2h を確保できない場合は3.4(c)(3)によることができる。

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h
*

　　　　　　なお、P 1 @、P 2 @は、特記され

　　　　　P 2 @とする範囲は、その柱に

　　　　　場合、帯筋の間隔をP 1 @又は

Ｐ2＠

Ｐ1＠

Ｐ2＠

Ｐ1＠

Ｐ1＠

（注）　上階に柱がある場合の定着長さはＬ 2 とし、15dは省略できる。

Ｌ2

　（２）　継手中央部の位置、継手長さはＬ 1 とし、定着長さ及び余長は図3.3

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、ｌ 0 /4を加えた範囲以内

　　　　　　上端筋：中央ｌ 0 /2以内

Ｌ2 ａ1

Ｌ2 Ｌ 2

ａ 2

　　　　L 2 とする。

（注）70mm≦ａ，ａ 1 ，ａ 2 の場合

≦
3/

4ｈ
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ｈ
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ｈ
0

ｈ
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≦
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ｈ
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Ｌ
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Ｌ
2

　（２）　継手、定着及び余長は図2.1による。ただし、柱頭定着長さＬ 2が

　　　　3/4ｈ 0 （ｈ 0 は柱の内法高さ）以下とする。

Ｌ1 （継手）

Ｌ1 （継手）

ｌ0/4 ｌ0/4ｌ0/2

ｌ0

Ｌ2

Ｌ 2h

*
Ｌ 2h

*

Ｌ 2h

*
Ｌ 2h

*

Ｌ 1 （継手）

Ｌ2

ｌ0/4 ｌ0/4ｌ0/2

ｌ 0

Ｌ 1 （継手）

Ｌ1 （継手）

Ｌ1

ｌ0/4 ｌ0/4ｌ 0/2

ｌ0

Ｌ 2h

*

Ｌ 2h

*

Ｌ 2h

*

Ｌ 2h

*

Ｌ 2h

*

Ｌ 2h
*

Ｌ 1

Ｌ 2h
*

　　　４．　Ｌ 2h を確保できない場合は3.4(c)(3)によることができる。

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）より
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図３．１１　梁の打増し補強配筋

　（１）　間隔が一様で、ハンチのない場合は、図3.6による。

（ｃ）　あばら筋の割付け

ａ

ａ

ｂｂ 打増し部分

打増し部分

（ａ）下端の打増し （ｂ）上端の打増し

ａ
ｂ

（ｃ）側面の打増し （ｄ）２方向の打増し

あばら筋と同径、

同材質、同間隔　

ｂ≦350mmの場合

ｂ＞350mmの場合

 　2－Ｄ16

　 3－Ｄ16

あばら筋と同径、

同材質、同間隔　

による。

Ｄ16

ｂ≦350mmの場合

ｂ＞350mmの場合

 　2－Ｄ16

　 3－Ｄ16

Ｄ16Ｄ16

腹筋は、3.2(d)

図３．９　腹筋及び幅止め筋（その１）

Ｄ

腹筋

幅止め筋

2-Ｄ10 2-Ｄ10

2-Ｄ10

2-Ｄ10

2-Ｄ10

2-Ｄ10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ≦1,500

　（１）　一般の梁は、図3.9による。

（ｄ）　腹筋及び幅止め筋

　（２）　壁梁の場合は、図3.10による。

図３．８　あばら筋の割付け（その３）

　　　２．　図中のＰ＠，Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．　あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

Ｐ＠

Ｄ

Ｐ'＠ Ｐ'＠ ≦Ｐ'＠

　（３）　梁の端部で間隔の異なる場合は、図3.8による。

　（２）　間隔が一様で、ハンチのある場合は、図3.7による。

図３．７　あばら筋の割付け（その２）

Ｐ＠

Ｄ

Ｐ＠ Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

（注）１．　あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．　図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

図３．６　あばら筋の割付け（その１）

（注）１．　あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．　図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

≒30≒30

〃

〃

〃

2-Ｄ13

≦300

≦300

2-Ｄ13

2-Ｄ13

2-Ｄ13

図３．１０　腹筋及び幅止め筋（その２）

6.3　梁の打増し補強

（ｂ）　帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径・同材質・同間隔とし、定着長さ

（ａ）　梁の打増し補強配筋は図3.11により、打増し幅が70mm以上の場合を示す。

8.2　片持スラブ

配筋

種別

配筋

種別

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ５

Ｓ６

Ｓ７

Ｓ８

Ｓ９

Ｓ10

Ｓ11

Ｓ12

Ｓ13

Ｓ14

Ｓ１

Ｄ10,Ｄ13-150＠

Ｄ10,Ｄ13-150＠

Ｄ10,Ｄ13-150＠Ｄ10,Ｄ13-150＠

Ｄ10,Ｄ13-200＠ Ｄ10,Ｄ13-200＠

Ｄ13-100＠ Ｄ13-100＠

Ｄ13-150＠

Ｄ13-150＠Ｄ13-150＠

Ｄ10-150＠

同　上

同　上

同　上

同　上

Ｄ10,Ｄ13-150＠ Ｄ10-150＠

同　上 Ｄ10-200＠

同　上

同　上

同　上

Ｄ10-200＠ Ｄ10-200＠

Ｄ10-200＠

Ｄ10-250＠

Ｄ10-250＠

表５．１　Ｓ形基準配筋

（注）　上端筋、下端筋とも同一配筋とする。

受け筋(Ｄ13)

長辺方向（配力筋）

短辺方向（主筋）

図５．１　スラブの配筋

　（２）　配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

　（４）　定着長さ及び受け筋は、図5.2による。ただし、引き通すことができ

　　　　ない場合は、図5.3により梁内に定着する。

（注）１．　先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

　　　２．　スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

受け筋

主筋

配力筋

先端部補強筋

Ｌ

2-Ｄ13

Ｄ10-200＠ Ｄ16（ｌ＞1000）

Ｄ13（ｌ≦1000）

ｌ

配筋種別

ＣＳ１

ＣＳ２

ＣＳ３

ＣＳ４

ＣＳ５

ＣＳ６

ＣＳ７

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

配筋種別

Ｄ13-100＠

Ｄ13-200＠

Ｄ13-150＠

Ｄ13-300＠

Ｄ10,Ｄ13-150＠

Ｄ10,Ｄ13-300＠

Ｄ10,Ｄ13-200＠

Ｄ10-200＠

Ｄ10-200＠

Ｄ10-400＠

Ｄ10,Ｄ13-200＠

Ｄ10-200＠

主筋 主筋

表５．２　ＣＳ形基準配筋

　　　　及び図5.5により、配筋種別及びスラブ厚さは、特記による。

　（１）　片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は表5.2並びに図5.4

　片持スラブの配筋は、次による。

一般スラブの場合

受け筋(Ｄ13)

受け筋

(Ｄ13)

受け筋

(Ｄ13)

短辺方向(主筋)

全域

長辺方向(主筋)

全域 全域

短辺方向(主筋) 長辺方向(主筋)

全域

図５．２　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

耐圧スラブの場合

受け筋(D16)

図５．４　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

図５．３　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

7.2　壁の補強

8.1　スラブ

7.3　パラペット

（垂直及び水平断面を示す）

4-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ131-Ｄ13

外壁の端部端部

図４．２　壁の交差部及び端部の配筋

開口

補強筋

壁配筋

（ａ）　壁開口部の補強

　（１）　耐震壁を除く壁開口部の補強筋はＡ形は表4.3、Ｂ形は表4.4とし、

　　　　適用は特記による。特記がなければ、Ｂ形とする。

　　　　　なお、耐震壁の補強筋は、特記による。

Ｗ12，Ｗ15

Ｗ18，Ｗ20

１－Ｄ13

２－Ｄ13 ２－Ｄ13

１－Ｄ13

壁の種別

縦、横 斜め

補強筋

表４．３　壁開口部補強筋（Ａ形）

　（２）　壁開口部補強の定着長さは、図4.3による。

Ｗ12，Ｗ15

Ｗ18，Ｗ20

１－Ｄ13

壁の種別

縦、横 斜め

補強筋

２－Ｄ13

４－Ｄ13 ２－Ｄ13

表４．４　壁開口部補強筋(Ｂ形)

図４．３　壁開口部補強筋の定着長さ

ａ

縦筋はＤ10とし、間隔は200mm

横筋はＤ10とし、間隔は壁横筋と同じ

打増し部分

　（３）　開口部が柱及び梁に接する部分又は最大径が300mm以下で鉄筋を

　　　　緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補

　　　　強を省略することができる。

（ｂ）　コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。

（ｃ）　壁の打増し補強配筋

図４．４　壁の打増し補強配筋

　　　　配筋種別及びスラブ厚さは、特記による。

　（１）　スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表5.1及び図5.1により、

　スラブの配筋は、次による。

方向

縦

横

特記による

Ｄ10-150ダブル

Ｄ10-150ダブル

コンクリート厚さ 配筋 先端補強筋

Ｄ10-150＠

4-Ｄ13

4-Ｄ13

4-Ｄ13

Ｄ10-150＠

表４．５　パラペットの配筋

　　パラペットの配筋は、表4.5による。

　８　　スラブの配筋

　　　　壁の打増し補強配筋は図4.4により、打増し厚さａが50mm以上の場合

　　　に適用する。

7.1　壁

　（５）　一般部壁の配筋は、図4.1による。

　（４）　幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。

　（３）　重ね継手及び定着の長さが取れない場合は、監督職員と協議する。

　（２）　土圧等を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、重ね継

（ａ）　一般事項

柱

梁

主筋位置
Ｐ＠

主筋位置

梁

Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置寸法

≦Ｐ＠

（注）　図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

図４．１　壁の配筋

（ｂ）　壁の基準配筋は表4.1により、種別は特記による。

種　別 縦　筋　及　び　横　筋 断　　面　　図

Ｗ１０

Ｗ１２

Ｗ１５Ａ

Ｗ１５Ｂ

Ｗ１８Ａ

Ｗ１８Ｂ

Ｗ２０Ａ

Ｗ２０Ｂ

100

120

150

180

200

Ｄ10-250＠シングル

Ｄ10-200＠シングル

Ｄ10-150＠シングル

Ｄ10-100＠シングル

Ｄ10-200＠ダブル　

Ｄ10-150＠ダブル　

Ｄ10-200＠ダブル　

Ｄ10-150＠ダブル　

表４．１　壁の基準配筋

　　　特記による。

ＫＡ１

ＫＡ３

ＫＡ２

ＫＡ４

ＫＷ１

ＫＷ２

縦　筋

横　筋

縦　筋

横　筋

180

200

階段の

配筋種別

Ｄ13-200＠

ダブル　　

ダブル　　

ダブル　　

ダブル　　

Ｄ10-200＠

Ｄ10-200＠

Ｄ13-150＠

縦筋及び横筋 断面図種別

（表6.1）

表４．２　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

（注）　縦筋は、横筋の外側に配筋する。

（注）　壁筋の配筋順序は、規定しない。

（ｄ）　壁の交差部及び端部の配筋は、図4.2による。

2-Ｄ13

1-Ｄ131-Ｄ13

1-Ｄ13

1-Ｄ13

2-Ｄ13 1-Ｄ13 1-Ｄ131-Ｄ13

交差部（水平断面）

（ｃ）　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表4.2により、種別は

　７　　壁，その他の配筋

6.5　片持梁

6.4　小　梁

（ｃ）　打増し補強筋は、3.3による。

（ｂ）　あばら筋は、3.2による。

　　　３．　先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．　先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

（注）１．　図示のない場合は、(1)による。

図３．１５　片持梁主筋の定着

垂直断面

　　　２．　　　　　印は、余長を示す。

　　　３．　先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）１．　図示のない事項は3.1による。

　　　　　合う場合は、全数引き通せる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

　（１）　先端に小梁のない場合は、図3.14による。

（ａ）　片持梁主筋の定着及び余長

先端小梁

（頭つなぎ梁）

片持梁

（ｃ）　打増し補強筋は、3.3による。

（ｂ）　あばら筋は、3.2による。

（注）１．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

≒45°

15d（余長） 15d（余長）

15d（余長）15d（余長）

端部 端部

　（２）　単独小梁の場合は、図3.13による。

（注）１．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　２．　図示のない事項は、1.4及び3.1に準ずる。

15d（余長） 15d（余長） 15d（余長）15d（余長）

15d（余長）15d（余長） 15d（余長） 15d（余長）外端

連続端 連続端

　（１）　連続小梁の場合は、図3.12による。

（ａ）　小梁主筋の継手、定着及び余長

図３．１２　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

上端筋

下端筋

図３．１３　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　２．　図示のない事項は、1.4及び3.1に準ずる。

15d

Ｌ

2/3ｌ
ｌ

15d

Ｌ

2/3ｌ
ｌ

最上階 一般階

　（２）　先端に小梁がある場合は、図3.15による。

水平断面

小梁外端部 小梁連続端部

片持ち梁筋

折下げ

片持ち梁筋

折下げ

先端小梁

片持ち梁

図３．１４　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

　　　４．　梁筋を引き通さない場合は、取合い部材に定着する。ただし、柱に取

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

ａ 2

ａ1

Ｌ 2

≒ｌ 0/4

ｌ0

≒ｌ 0/4

　　　　L 2 とする。

（注）70mm≦ａ，ａ 1 ，ａ 2 の場合

Ｌ2

Ｌ3

　（３）　鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ 1 とする。

Ｌ3

Ｌ3

Ｌ3

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h
*

Ｌ 3

Ｌ 2h
*

Ｌ 2h

*
Ｌ 2

Ｌ 2

（注）Ｌ 2h を確保できない場合は、3.4(c)(3)によることができる。

Ｌ

1

Ｌ 1

Ｌ1

Ｌ

1

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

　　　　手長さをＬ 1 、定着長さをＬ 2 とする。

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2 Ｌ 2 Ｌ 2 Ｌ2

　（１）　壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、特記がなければＬ 2 とする。

Ｌ1

継手Ｌ 2

ｌ0/4 ｌ 0/4ｌ 0/2

ｌ0

ｌ0/62ｌ 0 /3ｌ0/6

ｌ0/47ｌ 0 /12ｌ 0/6

ｌ 0/4 ｌ 0/4 ｌ0 /4 ｌ 0/4ｌ0 /2ｌ 0/2

ｌ0 /4 ｌ 0/4ｌ0 /2

ｌ0ｌ 0

（定着）Ｌ 2Ｌ 2h
*

Ｌ 3h

*

Ｌ 2h

*

Ｌ 3h

*

Ｌ 2h

*

Ｌ 3h

*

Ｌ 3h

*

Ｌ 3h

*

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ 2h
*

　　　３．　Ｌ 2h ,Ｌ 3h を確保できない場合は3.4(c)(3)によることができる。

　　　５．　Ｌ 2h ,Ｌ 3h を確保できない場合は3.4(c)(3)によることができる。

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）より
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図５．８　スラブ開口部の補強配筋

　　　　　によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に

　　　　　筋する。

Ｄ10

　　　　屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図5.9により、補強筋を上端

　　　筋の下側に配置する。

5－Ｄ10(l=1,500)

5－Ｄ10(l=1,500)

　　（ii）　スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩や

（ｂ）　屋根スラブの補強

　　　　　強を省略することができる。

　　　　　かに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補

図５．９　出隅部及び入隅部の補強配筋

8.3　スラブ等の補強

2－Ｄ13

先端部補強筋

Ｌ

ｌ≦600

　　　２．　スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

（注）１．　先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

主筋

配力筋Ｄ10－200＠

受け筋　Ｄ13

　（２）　先端に壁が付く場合の配筋は、図5.6による。

1
0
0以

下

先
端

壁
厚

以
上

1
00

以
下

1
0
0以

下 先
端
壁

厚
以

上

間隔に合わせる

先端壁の縦筋の径及び

2－Ｄ13

2－Ｄ13

　　（ii）　出隅受け部（図5.7の斜線部分）の補強筋は、特記による。

　　　　　ブルとする。配筋方法は、図5.7による。

　　（ｉ）　補強の配筋は、特記による。特記がなければ、Ｄ10-100＠ダ

図５．７　片持スラブ出隅部の補強配筋

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

補
強

筋
の

定
着

出隅部分の補強筋

　（３）　出隅部

　　　　スラブ開口部の補強は、特記による。特記がなければ、次による。

　　（ｉ）　スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図5.8により開口

（ａ）　スラブ開口部の補強

（出隅部分補強配筋）

出隅部

出隅受け部

　　2.出隅受け部配筋は

（出隅受け部配筋）

　　　する。

図５．５　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

図５．６　先端に壁が付く場合の配筋

10.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

10.3　機械吊上げ用フック

配筋

種別
斜め筋 溶接金網 リング筋 配　筋　図

ＭＨ１

ＭＨ２

ＭＨ３

ＭＨ４

ＭＨ５

ＭＨ６

ＭＨ７

2-2-Ｄ13

2-2-Ｄ13

4-2-Ｄ13

4-2-Ｄ16

4-2-Ｄ16

4-2-Ｄ19

な　し

2-2-Ｄ13

2-2-Ｄ13

4-2-Ｄ13

な　し な　し

2-6φ-100@ 13φ

13φ2-6φ-100@

縦　筋

表７．３　ＭＨ形配筋

　　（２）　配筋は、図7.4による。

　　（１）　控壁の配置は、特記による。

（ａ）　控壁

Ｄ13
Ｄ16

Ｄ10

コンクリートブロック帳壁

Ｄ10-200＠

800

コンクリートの厚さ

コンクリートブロック帳壁

Ｄ10 Ｄ10-200＠

　　　よる。

（ｂ）　帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図7.5に

図７．４　控壁の配筋（水平、垂直とも）

　(注)　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

図７．５　壁付き土間コンクリートの補強配筋

図７．６　機械吊上げ用フック

ｌ

150mm

100mm

丸鋼の場合 異形鉄筋の場合

補強かんざし筋　Ｄ16

180°フック
補強腹筋　Ｄ16

フック筋

種     別 Ａ　　種 Ｂ　　種 Ｃ　　種

フック筋

曲げ内のり直径（mm）

補強かんざし筋

補強腹筋（mm）

吊上げ荷重（ＫＮ）

φ25又はＤ25 φ22又はＤ22 φ19又はＤ19

100

2-Ｄ16

Ｄ16,l=900 Ｄ16,l=750 Ｄ16,l=600

50≧Ｗ＞30 30≧Ｗ＞10 10≧Ｗ

表７．４　機械吊上げ用フック

特記による。

　梁に設ける機械吊上げ用フックは表7.4及び図7.6により、種別は

t

　　　　では貫通孔の中心とする。

　（11）　溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋

　　　　る。なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

　（10）　溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付け

下縦筋

上縦筋

あばら筋横筋

斜め筋

下縦筋

上縦筋

あばら筋
縦筋

縦筋

横筋

斜め筋

Ｈ形

図７．１　梁貫通孔補強筋の名称等

ＭＨ形及びＭ形

^ cC^ BL
Ｄ/2余長

突出し

Ｄ

突出し

突出し

余長

余長

ｈ

あばら筋

縦筋

溶接金網

斜め筋

リング筋

突合せ溶接

溶接金網

あばら筋

縦筋斜め筋

リング筋

かぶり

かぶり

配筋

種別

Ｍ１

Ｍ２

Ｍ３

Ｍ４

縦筋 溶接金網 リング筋

2-2-Ｄ13

2-6φ-100@ 13φ

なし なし

4-2-Ｄ13

4-2-Ｄ13

6-2-Ｄ13

配筋図

表７．２　Ｍ形配筋

　(注)　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

配筋

種別
斜め筋 縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｈ４

Ｈ５

Ｈ６

Ｈ７ 4-2-Ｄ22

なし

なし なし2-2-Ｄ13

2-2-Ｄ13

2-2-Ｄ13 2-2-Ｄ13 2-2-Ｄ13

2-2-Ｄ13 3-2-Ｄ134-2-Ｄ13

4-2-Ｄ13

4-2-Ｄ16

4-2-Ｄ16
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表７．１　Ｈ形配筋

　(注)　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

　　　　なお、既製の梁貫通孔補強等を使用する場合は、特記による。

（ｂ）　梁貫通孔の補強形式は表7.1～表7.3により、配筋種別は特記による。

図７．３　補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合 貫通孔が円形でない場合

図７．２　孔の上下方向の位置の限度
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ｄ
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700≦ Ｄ ＜900　　　ｄ≧200

900≦ Ｄ　　　　　　ｄ≧250

9.2　二辺固定スラブ形階段

10.1　梁貫通孔

により、寸法及び配筋種別は、特記による。

　二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表6.2並びに図6.2及び図6.3
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配筋種別 スラブ厚さｔ（mm） 上端筋，下端筋共　全域

表６．２　二辺固定スラブ形基準配筋
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図６．２　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

ｔ

Ｄ10－200＠

150

Ｄ10

Ｄ10－300＠

Ｄ10

ｔ

　（９）　溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

　　　　省略することができる。

　（８）　孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、補強を

　　　　は、図7.3による。

　　　　の承諾を受けて外側とすることができる。また、鉄筋の定着長さ

　（７）　補強筋は、主筋の内側とする。やむを得ない場合は、監督職員

　（６）　縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

　　　　する。

　（５）　孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上と

　　　　則として1.2Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。

　（４）　孔の中心位置の限度は、柱及び直交する梁（小梁）の面から原

　（３）　孔の上下方向の位置の限度は、図7.2による。

　　　　外接円とする。

　（２）　孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの

　（１）　梁貫通孔補強筋の名称等は、図7.1による。

（ａ）　梁貫通孔は、次による。

図６．３　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）　下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

　１０　　梁貫通孔その他の配筋

120

（ｃ）　土間スラブの打継ぎ補強

　　　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補

　　　強は、特記による。特記がなければ、図5.10による。ただし、土間

　　　スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

Ｄ13

ａ

Ｄ13

スラブ筋と同径、

同材質、同間隔

図６．１　片持スラブ形階段配筋の定着

　　　3.スラブ配力筋の継手

　　　　越えてから縦に降ろす。

　　　2.階段主筋は、壁の中心線を

（注）1.壁配筋は、4.1(c)による。

（ｂ）段差が70mmを超え、150mm以下の場合

図５．１０　打継ぎ補強配筋

（ｄ）　土間コンクリートの補強

　　　　土間コンクリートの補強筋は、特記による。

　　　　なお、基礎梁との接合部は、図5.11による。

ａ

土間コンクリート補強筋

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

び間隔に合せる

（ａ≦300mmの場合）

（ａ≦300mmの場合）

Ｈ

Ｄ13

350mm

（ａ）段差が70mm以下の場合

Ｈ

５Ｈ

Ｄ13

　　　　150mm以下の段差のあるスラブの補強は、図5.12による。

（ｅ）　段差のあるスラブの補強

図５．１１　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋
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表６．１ 　片持スラブ形階段の基準配筋

配筋種別は、特記による。

　片持スラブ形階段の基準配筋は、表6.1及び図6.1により、寸法及び

図５．１２　段差のあるスラブ補強配筋
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9.1　片持スラブ形階段
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　９　　階段の配筋
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工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

伏図－１

改良伏図（見下図） 1:100

基礎伏図（見下図） 1:100

記入なき限り、下記とする

１．改良工法：深層混合処理工法

２．改良体天端レベル：GL－1430

３．〈○○○〉…GLからの改良体上端レベル寸法を示す。

４．改良体下端レベル：GL-8300

５．設計基準強度 Fc=1200kN/㎡

６．長期支持力度 σe=260kN/㎡

７．　　…φ800　120本

８．支持層：強風化花崗岩層 N≧20

記入なき限り、下記とする

１．基礎下端レベル：GL－1380

２．〈○○○〉…GLからの基礎下端レベル寸法を示す。

<－2450>

ハンドホール底版
(雑配筋図を参照のこと)
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砕石
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普通コンクリート

SD345 （圧接）

普通コンクリート
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D19未満

Fc=24N/mm2 　 　S=18cm

Fc=24N/mm2 　 　S=15cm

普通コンクリート

普通コンクリート

・コンクリート厚　50mm

Fc=18N/mm2  　　S=15cm

Fc=24N/mm2  　　S=18cm

・打設時期にあった構造体強度補正を行うこと

共　通　事　項

・厚さ　100mm（土間下）

・厚さ　60mm（基礎梁下）

改良伏図の特記による

・コンクリートの仕様は、
「公共建築工事標準仕様書（建築工事）最新版」による

・改良工事前にGL-3.0m程度までほぐし（探り堀）を行うこと

X

Y

X

Y

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

90 90 90 90

▽
柱

面

▲
壁

芯

▲
壁

芯

▼
壁

芯

△
柱

面

▼
壁

芯

△
柱

面

7,000 6,750 6,750 5,000

25,500

4,
00

0
1,

00
0

10
,0

00

90
90

90

▲壁芯

▽柱面

△柱面

5,
00

0

▽柱面

▲壁芯

▽
柱

面

▽
柱

芯

21
0

260 260

2
60

2
60

4
10

210

110
110

210

210

2
10

110

1,110

59
0

21
0

11
0

210
260

▼壁芯

▼梁芯

26
0

21
0

4,
0
00

1,
0
0010
,0

0
0

90
9
0

9
0

▲壁芯

▽柱面

△柱面

▼壁芯

▽柱面

▲壁芯

5,
0
00

90 90 90 90

▽
柱

面

▲
壁

芯

▲
壁

芯

▼
壁

芯

△
柱

面

▼
壁

芯

△
柱

面

7,000 6,750 5,000

25,500

6,750

▽
柱

面

▽
柱

芯

▼梁芯

1/100

ＣＳ-０６

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

番
 
号

路線名



広島高速道路公社

工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

1/100（A1)

二葉の里電気室

伏図－２

１階床伏図（見下図） 1:100

１階柱壁２階梁床伏図（見上図） 1:100

３．壁はW18とする。

４．床はS1とする。

５．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする

２．床レベル　　　　：GL＋100

７．　　は土間コンクリート範囲を示す。

６．　　は増打ち範囲を示す。

１．基礎梁天端レベル：GL－80（Y3通りのみ、GL－190）

８．　　は無筋コンクリートt=300増打ちを示す。

記入なき限り、下記とする

２．<○○○>はFLからの梁天端レベルを示す。

３．　　　　はFLからの床レベルを示す。

４．壁はW18とする。

５．床はS1とする。

６．　　はスリットを示す。

１．床・梁天端レベル：2FL－300

７．　　は増打ち範囲を示す。

８．　　は無筋コンクリートt=300増打ちを示す。
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広島高速道路公社

工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名
二葉の里電気室

伏図－３

２階柱壁Ｒ階梁床伏図（見上図） 1:100

記入なき限り、下記とする

２．壁はW18とする。

３．床はS2とする。

４．　　はスリットを示す。

１．床・梁天端レベル：RFL±0～－100
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工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

軸組図－１

1:200Ｙ１通り軸組図

1:200Ｙ２通り軸組図

１．壁はW18とする。

３．　　は増打ち範囲を示す。

２．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする

１．壁はW18とする。

３．　　は増打ち範囲を示す。

２．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする
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壁

芯

▼
壁

芯

△
柱

面

▼
壁

芯

△
柱

面

7,000 6,750 5,000

25,500

6,750

90 90 90 90

10
0

60

750 2,245750
550

1,
1
50

2,455

1,
1
50

2,
3
50

750
550

2,245750

1,
1
50

2,
35

0

1,
1
50

2,
35

0

2,
3
50

2,4551,750

1,
10

0
2,

4
50

2,1003,150

1/100

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 
号

路線名 高速５号線
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工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

軸組図－２

1:200Ｙ３通り軸組図

１．壁はW18とする。

３．　　は増打ち範囲を示す。

２．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする

G2 G2

G2 G2

C1 C3

C1 C1

C1

G3

C2C2

C3

FG3A FG3

G3

FG3

EW18

EW18

EW18

FG3

F5F2F2

基礎接合部
（標準配筋図を参照のこと） F1

F5

▽GL

▽2FL

▽1FL

△基礎下端

▽2SL-2（水上）

▽RFL（水上）

△2SL-1

△RFL（水下）

△梁天端

△基礎下端

▼

▲

Ｘ４ Ｘ５Ｘ３Ｘ２Ｘ１

29
0

1,
38

0

40
0

4
,8

00
4,

4
00

9,
60

0 1
00

3
00

10
0

19
0

19
029

0

52
0

2,
40

0

▽
柱

面

▲
壁

芯

▽
柱

面

▲
壁

芯

▼
壁

芯

△
柱

面

▼
壁

芯

△
柱

面

7,000 6,750 5,000

25,500

6,750

90 90 90 90

2
,6

60

19
0

2
,6

60
19

0

4,
16
0

3,120 7603,120 2,600 2,2301,920 435 4,3951,920 1,540 1,5401,920

2,
6
60

20
0

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線路線名

ＣＳ-１０
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工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

軸組図－３

1:200Ｘ３通り軸組図

1:200Ｘ２通り軸組図

1:200Ｘ４通り軸組図

1:200Ｘ１通り軸組図

1:200Ｘ５通り軸組図

１．壁はW18とする。

３．　　は増打ち範囲を示す。

２．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする

１．壁はW18とする。

３．　　は増打ち範囲を示す。

２．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする

１．壁はW18とする。

３．　　は増打ち範囲を示す。

２．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする

１．壁はW18とする。

３．　　は増打ち範囲を示す。

２．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする

１．壁はW18とする。

３．　　は増打ち範囲を示す。

２．　　はスリットを示す。

記入なき限り、下記とする

C3 C3

C3 C3

G4

G4

G1

C1 C1

C1 C1

G1

C1 C1

C1 C1

FG1

G3

C2

C2C2

FG1

G3

G1

G1

EW18

EW18

EW18

EW18

EW18

EW18

C2

F5F5 F3

FG1

FG1
FG1 FG1A

F1
基礎接合部

（標準配筋図を参照のこと）
F1

F4A F4AF3A

F2F2

F2 F5 F5

F4

▽GL

▽2FL

▽1FL

△基礎下端

△梁天端

▽RFL（水上）

△2SL-1

△RFL（水下）

▽2SL-2（水上）

▽GL

▽2FL

▽1FL

△基礎下端

△梁天端

▽RFL（水上）

△2SL-1

△RFL（水下）

▽2SL-2（水上）

▽GL

▽2FL

▽1FL

△基礎下端

△梁天端

▽RFL（水上）

△2SL-1

△RFL（水下）

▽2SL-2（水上）

▽GL

▽2FL

▽1FL

△基礎下端

△梁天端

▽RFL（水上）

△2SL-1

△RFL（水下）

▽2SL-2（水上）

▽GL

▽2FL

▽1FL

△基礎下端

△梁天端

▽RFL（水上）

△2SL-1

△RFL（水下）

▽2SL-2（水上）

△基礎下端

▼

▼

▼

▼

▼

Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２ａ

Ｙ３

Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２ａ

Ｙ３

Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２ａ

Ｙ３

Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２ａ

Ｙ３

Ｙ１ Ｙ２

Ｙ２ａ

Ｙ３

1
80

18
0

4
00

4
00

1
80

1,
38

0

40
0

8
0

4
,8

00
4,

40
0

9,
60

0 1
00

3
00

10
0

1,
38

0

40
0

8
0

4
,8

00
4,

40
0

9,
60

0 1
00

3
00

10
0

1,
3
80

4
00

80
4
,8

00
4,

40
0

9
,6

0
0 1
00

30
0

10
0

1,
3
80

4
00

80
4
,8

00
4,

40
0

9
,6

0
0 1
00

30
0

10
0

1,
3
80

4
00

80
4
,8

00
4,

40
0

9
,6

0
0 1
00

30
0

10
0

1
80

18
0

2,
40

0

▼
壁

芯

▽
柱

面
▲
壁

芯

▼
壁

芯
△
柱

面

4,000 1,000

10,000

9090

5,000

△
柱

面

390

▼
壁

芯
△

柱
面

▽
柱

面
▲

壁
芯

▼
壁

芯
△

柱
面

4,000 1,000

10,000

909090

5,000

▼
壁

芯
△
柱

面

▽
柱

面
▲
壁

芯

▼
壁

芯
△
柱

面

4,000 1,000

10,000

909090

5,000

▼
壁

芯
△

柱
面

▽
柱

面
▲

壁
芯

▼
壁

芯
△

柱
面

4,000 1,000

10,000

909090

5,000

▼
壁

芯
△
柱

面

▽
柱

面
▲
壁

芯

▼
壁

芯
△
柱

面

4,000 1,000

10,000

909090

5,000

60

2
00

2,
16

0

9204,350

20
0

2
,1

60

965 9202,3003,025

1,
3
00

1,
0
50

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 
号

高速５号線路線名
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工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名
二葉の里電気室

基礎リスト－１

基礎リスト 1:20

▽設計ＧＬ

▽柱芯

▽梁天端

▽基礎下端

▽柱芯

▽基礎下端

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽基礎下端

▽梁芯

▽
梁

芯

▽梁天端 ▽梁天端

ベース筋:13-D16

ベ
ー

ス
筋

:1
3-
D1

6

ベ
ー
ス

筋
:
16

-
D1

9

は
か

ま
筋

:D
13

@3
00

はかま筋: D13@300

ベース筋: 16-D16

は
か

ま
筋

:D
13

@3
00

ベ
ー
ス

筋
:
13

-
D1

9

ベース筋: 16-D16

はかま筋: D13@300

はかま筋: D13@300

は
か

ま
筋

:D
13

@
30

0

F1 F2 F3

X

Y

1
,3

80

8
0

5
00

80
0

1
,3

80

8
0

5
00

80
0

60
0

2
00

1
,6

00

1,600 1,600

3,200

1,
60
0

3,
20

0

1,
2
00

1,
20

0

1,600 1,600

3,200

2,
40

0

50 50

60
0

2
00

1
,3

80

8
0

50

60
0

2,400

2,
40

0

1,2001,200

1,
20

0
1,

2
00

5
00

80
0

2
00

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

ＣＳ-１２

高速５号線
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路線名

広島高速道路公社



工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

基礎リスト－２

基礎リスト 1:20

▽設計ＧＬ
▽梁天端

▽基礎下端

▽柱芯

▽
柱

芯

ベ
ー

ス
筋

:9
-D

13

ベース筋:9-D13

▽柱芯

梁内へL2定着

▽
柱

芯

▽
基

礎
芯

▽梁天端 ▽梁天端

▽柱芯

▽
柱

芯

ベ
ー

ス
筋

:1
6-
D1

9

ベース筋:16-D19

△基礎下端
▽基礎下端

ベース筋:13-D13

ベ
ー

ス
筋

:9
-D

16

▽
梁

芯

ベース筋:9-D16

ベ
ー
ス

筋
:
13

-D
1
3

▽梁天端

▽梁芯

▽基礎下端
は

か
ま

筋
:D

13
@
30

0

はかま筋: D13@300

はかま筋: D13@300

は
か

ま
筋

:D
13

@3
00

はかま筋:D13@300

は
か

ま
筋

:
D1

3@
30

0

F5F4F3A F4A

X

Y

1
,3

80

8
0

800 800

1,600

1
,3

80

8
0

35
0

350

40
0

90
0

2,400

2,050

2,
40

0 2,
0
50

1,2001,200

60
0

30
0

50

80
0

8
00

1,200 1,200

2,400

1,
60

0

4
00

7
00

60
0

20
0

1
,3

80

8
0

90
0

4
00

80
0

8
00

1,
60

0

800 800

1,600

50

1
,3

80

8
0

4
00

7
00

60
0

20
0

1,
2
00

1,
20

0

2,
40

0
50

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線路線名
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工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

基礎梁リスト

基礎梁リスト 1:20

基礎梁主筋上下配筋要領図

１．巾止筋はD10-＠1,000とする。

２．＜＞内寸法はカットオフ筋付着長を示す。

特記外

位　置

符　号

腹　筋

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

ｂｘＤ

位　置

符　号

腹　筋

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

ｂｘＤ

断　面

断　面

全断面

FG2FG1

全断面

FG1A

Y3通り側 中央・他端

FB1

内端（Y2通り側）外端・中央 全断面

FB2 FB3

外端・中央 内端（Y2通り側）

全断面

FG3

外端・中央

FG3A

内端(X2通り側)両端 中央

FG2A

▽設計ＧＬ

▽設計ＧＬ

-D13-@200

6-D22

6-D22

6-D10

-D13-@200

400 × 1200

4-D22

4-D22

b

4

4

6-D10

4

44

4
1

-D13-@200

400 × 1200

6-D10

4-D22

4-D224-D22

5-D22

D
D

＜1,500＞

b

3-D19

3

3

5-D193-D19

3-D19

3

3

300 × 700

-D10-@200

2-D10

3-D19

3-D19

3

3

300 × 700

-D10-@200

2-D10 2-D10

3-D22

3-D22

3

3 3

4

3-D22

350 × 700

-D10-@150

5-D22

2 1

4-D22

4-D22

-D13-@200

400 × 1090

4-D10

4

4

-D13-@200

4-D22

4-D22

4-D10

400 × 1090

5-D22

4-D22

4

4

4
1

4

-D13-@200

6

6

6

6

6

6

1

6-D22

6-D22

6-D22

7-D22

500 × 1200 500 × 1200

6-D10

Ｙ方向主筋

Ｘ方向主筋

Ｙ方向主筋

Ｘ方向主筋

80
80

5
0

60
50

60

19
0

ＣＳ-１４

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 
号

高速５号線路線名
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工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

柱・梁リスト

柱リスト 大梁リスト 梁主筋上下配筋要領図1:20 1:20

１．柱主筋は、全数フック付とする。特記外 特記外 １．巾止筋はD10-＠1,000とする。

符　号

柱頭仕口ＨＯＯＰ

ＢｘＤ

主　筋

ｘ

ｙ

幅止め筋

ＨＯＯＰ

ＢｘＤ

主　筋

ｘ

ｙ

幅止め筋

ＨＯＯＰ

１　階

２　階

C2C1 C3

位　置

腹　筋

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

ｂｘＤ

全断面

２　階

符　号

位　置

Ｒ　階

腹　筋

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

ｂｘＤ

G1

全断面

柱頭/柱脚仕口ＨＯＯＰ

G2

全断面

G3

両端 中央

G4

両端 中央

全断面

全断面

-D10-@100

-D10-@100

700 × 700

12-D22

-D10-@100

-D10-@100

600 × 600

8-D22

-D10-@100

-D10-@100

600 × 600

8-D22

-D10-@100

700 × 700

12-D22

-D10-@100

-D10-@100

8-D25+8-D22

700 × 1000

-D10-@100

-D10-@100

8-D25+8-D22

700 × 1000

3

3

B

4

D 4

4

2+4

4

4

3

3

4

2+4

2-D10

-D10-@200

2-D10

300 × 650

-D10-@200

b

D

3

3

3

3-D19

3-D19

300 × 650

3

3-D19

3-D19

Ｘ方向主筋 Ｙ方向主筋

Ｘ方向主筋

Ｙ方向主筋

-D10-@100

-D10-@100

-D10-@100

-D10-@110

-D10-@110

-D13-@120

-D13-@120

-D10-@200

350 × 1000

4-D10

4-D10

450 × 1000

-D13-@200

9-D22

5-D22

5

5
4

5

5-D22

7-D22

5
2

4-D10

2

600 × 1000

13-D25

7-D25

7-D25

9-D25

-D13-@100

7
6

7

7

7

4-D22

2-D10

350 × 700

4

4

4-D22

4-D22

2-D10

350 × 700

4

4

-D10-@200

-D10-@200

4-D224-D22

4-D22

4

4

Y

X

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

路線名 高速５号線
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工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

広島高速道路公社

二葉の里電気室

小梁・壁・スラブリスト

小梁リスト壁リスト

スラブリスト

1:201:20

1:20壁端部補強筋

土間コンクリート配筋図 1:20 1:20機械基礎配筋図 1:20階段配筋図

＜ア断面＞

特記外 １．EWの壁のみ適用すること。

特記外 特記外１．巾止筋はD10-＠1,000とする。 １．巾止筋はD10-＠1,000とする。

D10-@200

D10-@200

1-D13

L2定着 25d定着

25d定
着

開口部補強筋W15符号

縦筋

ａ

ｂ

ｃ

補強筋

開口部

断　面

横筋

端部補強筋

符号 床厚 位置

端部

短辺方向(主筋方向)

中央

上筋

下筋

上筋

下筋

上筋

下筋

周辺部

長辺方向(配力筋)

中央端部 周辺部

S2 150

S1 180

CS1 180

W18・EW18

上筋

下筋

CS2 150

符　号

位　置

腹　筋

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

ｂｘＤ

断　面

B1 B2

符　号

位　置

腹　筋

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

ｂｘＤ

断　面

両端 中央外端・中央 内端（X3通り側）

B5

外端・中央 内端（X3通り側）中央両端

全断面

B3

全断面

B4A

B4

L

c

b

a
L

L
L

a

c

D10-@200 D

D10-@200 D

2-D13

4-D13

D10-@200

D10-@200

4-D13

L1定着

壁横筋と同径・同間隔

2-D13

D10-@200 S

D10-@200 S

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13

D13-@150

D13-@150

D13-@150

D13-@150

D10･D13-@150

D10･D13-@150 D10･D13-@150

D10･D13-@150

D10-@200

D10-@200

D13-@200

D10-@200

D13-@150

D10-@150

D

b

2-D10

-D10-@200

350 × 700

4

4 4

4

3

4-Ｄ22

4-Ｄ22 4-Ｄ22

500 × 1000
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広島高速道路公社

工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名
二葉の里電気室

架構配筋詳細図

Ｙ１通り配筋詳細図 1:30

１．柱主筋は、全数フック付とする。
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※床開口は標準配筋図による
ハンドホール壁開口補強要領
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パラペット配筋詳細図　　1:20 CS2配筋詳細図　　1:20CS1配筋詳細図　　1:20
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1

2

3

4

5

7

6

8

２．　溶接規準図１．　一般事項

（１）　材料及び検査

（２）　工作一般

（３）　高力ボルト接合

（４）　溶接接合

（ａ）　溶接技能者

（ｂ）　溶接機器

（ｃ）　溶接方法

（ｄ）　溶接姿勢

（１）　隅肉溶接

（２）　部分溶込み溶接

（３）　完全溶込み溶接

ＢＯＸ型

鋼材種別による溶接条件

、、 型 Ｂ.Ｈ方式

（ｆ）　溶接施工

（５）　塗　装

（４）　フレアー溶接

・溶接記号番号を〇中に記入のこと

（ａ）　構造設計仕様による

（ａ） 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする

（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、制度及びその他の結果を添付する

（ｃ）　高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳ　Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ　Ｚ３８４１（半自動溶接）

の溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

（イ）　交流アーク溶接機　　３００Ａ～５００Ａ

（ハ）　サブマージアーク溶接機一式

アーク手溶接(MC)

セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(NGC)

（ホ）　溶接電流を測定する電流計

（ヘ）　溶接棒乾燥器

アークエアーガウジング(AAG)

上向　Ｏ下向　Ｆ 横向　Ｈ立向　Ｖ

（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

仮付不良 良 仮付不良 良

（イ）仮付位置

開先面

裏はつり側にする。

（イ）　エンドタブ

Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

エンドタブを取り付ける

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

ＮＧＣ、ＧＣ：４０㎜以上とし特記のない場合は、

溶接終了後、母材より１０㎜程度残し切断して、

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５㎜以上

Ⅳ）ブレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

グラインダー仕上げとする

又は工事監理者の承認を得る

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする

（ロ）裏あて金

し、部材に確認マークをつける

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行

（ホ）裏はつり

但し梁成がD=150㎜未満の場合の
スカラップはr=20㎜とする

（ハ）スカラップ半径は30～35㎜と、10㎜のダブルアールとする

rｽｶｰﾗｯﾌﾟ

t

r=30～35㎜

（ニ）ノンスカラップ工法

G:ルート間隔
θ:開先角度

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない

（注）　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長 （単位㎜）

S

,t ２ の小なる方とする

余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする

望ましい

S St 1

SS

t 2

θ＝６０゜θ＝６０゜

1D 1D

G=0

R≦2

１

t

S 6

7 以下

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚とすることが 

（使用箇所に注意）

f

G=0～2 （裏はつり後裏溶接）

Ｆ．Ｖ

t＞16㎜t

溶接姿勢

ｔ≦ｔ１

・両側に補強隅肉溶接を付加する 

t

θ

L

ｆ=ｔ／４

・両側に補強隅肉溶接を付加する ＡＡＧ

・補強隅肉溶接を付加する

θ＝６０゜

G=0～2

Ｒ≦２

Ｔ形突合せ継手余盛

・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

・ｔはｔ

のど厚ｔ㎜

ｔ≦４

４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９

t＞19

1

2

3

4

余盛の高さ㎜

t

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ｔ≧１９㎜

θ＝４５゜

t

ｔ／４≦Ｓ≦１０㎜

f

Ｒ≦２ t

1t

G=0～2

（裏はつり後溶接）

f≧0.5㎜(ただし、t≧15㎜以上
のとき4㎜とする)

5
1

a

削り面

G=0～2

（裏はつり後溶接）

ａ＞４㎜の場合
（平継手で板厚が異なるとき）

t 2
t 1

t

溶接姿勢

６＜ｔ＜１９㎜

Ｆ．Ｖ

t

溶接姿勢

６＜ｔ＜１９㎜

Ｆ．Ｖ・両側に補強隅肉溶接を付加する

1t
t

ｆ=ｔ／４

Ｒ≦２

f

溶接姿勢

t ㎜

6≦ｔ＜12

12≦ｔ＜16

Ｆ．Ｖ

L1t θ G L1tθ

6

9

9

6

9

9 8

8

5 6

9

6

9

9 8

8

5

6

G

GC MC NGC

45°

35°

35°

45°

35°

45°

ｆ=ｔ／４

ｆ=ｔ／４

1t

16≦ｔ

（平継手　T形継手）

t

8～10

7

t≦16㎜

11～13 14～16

1210

φ B S

10

9

13

16

19

22

25

7

8

9

11

12

4

4.5

5

6

7

8

寸法　(㎜)

t

φ
S

B
プレート

・AAG( )内はGCはF.Hの場合

・両側に補強隅肉溶接を付加する

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

・9～16㎜は1パス以上、19㎜以上は2パス以上とする

溶接棒角度θは30°～40°とする

３５㎜以上
かつ2t以上

内ダイヤフラムの場合は柱
の角のＲに接しないこと

G

θ

ダイヤフラムは、SN490B・C、SM490同等以上の鋼材を使用すること。

ダイヤフラム厚は、接合する柱・梁の最大厚の１サイズアップとすること。

〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉

θ

スカラップ部分は
回し溶接する

ガス抜き
φ＝20

内ダイヤフラム

25以上

4

4

フランジが柱のＲに
接しないこと

※
2

※

ｔ＞柱フランジのプレート厚
θ＝75°～105°

大梁が斜めの場合
は溶接と添板の内
側板に注意のこと

3 5 とする。～※t＞16㎜の場合の溶接は、2

溶接姿勢

t ㎜

Ｆ．Ｖ

L1t θ G L1tθ

6

9

9

6

9

9 8

5 6

9

6

9

9 8

5

6

G

GC MC NGC

45°

35°

35°

45°

35°

45°

6＜ｔ＜12

12≦ｔ＜19

   ｔ＞19

5

15
0以

下

400N 級鋼

入熱 (KJ/㎝) パス温度差 (°Ｃ)

350 以下

以下

以下

以下

250

40 以下

以下

以下

以下

30

JIS Z 3211、3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

JIS Z 3212、3214

鋼材の種類 溶接材料

4

1

※1

※
7

1

1
※

4

4

4

※

4

44

1 3 5 とする。～※t＞16㎜の場合の溶接は、

1 3 5 とする。～※t＞16㎜の場合の溶接は、

4
A 断面A

7

※

7

4

2

※
1

7

7

25以上かつ
エンドタブが交互に
当たらぬこと

スカラップ部分は
回し溶接する

4

1
※

1
※

4

1

4

1

1
※

4

4

4

※
1

※
1

※
1

4

※ ※
1

1
※

1
※

※
1

1
※

1
※

3

3

※
1

※
1

仮付溶接

裏当て金

（ロ）　アークエアーガウジング機（直流）

（ニ）　炭酸ガスアーク半自動溶接機

ガスシールドアーク半自動溶接機(GC)

（ロ）　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

r10

r35

（ヘ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部をいため

ない様に、養生を行なう

t

f

Ｒ≦２

２５㎜以上

　Ｒ≦２

5

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

3

7
※

1 3 5 とする。～※t＞16㎜の場合の溶接は、

80以下

1 3 5 とする。～※t＞16㎜の場合の溶接は、

※
1

根巻の場合

25
以
上

10
0以

上

t

4

1

1 ※

※

4A A 断面

平面詳細

断面図AA

平面詳細AA 断面図

f

θ＝４５゜（５５゜）

f

２／３ｔ

１／３ｔ

２５㎜以上
LL

G

θ

θ＝４５゜

θ＝４５゜

G

f

（通しダイヤフラムの場合）

35040

35040

(30)

(30)

(250)

(250)
490N 級鋼

※（　）内はＢＣＰ、ＢＣＲ材の場合

7
※

はりフランジは、通しダイヤ
フラムの厚み（ｔ）の内部で

溶接すること

t

鉄　骨　構　造　標　準　図　（１）

公共建築協会　共通仕様書より



※別図による

※別図による

※別図による

３．　継手規準図、その他

（２）　ピン接合梁継手リスト

（１）　ボルトピッチ（Ｐ）、

（５）　柱継手リスト

（４）　ハンチ部の継手

（６）　鉄筋ブレース

（３）　梁剛接合継手リスト

（７）　デッキプレート

（９）　頭付きスタッド

（１０）　梁貫通補強

（８）　ＡＬＣ板取付要領

ボルト穴径・最小縁端距離

（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ５５４０・・・１９８２／５５４１・５５４２・・・１９９３）

（ＪＩＳ１１９８）

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

（㎜）

〔注〕

ｅｅｅｅｅｅ

ｐ
ｐ

ｅ
ｅ

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（１）

Ｎ
Ｎ

１

１

１

１０
１０

ｅ
ｐ

ｅ

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－１

ｅ ｅ ｅｐｐｅ
５

ｅ
ｐ

ｅ
ｐ

ｅ ｅｅｅ５

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３）

Ｆｔ

１

１

１

１

２

２Ｗｔ

ＦｔＦｔ

Ｗｔ

－

－

Ｗｔ Ｗｔ

Ｆｔ

Ｆｔ ２

１ ２

≧１㎜フィラプレート併用のこと

（片側）

Ｎ２（片側）

リブプレート

ハンチ起点は避けた方がよい

Ｎ１（片側）

Ｂ２ Ｂ２

Ｂ１

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

Ｌ

ｅ
ｐ

Ｎ１

外
Ｐ
Ｌ
－
（
１
）

　
内
Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

Ｂ１

Ｂ２Ｂ２

Ｌ

ｅ
４
５

ｅ
ｅ

４
５

ｅ

１５０

Ｎ１

外
Ｐ
Ｌ
－
（
１
）
　
内

Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

Ｂ２ Ｂ２

Ｂ１

Ｌ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

１４０

Ｎ１

外
Ｐ
Ｌ
－
（
１
）
　
内
Ｐ

Ｌ
－
（
２
）

Ｂ１≦２５０ Ｂ１＝３００ Ｂ１＝３５０（４００） Ｂ１ Ｂ２

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００

６０

７０

８０

１００

１１０

１４０

１７０

１
０

１
０

ＰＬ－（２） ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）
ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１）

Ｎ２

Ｐ
Ｌ
－
（
３
）

Ｐ
Ｌ
－
（
１
）

ｅｅ

Ｐ
Ｌ
－
（
１
）

ｅｅｐ ｐ

Ｂ≦１５０

Ｎ２

１
０

Ｌ

ｅ
ｐ

ｅ
ｅ

ｅ
ｐ

１
０

Ｌ

ｐ
ｐ

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ

１
０

Ｐ
Ｌ
－
（
３

）

エ
レ

ク
シ
ョ
ン
ヒ
゜
ー
ス

１

４

１Ｂ≦３００
３５以上 ３５以上

Ｃタイフ゜Ｂタイフ゜

４ ４

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

符　号 部　　材
ＰＬ－（１）

ウェブフランジ

ＰＬ－（２） Ｎ２－径Ｎ１－径 ＰＬ－（３）

符　号 部　　材
ＰＬ－（１）

ウェブフランジ

ＰＬ－（２） Ｎ２－径Ｎ１－径 ＰＬ－（３）

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％を行う

ボルト
穴　径

最　小　縁　端　距　離　（ｅ） ピ　ッ　チ　（Ｐ）

標　準最　小（３）（２）（１）

４０ ４０ ４０Ｍ１６ ６０２２

４０ ６０

４０ ６０

７０

５０

５５

６０４５

２６

２８

３２

２８

３４

３８

４４

５０

５５

６０

２２

２４

２６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

呼　び

１８

Ｆｔ２

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

２

符　号 タイプ 部　　材 ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ－径

ねじの呼び（ｄ） Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

軸径 ｄ
最　　大

最　　小

切板製

平鋼製

はしあき（最小）

溶接長さ（最小）

板　　厚

板　　厚

取付ボルト

種　　類

ねじの呼び

本　　数

調整ねじの長さ

１

Ｓ

１ｅ

Ｒ

ｔ

ｅ２

ｔ

ｅ

Ｌ

１ １ １ １ １ １ ２

Ｍ２０Ｍ２２Ｍ２０Ｍ２０Ｍ１６Ｍ１６

１０．８１ １２．６５ １６．３３ １８．３３ ２０．３３ ２１．９９

１０．６４ １２．４６ １４．４６ １６．１１ １８．１１ ２０．１１ ２１．７７

１００ １１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５

１３ １７ １７ ２１．５ ２１．５ ２３．５ ２１．５

３５ ４０ ４５ ５０ ５０ ５５ ５０

２２ ２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８

１９ ２５ ２５ ３２．５ ３２．５ ３７．５ ３７．５

４０ ５０ ５５

４７ ５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０

４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

６０ ７５ ８５ ８５

Ｍ１２

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　

３

ｅ２

１４．６５

シーリング材

タテカベプレートァ６

ＡＬＣ壁パネル

鉄骨梁

スライドハタ金物

シーリング材

受け金物ァ６

鉄筋９φ　Ｌ＝５００

Ｌ－６５×６５×６以上

鉄骨梁

鉄筋９φ　Ｌ＝１０００

ＡＬＣ壁パネル

Ｌ－６５×６５×６以上

挿入筋構法 スライド構法

ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル
シーリング材

シーリング材

カバ－プレートァ２．３

フックボルト１２φフックボルト１２φ

鉄骨柱 鉄骨柱

ボルト止め構法 カバ－プレ－ト構法

スタッド材の標準形状・寸法

呼び名
㎜ ㎜

頭高さ軸径 ｄ Ｔ
㎜

頭径 Ｄ
㎜

溶接後の長さ Ｌ

φ１３㎜
１３．０

１２．７

２２．０

２５．４

１０．０

　７．９
５０，　８０，　１００，　１３０

　７．９

１０．０

１０．０

φ１６㎜

φ１９㎜

φ２２㎜

１６．０

１５．８

１９．０

１９．０

２２．０

２２．２

２９．０

３１．７

３２．０

３１．７

３５．０

３４．９

１０．０

　９．５

　９．５

８０，　１００，　１３０

８０，　１００，　１３０，　１５０

１００，　１３０，　１５０

形状

Ｄ

Ｔ

Ｌ
ｄ

スタッド材

・計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

・梁端部（スパンのＬ／１０以内かつ２Ｄ以上）は避ける

・φ≦０．４Ｄ

１

１

パイプ補強（小径の場合）

Ｄ

１０ １０

φ

プレート補強（片面又は両面）

１０ １０

φ

１

１

１

１

１

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

４０ ４０ ７０（９０） （９０）７０

４

Ａタイフ゜

Ａタイフ゜使用は

柱Ｄ＝２５０㎜

以下とする

Ｐ
Ｌ
－
（
２

）

取付ボルト穴径
許容差＋０、－０．５㎜

へりあき（最小）

へりあき（最小）

ボルト端から取付ボルト
穴心のあき（最小）

（２）

（２）

（１）

（１）

Ｒ

Ｌ

Ｓ

ｄ

Ｌ
Ｐ

Ｒ

ｄ

ＰＬ－６

１

１

ＰＬ－（１）

＝
＠
６
０
０

．

Ｌ

１
５

３０°

Ｎ

ＦＢ－６５×９　中ボールトＭ１６

長さ

長さ

１ｅ

ｔ

７

Ｒ

Ｓ

ｔ

１

１

ｅ

ｅ

２
ｅ

２
ｅ

３ｅ

３ｅ７

ｄ
１

ｄ
１

形鋼ブレース羽子板ボルト

梁との溶接およびコネクター

１６φ≒＠２００

アークスポット溶接

ｅ≧３５㎜
ｅｅ

ｅ ｅ

３０５０

ＰＬ５０×６

６

ｅ

５０－４００
１

ｅ

ｅ

５０

ｅ

６００以下

Ｌ－５０×５０×６＠≦６００

ＰＬ－３．２

Ｌ形鋼

５０－２００
１

１

ｅ

５０－４００

ＰＬ－１．６

３００以下

５０－４００
１

ＰＬ－１．６

１

受梁へのかかり寸法および端部処理

（ａ）羽子板ボルト

水平ブレース

５０－４００

１

パイプとプレート補強（片面）

リブプレート補強

φ

２
φ

２φ

横壁構法

梁上通しの場合 折曲加工既製品面戸（鉄板）

あて板（非金属）梁上切断の場合 あて板（鉄板）

スラブ端部の補足材 補足受材

フランジ及ウェブ厚の差のある場合

（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（２）（３）の標準

注（１）ｅ　、ｅ　が確保されていれば形状は自由でよい１

（２）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

（Ｆ１０Ｔ）又は ２種高力ボルト

中 ８ｇ　１０．９

符　号 Ｎ－径ＰＬ－（２）ＰＬ－（１）部　　材

（ｂ）形鋼ブレース

縦壁構法鉄　骨　構　造　標　準　図　（２）

公共建築協会　共通仕様書より



壁式配筋基準図（１）

２．鉄筋加工、かぶり

１．鉄筋の表示

（１）鉄筋末端部の折曲げ形状・寸法

（２）鉄筋中間部の折り曲げの形状、鉄筋の折り曲げ角度９０゜以下

（３）鉄筋の定着および重ね継手の長さ

３．基　礎

（５）設計かぶり厚さ

（４）溶接金網の継手

（１）直接基礎

４．基礎梁

（２）杭基礎

（３）べた基礎

（４）耐圧版（定着および継手）

（５）基礎接合部の補強

（６）布基礎と基礎つなぎ梁

（１）基礎はりの配筋

（２）スターラップの加工、その他

（３）幅止め筋の本数、加工

鉄筋径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２

記　号

備　　考折り曲げ図 鉄筋の余長

鉄筋の折り曲げ曲

げ
法内 径 寸

（Ｄ）
角

度

曲

げ

角

度

折　り　曲　げ　図

（Ｄ）

鉄筋の折り曲げ

法内 径 寸使　用　箇　所
鉄 筋 の 径 に

よ　る　区　分

帯　　　　筋

あ ば ら 筋

スパイラル筋

上 の記 外以

鉄　　　　筋

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２５

３ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上Ｄ２９～Ｄ３８

曲げ角度ｄ

Ｄ

９０゜

以　下

鉄筋の種類

コンクリートの

設 度

定　着　の　長　さ

一　般 下　　端　　筋

スラブ小梁

および重ね継

手長さ

特別の定着

計 強準基

（　Ｎ／ｍｍ　）

フック付

　または

フック付

フック付

　または

フック付

　または

フック付

　または

フック付

　または

　または

以上

４０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

２５ｄ

４５ｄ

　　フック付

　または

ｄ／４以下

ｄ／５以下

１．１ｄ以上

　＞８０゜

Ｌ

θ°

θ° ｄｄ

１

（Ｌ　）

２
（Ｌ　）２

３

１

ｄ：　呼び名に用いた数値

（注）　片持スラブの上筋の先端、壁の自由端に用いる先端にフックを

梁および小梁筋の定着のための中間折り曲げにあっては、表中の定着長さに

関わらず、柱および梁の中心を超えてから折り曲げる。

耐圧スラブの下端筋の定着長さは、一般定着（Ｌ

径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い方のｄによる。

耐圧スラブを受ける小梁の下端筋（Ｌ

（注）　末端のフックは定着長さに含まない。

）とする。２

）とする。２

ｂ．（ガス圧接） ｃ．（重ね継手）　 （下図のいずれかとする）

１継手長さ：Ｌ

ａ．（ガス圧接形状）

３ｍｍ以下 圧接面 圧接面 圧接面

１８０゜

余長

１３５゜

余
長

　９０゜

余
長

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ
Ｄ

スラブ筋、壁筋の末端

部またはスラブと同等

に打込むＴ、Ｌ形ばり

のキャップタイにのみ

キャップタイ

用いる。

Ｄ１６以下

３ｄ以上

（Ｄ１９～Ｄ２９）

４ｄ以上

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

（Ｄ２９以上）

５ｄ以上

鉄筋の表示は下表による。

２１～２７

３０以上

１８

かつ

１．４ｄ以上

（Ｌ　）

ＳＤ２９５Ａ 

ＳＤ３４５ 

ＳＤ２９５Ａ

３５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２０ｄ

４０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

１５ｄ

１０ｄ

１５ｃｍ

壁縦筋

　
Ｐ

ｂ

ｂ

ｂ ｂ ｂ ｂ

ｂ

ｂ

ｂ ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

床版 杭基礎直接基礎梁壁

Ｐ
以
下

Ｘ形交差部

Ｔ形交差部

原則として、基礎梁下端筋・ベース筋・配力

筋および交差部ベース筋を配置する。

また、特殊な場合にははかま筋を配置する。

Ｐ：ベース筋の設計間隔

ｐ ：交差部ベース筋の間隔（≦Ｐ）

Ｂ：基礎梁の幅

基礎梁

（基礎梁側面位置に交差部ベース筋を配置し、

第１ベース筋との間をＰ以下に配置する）

１

の長さを確保する）２

ベース筋の間隔は原則として２００㎜以下

とし、配力筋の間隔は３００㎜程度とする。

ベース筋

　　　　　　　（直交布基礎の縁に配置する）

第１ベース筋

配力筋

　下端主筋

（交差する布基礎の縁からＬ

交差部ベース筋

Ｌ形交差部

捨コンクリート

砕石

曲げ補強筋と壁縦筋は、

原則としてベース筋位置

まで延ばす。

ただし、あばら筋形式の

布基礎（Ａ図）の場合は、

壁縦筋に限りＬ 定着でも２

壁縦筋

曲げ補強筋

ベース筋

Ｂ図Ａ図

（注）　ｂには、増しコンクリート厚さは含まない。

基礎梁主筋 　　床スラブ

ｂ．各部分のかぶり厚さ

　　部分

　　　部分

　土に接する

土に接しない

設計かぶり厚さ（ｂ） 備考

３０

４０

５０

５０

７０

７０

擁壁

梁・床版・壁

基礎・擁壁・耐圧版

煙突など高熱を受ける部分

使　用　区　分

梁　　・　　耐　力　壁

耐力壁以外の壁

床版

横線間隔かつ１００ｍｍ横線間隔＋５０ｍｍかつ

ｂ ひびわれ防止メッシュ応力伝達継手ａ

１５０ｍｍ以上とする。

（単位：ｍｍ）ａ．使用区分

Ｌ 以上

３
０
程
度

３０程度

１５０以上

Ｌ
２

Ｌ
２

布基礎交差部の配筋（平面）

１５０以上

曲げ補強筋

　　　幅止め筋Ｄ１０

（Ｄ１３以上）

　Ｐ　Ｐｐ ｐ　Ｂｐ　ｐ ’１１１１

Ｌ２以上

２
Ｐ
　
Ｐ

Ｌ

２

Ｐ：あばら筋の設計間隔（３００以下）

φ：杭径

φ

杭
頭
部
補
強

範
囲
（
２
．
４
φ

以
上
）

　
Ｐ

Ｐ：ベース筋の設計間隔（２００以下）

φ：杭径

Ａ－Ａ

Ａ－Ａ

基礎主筋はＤ１３以上とし、あばら筋・補強筋・腹筋はＤ１０以上とする。

あばら筋の間隔は３００㎜以下とし、杭頭部では原則として２０㎝以下とする。

また、補助筋・腹筋の間隔は３００㎜程度とする。

杭頭部補強範囲（２．４φ以上）

２

　
Ｐ
　
Ｐ
　
Ｐ
　
Ｐ

Ｌ

ベース筋

１
０
０

＠１０００以内

埋戻し土のある場合は※５０を７０とする。

　の鉄筋はスラブ幅止め筋でＤ１０以上で

　の鉄筋はＤ１３以上

３
Ｌ

２

１
１

２

２００以上かつ０．６Ｂ以上

Ｂ
２００以上かつ０．６Ｂ以上

Ｌ

※ ※

５００＜Ｈ≦１０００　

Ｗ１の三角壁厚さは、２００以上または

基礎梁幅とし、配筋は同厚の壁リストに

ならう。

※印筋はＤ１０＠２００とする。

※

※

Ｈ

Ｗ１

１

腹筋は柱面より３０ｍｍ以上定着すること。

腹筋

幅止め筋

腹　　筋

幅止め筋 Ｄ１０　＠１０００以内で割付ける

２－Ｄ１０　１段

２－Ｄ１０　２段

不　要

Ａ

基礎つなぎ梁

Ｐ：鉄筋の設計間隔

布基礎

段差が生じる場合は、３０～４０°の

ハンチを設けて補強を行う。

ただし、段差が小さい場合（布基礎せ

いの１／５程度）は、ハンチを設けなく

てもよい。

　ＰＰ Ｐ／２

Ｐ

ａ．定着・継手

主筋継手可能範囲

スターラップ巻始め

（直交基礎梁面）

直交梁

垂直アンカー

Ｔ形交叉部

ｂ．主筋定着要領

地反力を受けない場合 地反力を受ける場合

曲げ補強筋保持筋

Ｌ形交叉部

注）　印は、耐力壁の曲げ補強筋を示す。

ｂ．二段筋の間隔一般形状 単筋型

片側床版以外は、

両側床版付の場合

は下記でもよい

フック位置を交互とする。

ａ．スターラップの加工

　　２Ｇ～ＲＧについては、壁式配筋基準図－２　７．による。

１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

３）鉄筋径（ｄ）の１．５倍

ｃ．鉄筋相互のあき（Ｐ）は、下記のうち最大のもの以上とする。

２）２５㎜

Ｄ：鉄筋の最外径、ｄ：鉄筋径（呼び名）

－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０　＠３００以内

Ｄ ＤＰ

Ｄ

３
ｄ

３
ｄ

１
３
５
°

１
３
５
°

６
ｄ

８
ｄ

４
ｄ

１８０ﾟ

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ａ－Ａ

Ｌ Ｌ ＋５ｄ

Ｌ ＋５ｄ

１ ２

２

Ａ

Ｐ
／
２

Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
２

Ｌ

＋
５
ｄ

Ｌ ＋５ｄ

Ｌ

　ＰＰ 　Ｐ

１

２

２

Ｐ
Ｐ

以
下

以
下

〃
〃

　
Ｐ

２
０
０

以
下

２
０
０

以
下

〃 〃　Ｐ 以下

２００

以下

Ｐ

　Ｐ以下

Ｐ

以下

２００

Ａ

２
Ｌ

補助筋（Ｄ１０以上）

杭頭補助筋

　　　　　　　腹筋（Ｄ１０以上）

基礎主筋（Ｄ１３以上）

＠３００以下

Ａ

Ｄ１０以上

あばら筋

１
０
０

杭頭補強筋 杭頭部補強範囲（２．４φ以上）

※
５
０

７
０

２ ５０Ｌ

１
５
ｄ
以
上

５０

Ｌ

Ｌ２

２

Ｌ

Ｌ
Ｌ

２

２

１

Ｂ

Ｌ

Ｌ

２

２

Ｌ２

Ｌ２

４５゜～６０゜

２－Ｄ１６以上

３－Ｄ１３３００

梁
幅

４５

４５

１．５Ｌ　以上 Ｌ４００以上
１ １ １０．５Ｌ　程度

付ける場合の余長は４ｄ以上でよい。

ｄ ｄ

Ｄ＜６００

６００≦Ｄ＜９００

９００≦Ｄ＜１２００

Ｈ≦５００は※印筋は不要とする。

１２００≦Ｄ
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（１）横筋の継手、定着、その他

（２）縦筋の継手、定着

（１）定着および継手

（３）片持ちスラブの補強

（２）屋根スラブの補強

（４）床版開口部の補強

壁式配筋基準図（２）　

　　　５．壁の配筋

６．耐力壁・壁梁の配筋詳細 ７．床版

ａ．定着・継手

ｂ．横筋・末端部

ダブル配筋

－（壁筋に同径

同ピッチとする）

床版受筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋

スターラップ

最上層外壁の場合

床

壁

下筋

継手可能範囲

上筋継手可能範囲 下筋

継手可能範囲

ｏ（内法スパン）

Ｂ

スターラップ割付

外端 内端

床版受筋

交互にアンカーＲＳＬ

２－Ｄ１３

（耐力壁の場合）

シングル配筋

（非耐力壁の場合）

（フック無し）

１－Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｌ
１Ｌ２

２－Ｄ１３

Ｌ
２

ＳＬ

Ｌ
１

　≦Ｌ２＋２００ｏ

Ｌ
２

ｏｏ

Ｌ２

Ｌ２

　≦１５００

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ２Ｌ２Ｌ２

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ２

２－Ｄ１３１－Ｄ１３

ＧＬ

１ＳＬ

Ｌ
２

１５ｄ １５ｄ Ｌ１

ｏ／４

Ｌ３２０ｄ

６０以上 ０．６Ｂ以上

ｏ／６

ｏ／４

Ｌ
２

Ｌ
３

＊の個所（入隅）は各階補強する

Ｄ
１
３

、
下
端

筋
は

Ｄ
１
０

を
設

注）設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

（
つ
な

ぎ
部
の

中
間

に
上
端

筋
は

※出隅受け部補強筋は、それぞれの方向に出隅部補強筋

注）出隅部の補強筋は、

　として、出隅部の同本数をハッチ部分に配置する。

　　計算により算出する。

け
る
）
出

隅
部
の

補
強

筋

ａ．片側床版 ｂ．両側床版

ｃ．梁下付床版 ｄ．壁内定着床版

ｅ．片　持　床　版

壁梁主筋定着要領

＊：Ｌ２がとれない場合は折り曲げとする。

補強筋は各　　　　またはスラブ主筋の同一

（５）床版段差

壁梁主筋継手可能範囲 壁梁主筋継手可能範囲 壁梁主筋継手可能範囲

壁梁上主筋

ｄ

（
ｄ
≧

Ｌ
２

の
時
フ

ッ
ク
不

要
）

曲
げ

補
強
筋

曲
げ
補

強
筋
継
手

位
置

腹
筋
割
付

壁
　
横
筋

割
付

壁
　

横
筋

割
付

壁
　
横

筋

割
　
付

壁
　
縦
筋

スターラップ割付

壁梁下主筋

壁梁上主筋

スターラップ割付

壁梁下主筋

壁
　

横
筋

割
付

壁
　

横
筋

割
付

壁
　
横

筋

割
　
付

壁　縦筋割付

曲
げ
補
強

筋

スターラップ割付

スターラップ割付

壁梁上主筋

壁梁下主筋

壁
　
横

筋
割
付

壁
　
横
筋

割
付

壁
　

横
筋
割

付
壁
　
横

筋

割
　

付

スターラップ割付

スターラップ割付

壁梁上主筋

開口補強筋

壁縦筋割付

（非　壁　梁）

ｂ

壁
　

横
筋

割
　
付

１５ｄ

壁
　

横
筋

割
　

付

壁
　
横

筋

割
　

付

壁　縦筋

割　付

ｂ

床版受筋または壁梁主筋延長床版受筋または壁梁主筋延長

曲
げ
補
強

筋

曲
げ
補
強

筋

開口補強筋を兼ねる場合

壁梁上主筋壁梁上主筋

壁梁下主筋壁梁下主筋

壁梁主筋継手可能範囲

曲
げ

補
強
筋

ａ

５０

≧Ｌ２の時

５０耐力壁面

＜Ｌ２の時 ａ　矢視図　

ｂ　矢視図　

Ｌ２
耐力壁面

床版受筋を兼ねる場合

壁梁主筋を延長

ａ

Ｌ２（水平アンカー）

Ｌ２（水平アンカー）

＊

Ｂ

出隅部分の補強筋

１

≧　　とする。

１
　　出隅部

出隅受け部

注　　≧　　とする。

（出隅受け部配筋）

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

斜め補強筋

Ｄ
以
下

Ｄ
≦
Ｈ

≦
　

Ｄ
２

１

補
強

筋
の
定

着

５－Ｄ１３

径で　＝　　　　とし、上端部の下に配筋する

Ｌ
２

壁梁下主筋

※１

※１

耐力壁・壁梁交叉部配筋

壁
　

縦
筋

壁　横筋

曲
げ

補
強

筋

壁　横筋

腹筋

Ｌ２（腹筋
定着長さ）

ス
ターラップ

腹筋

壁梁主
筋

曲
げ
補
強

筋

壁梁主筋

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ２

ａ

ｂ

２

１

Ｌ１１  ／２

  
／

２

２注　　１ ２１

Ｌ

Ｌ Ｄ

Ｄ１３

１３

Ｌ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｈ

Ｄ１６

Ｄ１０＠１５０

  ／２

５
０

 
 ／

２

・壁梁主筋の定着・継手およびスターラップの割付。

・耐力壁曲げ補強筋の定着および継手。縦横筋の割付。

１，５００

孔と孔のへりあき　　以上１００

Ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

１
１

１

１
０

ｄ
か
つ

１
５

０
以

上

２００以上かつ０．６Ｂ以上

Ｌ２

水平定着してもよい ２００以上かつ０．６Ｂ以上

Ｌ

２５ｄ

Ｂ

１

２
５
ｄ

Ｌ

２００以上かつ０．６Ｂ以上

Ｂ
１

Ｂ

Ｌ２

１
０
ｄ

か
つ
１
５

０
以
上

０．６Ｂ以上

Ｌ

１０ｄかつ１５０以上

１

Ｂ

２００以上かつ０．６Ｂ以上

Ｌ２

Ｌ１

１０ｄかつ１５０以上

一般床版配力筋

Ｄ≦　　

　　＜Ｄ≦　　

　　＜Ｄ≦　　

　　　　１５０

斜　め　周　囲床版厚さＤ

１５０　　　　　２００

２００　　　　　３００

各　－Ｄ 各　－Ｄ

各　－Ｄ

各　－Ｄ

　　　１　　１３

　　　２　　１３

　　　　２　　１６

（開口の径　　　　以下の場合）

周囲補強筋

５００

壁梁打継部補強

打継位置

Ｌ
２

Ｌ
２

縦　補強筋　各２－Ｄ１６

横　補強筋　各１－Ｄ１６

＝６００

（直下階床より立上げる）

壁と梁の取合部配筋

壁梁スターラップの加工

ｆ　矢視図ｅ　矢視図

ｆ

ｅ

Ｌ
２

Ｌ
３

縦　補強筋　４－Ｄ１６Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
３

横　補強筋　各１－Ｄ１６

補強筋

２－Ｄ１０

（ヒ゜ッチはスターラッフ゜に同じ）

※１壁内のスターラップの形状は、

左記で可とする。

ｏ

Ｌ３

Ｌ２
４ｄ

４５

４ｄ

Ｌ２Ｌ２Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２
Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２
Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２（水平アンカー）

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ
２

４
ｄ

８
ｄ

４
ｄ

８
ｄ

８
ｄ ４
ｄ

＊

Ｌ

Ｌ１

Ｌ１

Ｄ２

Ｄ１３

Ｌ１

Ｌ

２Ｄ

１

　　２　　１３

　　　　２　　１９

　　　２　　１３各　－Ｄ

各　－Ｄ
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壁式配筋基準図（３）　

９．　壁

８．　階段

１０．　増打コンクリート補強

１１．　梁貫通孔補強

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。

補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１３以上）とする。

（２）　梁

一般の場合 下部防水立上りのある場合

貫通孔が連続して間隔等が取れない場合は

場合は設計者または工事監理者と打合せのこと。

梁端部（スパン１／１０以内かつＤ以内）は避ける

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

ａは８０～２００程度。

※印は補強筋

※柱と同径、同ピッチとする。
○リング型　　○パイプ型　　○金網型　　○プレート型

（１）片持階段

（１）定着

（２）手摺、パラペット

（１）設置可能範囲

（３）コンクリートブロック帳壁 （２）鉄筋標準配筋

（３）既製品（増打するときは事前に設計者および工事監理者と打合せのこと）

ｔ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
ａ

１，０００

１，０００

ｌｏ／ ｌｏ／

３
０

０

３００

３００

Ｌ Ｌ

ｈ
ｏ

Ｌ
Ｌ

Ｌ Ｌ

ｔ

ただし　≦Ｄ／　とする

折　筋 折　筋 斜　筋

縦　筋 縦　筋 縦　筋

横　筋 横　筋

上下縦筋

Ｌ

Ｌ

Ｌ
２

２

２

＊

Ｄ

＊

Ｌ Ｌ

ｈ
ｏ

Ｌ

ｈ

Ｌ ｔ

Ｌ Ｌ２ ２

１
１

２２

１

２

１

２

２ ２

方向　　以内に壁、または柱がある場合は除く。

継手部は必ずモルタルを充填すること。

ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。ただし

　　　　かつ　　　以下とする。ただし直交

手摺 パラペット

Ｌ

シングル配筋 ダブル配筋

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

２

２

２

２

２

Ｄ１０＠４００

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠６００

Ｄ１３
Ｄ１０

Ｈｏ  ２５ｔ ３，５００

２５ｔ

１００８０ １００ １５０ １５０ ２５０

Ｄ１３

≦　２５０

　梁にａ 　柱に（平面図） ２

イＬ

２

Ｌ

１３

Ｄ１３

Ｄ

イ

スラブに上端筋がない場合

は壁配筋と同じ

Ｌ Ｌ２ ２

２

Ｌ

Ｌ

Ｌ２２

　壁と壁（平面図）ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２ Ｄ２― １３Ｄ １３２―Ｄ１３Ｄ

Ｌ

１３

２

Ｌ

Ｌ
２

Ｈ
Ｌ
２

Ｈ

Ｌ２

Ｌ
２

２

（ ただしＨ≧８００以上の場合、設計図による）

（φ１＋φ２）×３／２以上

φ２φ１
４

Ｄ

ｌｏ

４

Ｄ／３

Ｄ　４００の場合は補強筋を３本とする。

腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

ａは８０～２００程度。

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

梁下端増打コンクリートの場合も上端増打コンクリート補強と同様とする。

≧

ａ

１０

ａ
Ｄ

Ｄ

※

ａ

（　）　壁１

スラブに上端筋がある場合

ａ区間部分は、通し配筋でも良い

（非耐力壁とスラブが取合う場合）　床に

Ｌ Ｌ

Ｌ

横筋の配置は上下端とも

梁または床面に一段目を

配置する。

２ ２

２

Ｄ

Ｄ

１３

１３
イ

φ

φ φ φ

φ ３

を
超

え
る １５０程度

１５０程度

Ｌ　かつ柱中心線を超える

Ｌ
２

か
つ

中
心

線

Ｄ１３

１２０以上

１
０
０

以
下

受筋Ｄ１０

受筋Ｄ１０

Ｄ１３（受筋）

Ｄ１３以上

Ｄ１０＠２５０

Ｄ１０

（受筋）

　Ｄ１３

Ｄ１０

５０

１／２ｔ以上

２５ｄ

（受筋）

　Ｄ１３

Ｄ１０＠２５０

Ｄ１３以上

Ｄ１３

１２００以下

梁壁に定着

２－Ｄ１３　（上下各１本）２－Ｄ１３　（上下各１本）

あばら補強筋補強筋補強筋

あ
ば

ら
補
強
筋

補強筋幅止メ筋

望ましい範囲

Ｄ１０＠６００

　　Ｄ１３

Ｄ１０＠１５０チドリダブル

Ｄ１０＠２００チドリダブル

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

１５０以上

１
０

０
以

下

　　　　　　２－（２－Ｄ１３）

　　　　　　ＳＴ２－Ｄ１３

　　　　　　２－（２－Ｄ１３）

　　　　　　ＳＴ４－Ｄ１３

　　　　　　２－（２－Ｄ１３）

　　　　　　４－（２－Ｄ１３）

　　　　　　ＳＴ４－Ｄ１３

　　　　　　２－（２－Ｄ１３）

　　　　　　　各ＳＴ１－Ｄ１３

φ

φ

２φ２φ

４５゜

φ

φ

１
５

０
以

上
２
０

０
以
上

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

＊部分について計算で

　確認された場合は右

　記の位置、寸法によ

　らなくて良い。

梁幅が４００を超える

場合は補強筋でＤ１３

は３－Ｄ１３と、各々

読みかえる。

はＤ１６および２－Ｄ１３

ｂ

ｃ

（平面）

床板厚

　＜　　　≦ 　＜　　　≦ 　＜　　　≦

２００   ｈ  ４００

（使用するときには、監理者の承諾を得ること）

公共建築工事共通仕様書（建築編）より



高速5号線

広島高速道路公社

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

平成  30 年度

ー

高速５号線　料金所等新築工事

ＣＳ-２４

二葉の里消火水槽

ボーリング柱状図

1
,
0
0
0

令和６年度
広島高速５号線料金所等新築そのた工事

CS-24



広島高速道路公社

工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名
二葉の里消火水槽

伏図・軸組図

1：50１・２通り軸組図1：50Ａ+2,500通り軸組図Ａ・Ｂ通り軸組図 1：50

１階壁Ｒ階梁床伏図（見上図） 1：50基礎伏図（見下図） 1：50

記入なき限り、下記とする

１．壁はW30とする。

２．　　は増打ち範囲を示す。

記入なき限り、下記とする

１．壁はW30とする。

記入なき限り、下記とする

１．壁はW30とする。

２．　　は増打ち範囲を示す。 ２．　　は増打ち範囲を示す。

記入なき限り、下記とする記入なき限り、下記とする

１．基礎下端レベル：GL－1,000

３．床はS1とする。３．耐圧盤はFS1とする。

４．　　は増打ち範囲を示す。

１．床天端レベル：RFL±0～-25

２．壁はW30とする。２．壁はW30とする。

FG1FG1 FG1 FG1 FG1 FG1

B1 B1
B
1

B
1

FG1

FG
1

F
G1

FG
1

F
G1

FG1

FG1

FS1

FS1
S1 S1 S1

S1 S1 S1

▽RFL(水上)
△RFL(水下)

△基礎下端

▽GL

▽RFL(水上)
△RFL(水下)

△基礎下端

▽GL

▽RFL(水上)
△RFL(水下)

△基礎下端

▽GL

鉄筋

コンクリート

基礎コンクリート

土間コンクリート

捨てコンクリート

砕石

備考
長期鉛直地耐力度

SD295A（重ね継手）

普通コンクリート

SD345 （圧接）

普通コンクリート

D19以上

D19未満

普通コンクリート

普通コンクリート

・コンクリート厚　50mm

Fc=18N/mm2  　　S=15cm

・打設時期にあった構造体強度補正を行うこと

共　通　事　項

・コンクリートの仕様は、
「公共建築工事標準仕様書（建築工事）最新版」による

・厚さ　100mm

Fc=24N/mm2 　 　S=18cm

Fc=24N/mm2 　 　S=15cm

Fc=24N/mm2  　　S=18cm

qa=100kN/m2（支持層：盛土層　N≧7　GL-1.0m　）

X

Y

X

Y

水
勾

配
水

勾
配

水
勾

配
水

勾
配

Ａ Ｂ１１ ２ ２

１ ２

Ａ

Ｂ

１ ２

Ａ

Ｂ
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0
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4
00

2
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0
00

4,
4
0
0

25

1,
0
00

4,
40

0

25

5,0006,000 1,2506,000

2
,5

0
0
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00

0

6,0001,250

2,
50

0
2
,5

0
0

5,
00

0

6,000

2,500 2,5001,000

2,
50

0

65
0

3,
70

0
65

0

1/50

ＣＳ-２５

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線路線名



広島高速道路公社

工 事 名

図面番号 縮 尺

図   名

二葉の里消火水槽

梁リスト 1:20 スラブリスト

1:20配筋詳細図

壁リスト 1:20

特記外

特記外

１．巾止筋はD10-＠1,000とする。

１．巾止筋はD10-＠1,000とする。

FG1

W30

FS1

S1

▽GL

位　置

符　号

腹　筋

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

ｂｘＤ

符号 床厚 位置

端部

短辺方向(主筋方向)

中央

上筋

下筋

上筋

下筋

周辺部

長辺方向(配力筋)

中央端部 周辺部

S1

500

断面

160

開口部補強筋符号

縦筋

ａ

ｂ

ｃ

補強筋

開口部

断　面

横筋

端部補強筋

W30

B1ＦＧ1

全断面全断面

FS1

D10-@200

D10-@200

D10-@200

Ｄ13-@200

Ｄ13-@200 Ｄ13-@200

Ｄ13-@200

-D10-@200

250 × 450

2-D16

2-D16

-4-D10

300 × 1000

3-D19

3-D19

▽ＧＬ

2

23

3

b

D

2-Ｄ13 Ｄ10-＠200

4-Ｄ13

1-Ｄ13

Ｄ10-＠200

Ｌ2定着

-D13-@150

Ｄ10-＠200

Ｄ16-＠200

Ｄ10-＠200

D10･D13-@200

Ｄ10-＠200 Ｌ3定着

Ｄ13-＠150

D10･D13-@200

接合部補強筋：1-D16

Ｌ1定着

壁筋の外壁側縦筋は、床内にＬ2定着

壁筋の水槽側縦筋は、
180°フックをつけ、補強筋にかぎ掛けとする

2-D13

Ｄ13-＠200

Ｄ13-＠200

Ｄ13-＠200

L

c

b

a

L

L
L

a

c

D16-@200 D

D13-@150 D

4-D16

※基礎梁内へＬ2定着

Ｌ2定着

※基礎梁内へＬ1定着

※基礎梁内へＬ1定着

300

b開口部

L=40d

２

8
00

2
00

1,
3
00

15
0

10
0

50
3
00

50
0

200

300

50
0

16
0

4,
4
00

1
,0

0
0

梁・壁・スラブリスト

配筋詳細図

1/20

ＣＳ-２６

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線路線名



広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

伏図（１）

1:100１階伏図（見下図） 1:100階段伏図（見下図）

階段１：床組及び鉄骨詳細図を参照のこと

階段２：床組及び鉄骨詳細図を参照のこと

U
P

記入なき限り、下記とする 記入なき限り、下記とする

２．　　　　はGLからのアイランド天端レベルを示す。

U
P

階段３

階段１

階段２

J３．　は現場継手位置を示す。（位置は、スパンの中央とすること）

４．　　印は階段踊り場の床組を示す。

５．階段の段部や床組等は、詳細図を参照のこと

２．　　印は屋根ブレースHV2を示す。（階段下の全ての層に配置すること）

１．大梁は全て、「G20」とする。

UP

１．最高の舗装天 +221をGLとする。

階段３：床組及び鉄骨詳細図を参照のこと

既設のｺﾝｸﾘｰﾄを斫り、柱型を新設すること。
※上屋柱のすべての柱脚で共通

UP

UP UP

UP

U
P

UP

B2
0

±0-270

-187-457

-228-498

C2

C2

C2

C2

C2C2

C2C2

C2

C2

C2

C2

C2C2

C2C2

C2

C2

C2C2

C2C2

C2

C3

C3

C1 C1

C1 C1

C1C1

C2

B1

鋼材

○○○

備考

共　通　事　項

H型鋼 SN400A、SN400B

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ SN490C

SN490Cﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ABR490

円型鋼管 STKN400B

角型鋼管 STKR400

高力ボルト F8T

・鋼材の仕上げは、溶融亜鉛メッキとすること

軽量型鋼 SSC400

鋼板 SN400B

X
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令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線路線名

ＣＳ-２７

1/100



広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

伏図（２）

1:100階段屋根伏図（見下図） 1:100屋根伏図（見上図）

記入なき限り、下記とする

階段３

階段１

階段２

J３．　は現場継手位置を示す。（位置は、スパンの中央とすること）

２．　　印は屋根ブレースHV1を示す。

１．大梁は全て、「G14」とする。

４．　　印は折板方向を示す。

記入なき限り、下記とする

J

１．部材レベルは軸組図による。

２．　　印は剛接合位置を示す。

４．　は現場継手位置を示す。（位置は、軸組図を参照のこと）

６．小梁は、「B20」とする。

３．　　印は屋根ブレースHV2を示す。

５．　　印は折板方向を示す。
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B1

B1 B1 B1 B1
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B2 G1

G1

G1 G1
G1
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令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

1/100

番
 号

高速５号線路線名

ＣＳ-２８



広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

伏図（３）

1:100 1:100通路屋根伏図（見上図）通路床伏図（見上図）

記入なき限り、下記とする記入なき限り、下記とする

DN
D
N

１．部材レベルは軸組図による。

J

２．　　印は屋根ブレースHV2を示す。

３．　は現場継手位置を示す。（位置は、軸組図を参照のこと）

４．柱は、「C2B」とする。

５．大梁は、「G20」とする。

１．部材レベルは軸組図による。

J３．　は現場継手位置を示す。（位置は、軸組図を参照のこと）

２．　　印は屋根ブレースHV1を示す。

４．　　印は折板方向を示す。

５．柱は、「C2B」とする。

６．大梁は、「G14」とする。
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令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

1/100

番
 
号

高速５号線路線名

ＣＳ-２９



広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

軸組図

1:100Ｙ２通り軸組図1:100Ｙ１・Ｙ３通り軸組図

1:100Ｘ１・Ｘ２通り軸組図 1:100Ｘ１+5,100通り軸組図

1:100Ｙ１+3,988通り軸組図

記入なき限り、下記とする

１．　は現場継手位置を示す。J

２．B.PL下端は、アイランド天端+50とする。

記入なき限り、下記とする

１．　は現場継手位置を示す。J

２．( )はＹ３通りのレベル及び符号を示す。

３．B.PL下端は、アイランド天端+50とする。

記入なき限り、下記とする

１．　は現場継手位置を示す。J

３．B.PL下端は、アイランド天端+50とする。

２．( )はＸ２通りのレベル及び符号を示す。

記入なき限り、下記とする

J１．　は現場継手位置を示す。

階段３：鉄骨詳細図を参照のこと

記入なき限り、下記とする

J

３．B.PL下端は、アイランド天端+30とする。

２．　は現場継手位置を示す。

１．階段踊り場等のレベルは、詳細図を参照のこと
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1/20

広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

部材リスト・床組詳細図

1:20階段3 床組詳細図

1:20階段1 床組詳細図

1:20階段2 床組詳細図

鉄骨部材リスト 1:20

（大梁継手表：継手凡例） （鉄骨部材リスト：仕口凡例）

大梁継手表

鉄骨梁リスト 1:20柱リスト 1:20

W.H.T.B

H.T.B

F.H.T.B

２.使用

３.下表の の本数は､JOINTする片側の梁の1フランジに必要な本数とする｡

の本数は､JOINTする片側の梁の1ウェブに必要な本数とする｡

１.使用鋼材は､母材に同じとする｡

特記外

はF8Tとする｡

４.下表の

５.継手の仕様は、「建築鉄骨設計基準及び同解説（平成１０年版）」による。

１．使用鋼材は、SN400Bとする。

特記外特記外

特記外

１．使用鋼材は、SN400Aとする。

１．アンカーボルトは定着版付・DN締メとする。

部材 仕口符号 備考

B1

断面

鉄骨

符号

位置 全断面

G1

全断面

CG1

備考

B.PL

A.BOLT

鉄骨

柱脚

Ｓ柱
断面

符号 C1 C3

□-100x100x6(STKR400) BH-100x45x6x9(SN400B)〇-355.6x9.5(STKN400B)

C2・C2A・C2B

※C2のみ
(C2A・C2Bの柱脚は詳細図による)

PL-22x220x220(SN490C) PL-22x65x220(SN490C)

2-M16(ABR490) L=700

ボルトは1行×2列配置

H-340x250x9x14

備考

断面

鉄骨

符号

位置 全断面 全断面

G14 G20

備考

ボルトは1行×2列配置B2

B3 ［-250x90x9x13

BH-150x45x6x9

H-148x100x6x9

屋根葺き材 折板 t=0.8(山高85以上)

屋根葺き材

HV1 1-M12(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付) JIS製品、SS400G.PL-9　HTB 1-M16

HV2 1-M16(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付) G.PL-9　HTB 1-M20 JIS製品、SS400

折板 t=0.8(山高170以上)

上屋の屋根に使用

通路の屋根に使用

H-200x100x5.5x8B20

B25

B29

HB24

H-250x125x6x9

H-294x200x8x12

H-244x175x7x11

G.PL-9　HTB 3-M20

G.PL-9　HTB 2-M20

G.PL-6　HTB 2-M20

ボルトは1行×2列配置

P10 H-100x100x6x8 ボルトは1行×2列配置

P1 BH-100x45x6x9

4-M27(ABR490) L=600

F.J.PL(A) 2F.J.PLs(B)

FLANGE

F.HTB 2W.J.PLs(C)

WEB

W.HTB
梁使用鋼材梁中央部材

H-340x250x9x14

G.PL-9　HTB 2-M16

H-148x100x6x9

P15 H-150x150x7x10 G.PL-9　HTB 2-M16

ｻｻﾗ PL-12

階段に使用

踊場床組に使用

G.PL-6　HTB 2-M16

G.PL-12　HTB 3-M16

G.PL-6　HTB 1-M16

G.PL-9　HTB 2-M16

G.PL-12　HTB 3-M16

4-M16(ABR490) L=700

PL-36x500x600(SN490C)

横使い

Y1及びY3通りのG1に接続する箇所は、2×2-M20

H-200x100x5.5x8

G.PL-6　HTB 2-M16

ピン接合：G.PL-6　HTB 2-M16ピン接合：G.PL-6　HTB 2-M16

UP

UP

UP

UP

UP

UP

床組接合②

床組接合①

床組接合①

床組接合①

床組接合①床組接合①

床組接合①

床組接合①

ｻｻﾗ：PL-12

床組接合①

床組接合②

床組接合①

床組接合①

床組接合①

床組接合①

床組接合①

床組接合①：G.PL-12　HTB 4-M16　リブPL-9
床組接合②：G.PL-12　HTB 2-M16　リブPL-9

床組接合①：G.PL-12　HTB 4-M16　リブPL-9
床組接合②：G.PL-12　HTB 2-M16　リブPL-9

床組接合①：G.PL-12　HTB 4-M16　リブPL-9
床組接合②：G.PL-12　HTB 2-M16　リブPL-9

床組接合①

ｻｻﾗ：PL-12

ｻｻﾗ：PL-12

ｻｻﾗ：PL-12

ｻｻﾗ：PL-12

ｻｻﾗ：PL-12

SN400B

SN400B

SN400B

H-340x250x9x14

H-148x100x6x9

H-200x100x5.5x8

8-M20
∑n=32

9x250x530 9x100x530 6-M20
∑n=12

9x200x290

-

-

12x100x410

16x100x410

6-M16
∑n=24

6-M16
∑n=24

4-M16
∑n=8

2-M16
∑n=4

6x140x290

6x80x290
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広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

階段1 鉄骨詳細図

1:20階段1 鉄骨詳細図2

1:20階段1 鉄骨詳細図1

1:20P1台座詳細図

（ア矢視）

(b) C3柱脚

1:20C3及びｻｻﾗ柱脚詳細図

(a)ｻｻﾗ柱脚

（ア矢視）
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1-M16(SS400) L=700

2-M16(ABR490)
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※柱の側面に隅肉溶接接合

（溶接長さは全長200以上）
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広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

階段2 鉄骨詳細図

1:20 1:20階段2 鉄骨詳細図1 階段2 鉄骨詳細図2

1:20P1台座詳細図

（ア矢視）

(b) C3柱脚

1:20C3及びｻｻﾗ柱脚詳細図

(a)ｻｻﾗ柱脚

（ア矢視）
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広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

階段3 鉄骨詳細図

1:20階段3 鉄骨詳細図1 1:20階段3 鉄骨詳細図2

1:20P1台座詳細図

(b) C3柱脚

1:20C3及びｻｻﾗ柱脚詳細図

(a)ｻｻﾗ柱脚

（ア矢視）
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広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

架構鉄骨詳細図

1:20

(b) 水下

Ｘ１通り鉄骨詳細図

(a) ｹﾗﾊﾞ

1:20C2B柱脚詳細図1:20小梁剛接合詳細図

1:20RC柱型リスト

1:20Ｙ２通り鉄骨詳細図

1:20幕板下地詳細図

1:20既設ｺﾝｸﾘｰﾄの撤去範囲

(a)台座 (b) 柱脚

２．トップHOOPは□-D13（ダブル）とする。

特記外

１．ｺﾝｸﾘｰﾄ仕様：Fc=24N/mm2、S=15（ただし、既設のｺﾝｸﾘｰﾄ強度以上）

主筋 12-D25（四隅フック）

ＲＣ柱
断面

符号 C1
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無収縮モルタル
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目荒らしを行い、
既設コンクリートとの一体性を
考慮すること。既設のｺﾝｸﾘｰﾄを斫り、柱型を新設すること。

※上屋柱のすべての柱脚で共通
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ただし、施工性に問題なければ残してよい。

折板受け材
C-100x50x20x3.2

D.PL-22

D.PL-16

D.PL-16

床受け材
C-100x50x20x3.2

床受け材
C-100x50x20x3.2

D.PL-16

D.PL-16

D.PL-16

D.PL-16

RG1

G14

1C1

C2B

1C1

G20

B20

C2B

C2B

RG1 CG1

C2B C2B

G14G14

G20G20

▽最高の舗装天 

▽屋根天端

▽通路FL

▽最高高さ

▽GL

▽梁天端（水上）

▽梁天端（水下）

▽梁天端

▽BPL下端

▽BPL下端

符号 Ｘ方向 Ｙ方向

1C1

有効細長比

49.3 49.3

符号 Ｘ方向 Ｙ方向

1C1

有効細長比

47.0 47.0

4-
D
25

4-
D
25

2-
D
25

2-
D
25

X

Y

J

J

JJ

J J

34
0

355.6

177.8 177.8

355.6

177.8 177.8

40
40

14
0

220

14040 40

22
0

40
40

14
0

14040 40

2222

450 450

900

80
0

40
0

40
0

220

22
0

Ｙ１ X２

5,
99

6
2,

40
0

37
0

22
1

5,
53

6

27
1

23
9

2
5
0

14
8

20
0

34
0

34
0

20
0

100

50 50

5
0

22
1

22
7

5
0

100

50 50

100

50 50

100

50 50

14
8

20
0

20
0

14
8

▽
梁

芯

500

900

14
3030

525

40
40

40
120

40

1
20

40
4
0

12
0

40
40

70

10
0

900

400400

800

1,650

10
0

10
0

10
0

500 500 385385 615415

ＣＳ-３５

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 
号

1/20

高速５号線路線名



2
50 65

0
30

00
17

50
3
50

0
2
9
50

3
5
0
0

1
75

0
3
0
0
0

65
02
50

2
12

50

4500 4500

1500020000

4500 4500

1800015000

L3
L1

R3
R1

No
.2
+8
2.
00
0

料
金
所
中
心

上屋柱基礎

25
0

9
36

0
11

39
0

25
0

49
0

4
28

0
4
98

0

2
50

93
60

1
13

90
25

0

4
98

0
42

80
49
0

4
55
0

52
50

9050 11150

4550 6650

9050 9150

4550 4650

上屋柱基礎

ETC第二ガントリー基礎

ETCガントリー基礎

ETCガントリー基礎

広島高速5号線

工事名

図　名

広島高速道路公社

床版配筋図 (その27)

二葉G7橋

高速5号線 鋼上部工事 (二葉の里)

縮尺

1:60

床版配筋図 (その27) S = 1 : 60

料金所設備用アンカー詳細

平　面　図 S = 1 : 150

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7
G8

490 4280 4980 11500

410 870 880 600

21250

2350 410

11500 4980 490

880 8702350

21250

600

4280

3
30 2.002% 1.997% 2.049% 1.947%

8
25

23
7.
5

2
75

2
37

.5
3
7.

5

(製作数:2)

3
7.

5

Type-1
Type-2 Type-3

375

37.5
150

150
37.5

250250

5
85

150 150

2.002%

25
0

5
0

1
75

1
10

50

2
38

1
47

3
85

(
調

整
モ

ル
タ

ル
)

(埋
込

長
)

(
M3

0 
ね
じ

切
り

)

4

橋
軸

方
向

23
7.
5

2
75

2
37

.5
25
0

2
50

床版コンクリート上面

アイランド

Type-1<Type-6> S = 1 : 15

4

2
50

(M
30

 ね
じ

切
り

)

Nut(1種)

Nut(3種)

Nut(1種)

Washer

Base PL

8
25

23
7.
5

2
75

2
37

.5
3
7.

5

(製作数:4)

3
7.

5

475

37.5
200

200
37.5

橋
軸

方
向

23
7.
5

2
75

2
37

.5
25
0

2
50

Type-2～5 S = 1 : 15

4

250250 200 200

6
50

2
50

5
0

2
40

1
10

(
M3

0 
ね

じ
切

り
)

5
0

H1
H
2

4
50

(調
整

モ
ル

タ
ル

)
(
埋

込
長
)

4 床版コンクリート上面

アイランド

31
0
80

33
0 33
0

33
0

Type-4 Type-5
Type-6

"a"部詳細 S = 1 : 5
"a"

"a"

アンカ－部材料

（製作数：2）

2 - FB   75 x 6 x  375

2 - FB   75 x 6 x  825

10 - RB   φ32 x  810

20 - NUT    M30  (1種)

10 - NUT    M30  (3種)

10 - WASHER    M30

アンカ－部材料

（製作数：4）

2 - FB   75 x 6 x  475

2 - FB   75 x 6 x  825

10 - RB   φ32 x  875

20 - NUT    M30  (1種)

10 - NUT    M30  (3種)

10 - WASHER    M30

A

A

B

B

C

C

E

E

D

D

A - A D - D

10-φ34孔 10-φ34孔

(上り線 ETCガントリー　入口側) (下り線 ETCガントリー　出口側)

33
0

3
30

31
0
8
0

33
0

900 3000 1750 3500 2950 3500 1750 3000 900 900 3000 1750 3500 2950 3500 1750 3000 900

33
0

注記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. 特記なき材料は全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

 付着量は、JIS　H　8641　HDZ55とする。

 但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

CL

CL

<1.947%>

2.002%
<1.947%>

H1 H2

Type-2 312.7 137.3

Type-3 318.2 131.8

Type-4 311.6 138.4

Type-5 313.1 136.9

橋直方向 橋直方向

P1側 P2側

ETCガントリー 柱

アイランド
半たわみ舗装 t=80mm

アイランド
半たわみ舗装 t=80mm ETCガントリー 柱

23
0

3. 床版より上（ハッチ部）は、別途工事とする。

2
30

上り

下り

33
0

広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

（参考図）-1

鋼上部工事 (二葉の里)

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

ＣＳ-３６

高速５号線路線名

－



G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8

4550 5250 11450

650 1100 650

21250

2300

2.060% 1.938%

広島高速5号線

広島高速道路公社

床版配筋図 (その28)

二葉G7橋

高速5号線 鋼上部工事 (二葉の里)

縮尺

1:60

床版配筋図 (その28) S = 1 : 60

料金所設備用アンカー詳細

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7
G8

250

460

21250

2490

11390

2.008% 1.991%

E - E
B - B<C - C>

47
5 20

0
2
00

37
.5

(製作数:2)

3
7.

5

475

37.5
200

200
37.5

橋
軸

方
向

Type-7,Type-8 S = 1 : 15

アンカ－部材料

（製作数：2）

4 - FB   75 x 6 x  475

 8 - RB   φ25 x  880

16 - NUT    M24  (1種)

 8 - NUT    M24  (3種)

 8 - WASHER    M24

250250 200 200

6
50

2
50

5
0

24
0

1
10

(M
24

 ね
じ

切
り

)

50

3
17

13
3

45
0

(
調

整
モ

ル
タ
ル

)
(埋

込
長

)

アイランド

"a"

4
床版コンクリート上面

8-φ27孔

20
0

2
00

2
50

2
50

4

(料金所 上屋)

(上り線 ETC第二ガントリー)

Type-7 Type-8

33
0

37
0

(製作数:6)

270

橋
軸

方
向

Type-9～11 S = 1 : 15

"b"部詳細 S = 1 : 5

アンカ－部材料

（製作数：6）

 4 - ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ   M22 x  550 (SNR490B)(※1)

16 - NUT    M22  (※1)

 4 - WASHER    M22  (※1)

φ24孔

25
0(

M2
4 
ね

じ
切

り
)

Nut(1種)

Nut(3種)

Nut(1種)

Washer

Base PL

"a"部詳細 S = 1 : 5

橋直方向

37
0

定着板

90

(M
22

 ね
じ

切
り

) Nut(1種)

Washer

Base PL

90

(M
22

 ね
じ

切
り

) Nut(1種)

5
0

40
5

(調
整

モ
ル

タ
ル

)
(埋

込
長

)

70

270

67
2
8

12
4
3

55
0

Base PL

H1
H
2

 4 - 定着板 PL  70 x 12 x 70 (※1)

3
30 3
30

33
0 33
0

33
0

33
0

3
30 3
30

9360250

31
0
80

31
0
80

900 3000 1750 3500 2950 3500 1750 3000 900

900 3000 1750 3500 2950 3500 1750 3000 900

Type-9 Type-10<Type-11> Type-9

床版コンクリート上面

床版コンクリート テンプレート

テンプレート

44
0

37
0

3
5

Type-9上側,Type-10,Type-11

35

340

35 270 35

橋
軸

方
向

F - F S = 1 : 15

φ24孔

30
0

3
5

35

35

200 35

44
0

37
0

35
35

340

35 270 35

橋
軸

方
向

φ24孔

30
0

3
5

35

3
5

200 35

70 35

1 - PL  340 x 6 x  440

1 - PL  340 x 6 x  440

F F

G G

70

7
0

"b"

"c"

"c"部詳細 S = 1 : 5

(製作数:8)

Type-9下側

G - G S = 1 : 15

(製作数:4)

3
30

注記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. 特記なき材料は全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

 付着量は、JIS　H　8641　HDZ55とする。

 但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

<2.032%> <1.967%>

3. B-B,C-C,E-Eは「床版配筋図(その27)」を参照のこと。

H1 H2

Type-9 330 75

Type-10 321.2 83.8

Type-11 320.7 84.3

橋直方向

定着板

製作数

4

1

1

CL CL

床版打設時

※1 アンカ－ボルトは日本構造協会規格JSSⅡ13-2004の

　　建築構造用転造ねじアンカーボルト(ABR490)・ナット・座金とする。

　　ナットは強度区分5又は8の並六角ナット1種、座金は

　　硬さ区分200Hの丸座金とする。

アイランド

ETC第二ガントリー 柱

半たわみ舗装 t=80mm

上屋柱

アイランド
半たわみ舗装 t=80mm

4. 床版より上（ハッチ部）は、別途工事とする。広島高速道路公社

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 ー

（参考図）-2

鋼上部工事 (二葉の里)
ＣＳ-３７

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線路線名

工事名

図　名



充填砕石

埋戻し

高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

令和６年度

鋼製強化プラスチック製

二重殻タンク
式

ｍ 3

ｍ 3

ｍ 3

ｍ 3

ｍ 3

ｍ 3

3ｍ

ｍ 3

ｍ 3

ｍ 2

本

1   

53.219

35.315

17.904

2.003

3.355

3.548

4.926

0.401

0.401

49.780

20

掘削

埋戻し

残土処理

砕石(基礎下)

埋戻し砕石

充填砕石

砕石床

敷き均しコンクリート

モルタル

矢板補機材

6号砕石/7号砕石/粒径3～20mmの砕石及び砂利

6号砕石/7号砕石/粒径3～20mmの砕石及び砂利

6号砕石/7号砕石/粒径3～20mmの砕石及び砂利

6号砕石/7号砕石

t=30mm

I 250-125-5040L

地下タンク(3000L)基礎材料表

項　目 規　格 単位 数　量 備　考

2050

1550

775775

2050

250 250

φ121
8

600 600 600 600

1675 1675

77
5

3850

2503350

363

25
0

41
6

250

25
0

2° 2°

45°
ライン

1100 1100

44
8

4850

15
50

30
50

25
0

25
0

50
0

50
0

77
5

3050

A - A 断面図 B - B 断面図

一例を示す

オイル管取出し方向は

GL

完全防水プロテクター

漏洩検知装置取付部

外面被覆後の外径

 SF二重殻タンク（タンク実容量　3000L　横置円筒型）

構造

内殻

外殻

(外面保護）

内殻と外殻との間に間隙をもつ二重構造

形状等はタンク姿図による。

SS400製　板厚　6.0mm

(気相部)危告示第４条の48第1項4号

による、FRPを被覆する施工法

(液相部)危告示第24条の2第3項による、

FRPを被覆する施工法

危規則第24条の2第4項による漏洩検知装置

自家発電設備燃料地下タンク姿図 S=1:20

(3000L)平 面 図

マンホールフタマンホールフタ

B

AA

B

Ｕ

Ｎ
Ｄ

ＥＲＧＲ ＵＯ
Ｄ

Ｎ

Ｏ
Ｉ

Ｌ
Ａ

Ｔ

Ｕ

Ｎ
ＤＥＲＧＲ

ＵＯ

Ｄ
Ｎ

Ｏ
Ｉ

Ｌ
Ａ

Ｔ

(注記）1.形状及び寸法は参考とする。

自家発電設備

1:20

1925 1925

3850

2200

250 3350 250

3850

4850

250 250

充填砕石

埋戻し

675

砕石床

タンク本体（別途工事）

漏洩検知設備（別途工事）

タンク本体（別途工事）

式 1

別途工事

注:  6号砕石等とは、6号砕石/7号砕石/粒径3～20mmの砕石を示す。

◆　 その他施工に関しては平成8年10月18日付消防危第127号通知、平成

　　  12年3月30日付消防危第38号に準ずること。

□-D10＠150
4-D13

短辺方向　D10＠200　
長辺方向　D10＠300

短辺方向　D10＠200　
長辺方向　D10＠300

3
0
0

2
2
1
0

2
2
0

3
0
0

1
6
1
0

3
0
0

7
0

1
5
0

2
2
1
0

2
2
0

2
4
3
0

広島高速5号線料金所等新築その他工事

地下タンク基礎躯体

木矢板

躯体工事 FC18 N/mm2

埋戻し砕石

砕石床

6
2
0

3
0
4
.
5

3
0
4
.
5

CS-38
 

番
　
号



N

配置図　Ｓ＝１／２００

広島駅北口料金所

高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

配置図

1:200

E-01

電気室
CVT 14sq-3C

ａ

記　号

凡　例

名　称 備　考

ハンドホール

（注）地中埋設深さ　ＧＬ-600

LM-M1

ｂ

CV 5.5sq-3C

電力

通信

H

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

屋外（新設）

幹線ＮＯルートＮＯ
自 至

記号
電圧

3φ3W AC

（電源）

（電源）

（電源）サブブース

負荷名称
屋外 地中

（電源）サブブース

メインブース

メインブース

3φ3W AC

ａ

C

CVT 14sq-3C

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ（橋梁下　既設）

3φ3W AC

（電源）

（電源）

メインブース

メインブース ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ（橋梁下　既設）

ｂ

c
b

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ（ゲート下　本工事）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ（ゲート下　本工事）

この部分は蓋（SUS)付

プルボックス
800X800X800SUS-WP

－

－

－

－

－

－

ケーブルラックZ35-500B

（電源）電気室 床ピット転がし

ｄ （電源）収受室 CV 5.5sq-3C E3.5sq（本工事） 床ピット転がし LM-M1

CV 5.5sq-3C 3φ3W AC（電源）電気室 床ピット転がし

9A951
H=3.074

NO.0+00

R=
13

R=12

R=4
R=12

R=13

R=7.5

EC3

BC3

NO.
15

NO.
14

R=7.5

R=7
.5

R=4.0

R=22.5

R=8

H=3.048

NO.
16

9A951

R=6.5

R=6
.5

R=4.0

機械室２

R=
1
2

R=∞

R=8

R=4
R
=
12

R=12

R=4
R=12

R=
12

NO.0

Ｘ2Ｘ1

9,000

115,188

H=3.072

9A951

(Co)

15

15.31

3000 1200

1787

電気室(2階建)

自家発電室
ポンプ室

GL1 1φ3W AC/GC

P1

GL1

P1

1φ3W AC/GCGL11

P11

GL12 1φ3W AC/GC

GL2

P2

1φ3W AC/GC

ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

CVT 60sq-3C E8sq1φ3W AC/GC

電気室e

H

ａａ

ｂ
蓋
（
SU
S)
付

ｃ

電気室

屋根

ダクト

ﾏﾝﾎｰﾙ

e

PB800×800×800ｾﾊﾟ付SUS

ｄ
ピット

図E-02参照

機械室１

ダクト

ﾀﾞｸﾄ

ﾀﾞｸﾄ

ﾏﾝﾎｰﾙ

Z35-500B

令和 ６ 年度

LM-S1(F) LM-M1(F)
LM-M2(F) LM-E1(F)

屋内キュービクル

LM-M1(F)

LM-M2(F)
d

下部のｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸよりﾋﾟｯﾄに立上げ

LM-S1(F)

メインブース

サブブース

38,50034,000 41,000

（高架下）

サブブース メインブース

ピット
橋梁

床下
ピット

幹線設備　系統図

床下

b

既設ケーブルラック（電気）

既設ケーブルラック（通信）

ｂ

広島高速５号線料金所等新築その他工事

埋設配管

CVT 60sq E8sq

既設ケーブルラック

（本工事）

(FE-PS75)

(FE-PS50)

（本工事付帯ブース工事)
PF28

立上りE25
（本工事付帯ブース工事)

（本工事付帯ブース工事)

立上りE25

2.ブース下は床ピット内配線とする。

LM-M1(F)

LM-S1(F)

LM-M2(F)

LM-E1(F)

配管サイズ
配線サイズ

（注記）1.橋梁下部の南北方向の電気・通信ケーブルラックは既設である。

ａ

既設ケーブルラック
図E-02参照

Z35-700B
(セパレータ付き）

ケーブルラックZ35-500B

H

CV 5.5sq-3C E3.5sq

CV 5.5sq-3C E3.5sq

番
 号



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

アイゾメ図

1:200

E-02

断面図 S = 1 : 60

L1

L2

L3
G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

KCL

CL

R1

R2

R3

C6

P1

C7 C8 C9 C10 C11

P2

C12 C13
C14

C15

C16

C17
A2

GE2

S2

K1

K2

5001 5000

5000 5000 5800

3947

5000 5000

5000 5000 5800

5350

K1-6 K1-7 K1-8 K1-9 K1-10 K1-11 K1-12 K1-13 K1-14 K1-15
K1-16

K1-17
K1-18

K1-19

K2-7 K2-8 K2-9 K2-10 K2-11 K2-12 K2-13 K2-14 K2-15 K2-16 K2-17 K2-18 K2-19 K2-20

4  x  7747  =  30988 4  x  5914  =  23657

4  x  7747  =  30988
4  x  5751  =  23003

CH - 150 x 75 x 6.5 x 
10

CH - 125 x 65 x 6 x 8

CH - 150 x 75 x 6.5 x 
10

CH - 125 x 65 x 6 x 8

電力

通信

600 400
700 300

通信K.L位置電力K.L位置

電力 W=300 電力 W=500

(Co)
15

15.31

3000 1200

1787

金属製吸音板

28,
195

4,0
00

4,0
00

4,0
00

4,0
00

CL

ケーブルラック

S2

12.567

15.444 15.547

11.383

15.460

1
0
0

80
0

813

300

59
64

41
64

58
61

4384

2706

2755

57
0 60
00

B-B　断面図 S = 1 : 60

3273.5

1000
3473.4

ケーブルラック　アイソメ図

1000

500
0

9700

1400

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
Z35-300A

35
0

20
0

25
020

0

電気室(2階建)

自家発電室
ポンプ室

16
00

30
8

29
0

1600

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8

検査路

アスファルト舗装 t=80mm

RC床版 t=220mm CLケーブルラック

併用路

横断検査路

2.029% 1.969%

25
0

9 550

～650550

1
90

0

1/21/21/21/2

9
2
41

2
5024

1

2721.52721.4

既設ケーブルラック

既設ケーブルラック
既設

A-A

A

A

B B

LM-M1(F)

LM-M1(F)

LM-M1(F)

ケーブル用橋脚貫通部

Z35-500B

ﾏﾝﾎｰﾙ

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 
号

高速５号線

ＥＴＣ監視室

ケーブルラック

ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

プルボックス　　×　　×800 800 800

SUS-WP

ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

プルボックス　　×　　×800 800 800

SUS-WP

ケーブルラックZ35-500B
屋根下に設置

B

機械室１
メインブース

サブブース

既設ケーブルラック

既設ケーブルラック

Ｆ部詳細図参照

既設ケーブルラック

新設（本工事）

F部平面図（拡大図）

G-G　断面図

15
40

50
0

43
5.

6

15
40

120

29
0

30
8

29
0

16
00

1950

69
8.

2
30

0

300500 1150

Ｆ部詳細図

G G

既設ケーブルラック（電気）

既設ケーブルラック
既設ケーブルラック（通信）

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
（立上り）

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

（通信）（電気）

ケーブル用橋脚貫通部

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
Z35-500B

新設（本工事）

既設



注　記

１.　分岐用配線遮断器は2P（協約形1Pサイズ）とする。

負荷名称

A

回路

番号

負荷容量

ＫW
配線用遮断器

MCCB3P
100AF/75AT

CVT 14sq

3φ3W 210V

メインブース（ETC監視室）

B

ELCB　3P
50AF/30ATACP-1

ELCB　3P
50AF/20ATAC-2

２.　分岐回路分の接地端子又は銅バーを設ける。

３.　図中記入なきものは下記による。

20

２

　　 　単相１００Ｖ回路（２Ｐ１Ｅ）

　　 　単相２００Ｖ回路（２Ｐ２Ｅ）

750 200

19
0
0

分電盤姿図

分電盤・端子盤仕様

函板

扉板

把手

塗装

鋼板１．６ｔ以上

平面フラットハンドルＮｏ．２００

メラミン焼付

鋼板１．６ｔ以上

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

E-03

NON

広島駅北口料金所

分電盤結線図・照明姿図
750 200

19
0
0

端子盤姿図

C
ELCB　3P
50AF/30ATAC-3

D
MCCB　3P
50AF/30ATLM-S1

メインブース（機械室１）

メインブース（機械室２）

サブブース

P1

AC

負荷容量ＶＡ

電灯ｺﾝｾﾝﾄ

回路

番号

負荷容量ＶＡ回路

番号 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ
負荷名称 負荷名称

ＭＣＣＢ定格

電流（Ａ）

ＭＣＣＢ定格

電流（Ａ）

６

８ １００７

９
50AF/20AT

４００

CVT 60sq

MCCB3P
225AF/125AT

軸重計

ＥＴＣレーン

通信機器収容架

50AF/20AT

2P　

50AF/20AT

2P　

３５０11

13

15

50AF/20AT

2P　

50AF/20AT

2P　

50AF/20AT

2P　

２４００

３５０

12

14

16

50AF/20AT

2P　

ＣＣＴＶ

電動遮断器

ＥＴＣレーン

電動遮断器

50AF/20AT

2P　

２４００

３５０

軸重計

ＥＴＣレーン

電動遮断器

ＥＴＣレーン

電動遮断器

50AF/30AT

2P　

３５０

1φ3W 210/105V

AC/GC

3 4

5

50AF/20AT

2P　

ＬＭ－Ｍ２

収受室

50AF/30AT

3P　
８７９５５

２ 上屋照明

ELCB　2P　

50AF/20AT

１０３５

安全通路

電灯

50AF/20AT

2P　

１８２

50AF/20AT
２００

2P　

50AF/30AT

2P　

ＬＭ－Ｓ１

サブブース

50AF/30AT

4P　
２２５ ３６３５

50AF/20AT
２００ 

電灯50AF/20AT

2P　

50AF/20AT
１００

コンセント

2P　

機械室（1）（2）

　2P　

コンセント
機械室（2）

機械室（1）

１３７ １
ELCB　2P　
50AF/20AT

GL1

GL11 GL12

インターホン

事務所アンプ 　2P　

事務所モニター ＣＣＴＶ

10

１０００

（注記）

１、図中、寸法は参考とする。

２、端子盤内は、木製基板（１５ｍｍ）付とする。

１００

50AF/20AT

2P　

５２５５

５６６１

５００

計

予備

４０６

ＣＣＴＶ１００ 17

５００

８８３５

１００９５

50AF/20AT

2P　

計

予備

１２６０

18 １００ＣＣＴＶ

NP１

NP１

NP2 通信端子盤

NP2

盤名称

照　明　器　具　姿　図

Ｂ２

Ａ１

Ａ２

Ｂ１

Ａ４

Ａ３

F

ＬＥＤブラケット

Ｄ

K1-LRS11-1G

K1-LSS11-1H

非常灯　埋込

非常灯　直付

2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m器具取付高さ

Ａ１単体配置

直線配置 Ａ２

Ａ４四角配置

非常灯評定番号：LALE-007

非常灯評定番号：LALE-004

10.1

8.9

8.5

6.9

4.0

9.4

7.6

4.0

9.9

8.1

2.83.8

2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 3.2m 3.4m 3.6m 3.8m器具取付高さ

Ａ１単体配置

直線配置 Ａ２

Ａ４四角配置

4.0m

-

-

-

5.0m 6.0m 7.0m 8.0m

-

-

-

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

拡散タイプ、天井直付型・壁直付型
カバー：プラスチック（乳白）
両面化粧タイプ

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

10.1

8.9

8.5

6.9

4.0

9.4

7.6

4.0

9.9

8.1

2.83.8 -

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

LSS9-4-48

LSS9MP/RP-2-14

LSS9MP/RP-4-64

LRS6-4-48

LRS6-4-65

ＬＥＤブラケット

E１

E２

（FL20形）

（Hf32形）

電圧１００Ｖ

LM-M1(F)

LM-M1(F)

LM-M１(F)

T-M1(F)

Ｃ２ LSS1-4-65

Ｃ１ LSS1-4-48

LSS9-4-65

LBF3MP/RP-2-13

LRS1-08

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 
号

高速５号線

2.43

0.85

2.03

2.43

樹脂ダクト150W×100D×320H

主幹器具

２１０／１０５Ｖ

分電盤名称

キャビネット形式

電圧

相線
電気方式

負荷容量　ＶＡ

定格遮断電流

定格電流 １５０Ａ

T

１φ３Ｗ

種別

１５７５６

２．５ｋＡ

非常用回路

３φ３Ｗ

６．２６ｋＷ

－

常用回路

２１０Ｖ

屋内自立型（鋼板製）指定色塗装

LM-M１(F)



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

E-04

NON

広島駅北口料金所

分電盤結線図

注　記

１.　分岐用配線遮断器は2P（協約計1Pサイズ）とする。

２.　分岐回路分の接地端子又は銅バーを設ける。

３.　図中記入なきものは下記による。

２０

２

　　 　単相１００Ｖ回路（２Ｐ１Ｅ）

　　 　単相２００Ｖ回路（２Ｐ２Ｅ）

サブブース

負荷名称

D

回路

番号

負荷容量

1.60

ＫW
配線用遮断器

CV 5.5sq-3C

3φ3W 210V

空調室外機 ELCB　3P
50AF/30ATACP-2

負荷容量ＶＡ

電灯ｺﾝｾﾝﾄ

回路

番号

負荷容量ＶＡ回路

番号 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ
負荷名称 負荷名称

予備
サブブース

ＭＣＣＢ定格

電流（Ａ）

２

ＭＣＣＢ定格

電流（Ａ）

ELCB　2P　
50AF/20AT

ELCB　2P　
50AF/20AT

１

３

電灯50AF/20AT

50AF/20AT

１５５ ８７

CV 8sq-3C

MCCB3P
50AF/30AT

計

1φ3W 210/105V

４５５

４５５

５００

床ヒーター

コンセント
５００

５８７

P11

ELCB　2P　
３００

８７
計

GL11

AC/GC

AC

サブブース分電盤姿図

416
55
30

75

32
5

NP2

NP2

盤名称

LM-S1(F)

500 200

1
0
00

端子盤姿図

NP3

T-S1(F)

分端子盤仕様

函板

扉板

把手

塗装

鋼板１．６ｔ以上

平面フラットハンドルＮｏ．２００

メラミン焼付

鋼板１．６ｔ以上

（注記）

１、図中、寸法・形状は参考とする。

２、端子盤内は、木製基板（１５ｍｍ）付とする。

NP3 通信端子盤

盤名称

LM-S1(F)

負荷容量ＶＡ

電灯ｺﾝｾﾝﾄ

回路

番号

負荷容量ＶＡ回路

番号 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ
負荷名称 負荷名称

ＭＣＣＢ定格

電流（Ａ）

ＭＣＣＢ定格

電流（Ａ）

CV　5.5sq-3C

MCCB3P
50AF/30AT

1φ3W 210/105V

６

便所暖房便座

予備

50AF/20AT

50AF/20AT

2P　

２００

５００

７

９

3 4全熱交換機

5

コンセント
４１０２００

50AF/20AT

2P　

ELCB　2P　
50AF/20AT

2P　

床ヒーター ２
ELCB　2P　
50AF/20AT

１
空調機

メインブース

ＡＣ－1

電灯

メインブース

50AF/20AT

50AF/20AT

50AF/20AT

１５５

６０ ２２５

50AF/20AT

2P　

コンセント

休養準備室

洗面 ８

50AF/20AT
ELCB　2P　

４１０ 便所暖房便座

ELCB　2P　

2P　

コンセント

収受室
３００

ELCB　2P　

10

計１６２５

１６２５

２６００

２８２５
計

予備５００ 50AF/20AT

2P　

コンセント

ＥＴＣ監視室
２００

２２５

GL12

AC/GC

メインブース分電盤姿図

32
5

450
55
30

75

NP1

LM-M2(F)

NP1

盤名称

LM-M2(F)

注　記

１.　分岐用配線遮断器は2P（協約計1Pサイズ）とする。

２.　分岐回路分の接地端子又は銅バーを設ける。

３.　図中記入なきものは下記による。

２０

２

　　 　単相１００Ｖ回路（２Ｐ１Ｅ）

　　 　単相２００Ｖ回路（２Ｐ２Ｅ）

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線

主幹器具

２１０／１０５Ｖ

分電盤名称

キャビネット形式

電圧

相線
電気方式

負荷容量　ＶＡ

定格遮断電流

定格電流

Ｔ

１φ３Ｗ

種別

３８６０

常用回路

－主幹器具

２１０／１０５Ｖ

分電盤名称

キャビネット形式

電圧

相線
電気方式

負荷容量　ＶＡ

定格遮断電流

定格電流

Ｔ

１φ３Ｗ

種別

１０４２

常用回路

－

２１０Ｖ

３φ３Ｗ

１.６ＫＷ

常用回路

－

屋内壁掛型（樹脂製） 屋内壁掛型（樹脂製）

LM-M２(F)LM-Ｓ１(F)

３７３０



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

1:50

E-05

2
95

0

メインブース

機械室1機械室2

8250 800
13000

動力設備　１階平面図

動力設備　屋根平面図

2
9
50

メインブース

機械室2

8250 800 13000

ACP
1

AC
2

AC
3

AC
1

3φ200V
1.60kW

1φ200V
1.29kW

3φ200V
0.91kW

3φ200V
2.15kW

収受室

FH
1

1φ200V
155W

名称 容量 配線サイズ

CV 3.5sq-3C E2.0mm

記号

A 空調機(ACP-1)

配管

PV24　露出1.60KW

HEU
1

1φ100V
60W

C

E

B

C

空調機(AC-2)

空調機(AC-3)

0.85KW

2.03KW

CV 3.5sq-3C E2.0mm

CV 3.5sq-3C E2.0mm

B

C 1

2

A

C
B

A

3

床ﾋｰﾀｰSW

名　称 備　考

凡例

記号

参考姿図　参照

電池内蔵型非常用照明

換気扇・パイプファン

タンブラスイッチ

コンセント

1P15A×1

2P15A×1

LED照明

3W15A×1タンブラスイッチ

アウトレットボックス

タンブラスイッチ 1P15A×1確認表示灯付

3

L

コンセント

電灯動力盤

防水コンセント2EETWP

R

温度スイッチ

空調リモコンスイッチ

AMP

M

端子盤

アンプ

ダイナミックマイクロホン

2F3

F4

C 全熱交換機スイッチ

T

コンセント 2P15A×2 接地端子付2ET

コンセントET 2P15A×1 接地端子付

2P15A×22

コンセントE 2P15A×1 接地極付

参考姿図　参照LED照明

R

R

R

PV24　露出

PV24　露出

87654321

87654321

2 空調機(AC-1) 0.74KW VVF2.0-3C コンセント

天井隠ぺい

床下隠ぺい

露出

電灯・コンセント設備(床隠ぺいの例） 

(立上りPF22)VVF2.0-3C

(PF16)IV2.0×2

(立上りPF16)VVF1.6-2C

(立上りPF16)VVF1.6-3C

(立上りPF22)VVF1.6-2C×2

(立上りPF22)VVF2.0-2C×2

(PF22)空配管

F3

F4

2F3

2F4

C

(立上りPF16)VVF2.0-2C
2F2

CVV1.25-2C

AE1.2-2C×２

（注記）

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

LM-M1(F)

LM-M2(F)

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号動力設備　１階、屋根平面図

高速５号線

（取付本工事付帯電気工事）
本工事付帯機械設備支給品

本工事付帯機械設備工事

2P15A×2 接地極接地端子付

（取付本工事付帯電気工事）

本工事付帯機械設備支給品

本工事付帯機械設備工事

F2

ETC監視室

2
F
3

2F3



高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

1:50

E-06

2
9
50

8250 800 13000

電灯・コンセント設備

電灯設備　平面図

１階平面図

FE
1

FE
2

FE
3

機械室（２）

２

１

機械室（１）

１

トイレ（1）

１

洗面・休憩室

１

ETC監視室

２
１

収受室

１

1

4

3

2

2

上屋庇照明SW

F3F2

F3

F3

F3

F3

2F3

2F3

2F3

F3

F
3

2F3

2
F
3

F3F2

F
2

F3
F2

Ｇ １

F3

F3

F2

F2

F3

F2
F2

１Ｇ

L

名　称 備　考

凡例

記号

参考姿図　参照

電池内蔵型非常用照明

換気扇・パイプファン

タンブラスイッチ

コンセント

1P15A×1

2P15A×1

LED照明

3W15A×1タンブラスイッチ

アウトレットボックス

タンブラスイッチ 1P15A×1確認表示灯付

3

L

コンセント

電灯動力盤

防水コンセント 2P15A×2 接地極接地端子付2EETWP

R

温度スイッチ

空調リモコンスイッチ

AMP

M

端子盤

アンプ

ダイナミックマイクロホン

C 全熱交換機スイッチ

T

コンセント 2P15A×2 接地端子付2ET

コンセントET 2P15A×1 接地端子付

2P15A×22

コンセントE 2P15A×1 接地極付

参考姿図　参照LED照明

トイレ（2）

１

トイレ前室

１

１

87654321

87654321

上屋ダクト立上り

天井隠ぺい

床下隠ぺい

露出

電灯・コンセント設備(床隠ぺいの例） 

(立上りPF22)VVF2.0-3C

(PF16)IV2.0×2

(立上りPF16)VVF1.6-2C

(立上りPF16)VVF1.6-3C

(立上りPF22)VVF1.6-2C×2

(立上りPF22)VVF2.0-2C×2

(PF22)空配管

F3

F4

2F3

2F4

C

(立上りPF16)VVF2.0-2C
2F2

CVV1.25-2C

AE1.2-2C×２

（注記）

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

Ｔ

LM-M1(F)

LM-M2(F)

Ｇ
Ａ1 Ａ1 Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｂ1 
Ｅ1 Ｇ

Ｂ１ Ｂ2

F2

図E-07参照

令和６年度
広島高速5号線

料金所等新築その他工事

機械室1

メインブース

F3

LF3

F2

L

F
3

F2

F3
L

床下ピット内ｺﾛｶﾞｼ配線

本工事付帯機械設備工事

本工事付帯機械設備工事

本工事付帯機械設備支給品
（取付本工事付帯電気工事）

本工事付帯機械設備支給品
（取付本工事付帯電気工事）

400 200

１．本体は２分割、蓋は４分割とする

２．内部にケーブル支持バーを取り付けること

配線ダクト　S:NON
SUS304-WP

4,
9
00

機械室2

ETC監視室 収受室

図E-07参照

番
 号



C

3

IV2.0×2 E2.0(G16)

Ｘ2Ｘ1

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ3

9,000

9,
36

0
1
1,

3
90

20
,
75

0

52
5

5
2
5

2,000 2,000

高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

1:100

E-07電灯・弱電設備

屋根平面図

N

電灯設備　平面図

名　称 備　考

凡例

記号

参考姿図　参照

タンブラスイッチ 1P15A×1　防水型

LED照明

安全通路

15

上屋　庇

24 WP

丸型露出ボックス

プルボックス

(G16)×2

C

CCTV用×1
 LAN用×1

250×250×100

ホーンスピーカー 15W

天井隠ぺい

床下隠ぺい

露出

電灯・コンセント設備(床隠ぺいの例） 

(立上りPF22)VVF2.0-3C

(PF16)IV2.0×2

(立上りPF16)VVF1.6-2C

(立上りPF16)VVF1.6-3C

(立上りPF22)VVF1.6-2C×2

(立上りPF22)VVF2.0-2C×2

(PF22)空配管

F3

F4

2F3

2F4

C

(立上りPF16)VVF2.0-2C
2F2

CVV1.25-2C

AE1.2-2C×２

（注記）

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

Ａ4

Ａ3

電灯設備　屋根平面図

Ｘ2Ｘ1

Ｘ2Ｘ1

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ3

9,000

9,
36

0
1
1,

3
90

20
,
75

0

52
5

5
2
5

2,000 2,000

弱電設備　屋根平面図

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ3

9,
3
60

1
1
,3

9
0

2
0,

7
50

2

20,000 15,000 3,000

9,150

9,000

1

5
8.

9

（ON）L-2

（発券レーン）→

（ON）L-1

（ETCレーン）→

（機械室）

（OFF）L-3

ICレーン

（OFF）L-4

（ETCレーン）

←

←

（機械室）

AE1.2-2C (G16)

AE1.2-2C (G16)

WP

LM-M1(F) T-M1(F)

IV2.0×2 E2.0(G16)
2 3

2F3
2F3

ピットへ接続

AE1.2-2C×2

ﾀﾞｸﾄ内立上げ

AE1.2-2C×2

スイッチへﾀﾞｸﾄ内立下げ

2F3

E-06・08 ﾒｲﾝﾌﾞｰｽ平面図参照

2 2F3

床下内ｺﾛｶﾞｼ配線 ピット内ｺﾛｶﾞｼ配線

令和６年度
広島高速5号線

料金所等新築その他工事

IV1.6×2　E1.6（G16）

番
 
号



高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

1:50

E-08

2
9
5
0

メインブース

機械室1機械室2

８250 800

ETC監視室

13000

コンセント設備　平面図

コンセント・通信設備

2
9
5
0

機械室2

7250 800 13000

通信設備　平面図

１階平面図

収受室

2
2

ET

ET

2ET E

2

2
2
2 2

2

2
2

遮断機スイッチL1

非常押釦

ｲﾝﾀｰﾎﾝ×1
モニター×4

1.2

×5

AMP

1.2

5

9

8

4

2

10

7

5

2EETWP

6

7

電　　源 AC100V　60Hz

定格出力 30W

周波数特性 50Hz～20kHz

スピーカスイッチ 5局＋一斉

入力回路 マイク入力　2以上

出力回路 平衡：300Ω(100系)

放送用アンプ仕様 (2台)

入力インピーダンス 670Ω(15W)

定格入力 15W

出力音圧レベル 99dB(1m/1W)

周波数特性 150Hz～15kHz

ホーンスピーカ仕様 (2台)

2F3

2F2

2

名　称 備　考

凡例

記号

参考姿図　参照

電池内蔵型非常用照明

換気扇・パイプファン

タンブラスイッチ

コンセント

1P15A×1

2P15A×1

LED照明

3W15A×1タンブラスイッチ

アウトレットボックス

タンブラスイッチ 1P15A×1確認表示灯付

3

L

コンセント

電灯動力盤

防水コンセント 2P15A×2 接地極接地端子付2EETWP

R

温度スイッチ

空調リモコンスイッチ

AMP

端子盤

アンプ

C 全熱交換機スイッチ

T

コンセント 2P15A×2 接地端子付2ET

コンセントET 2P15A×1 接地端子付

2P15A×22

コンセントE 2P15A×1 接地極付

参考姿図　参照LED照明

6 2F2

2F2

2F2

2F2

2F2

2F3

2F3

2F3

2F3

2F
3

2F2

2F2

2F2

2
F
2

待機所用スイッチL1

遮断機スイッチL3
待機所用スイッチL3

遮断機スイッチL2
待機所用スイッチL2

87654321

87654321

上屋ダクト立上り

天井隠ぺい

床下隠ぺい

露出

電灯・コンセント設備(床隠ぺいの例） 

(立上りPF22)VVF2.0-3C

(PF16)IV2.0×2

(立上りPF16)VVF1.6-2C

(立上りPF16)VVF1.6-3C

(立上りPF22)VVF1.6-2C×2

(立上りPF22)VVF2.0-2C×2

(PF22)空配管

F3

F4

2F3

2F4

C

(立上りPF16)VVF2.0-2C
2F2

CVV1.25-2C

AE1.2-2C×２

（注記）

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

警報信号連絡線

LM-M2(F)

T-M1(F)

LM-M1(F)

令和６年度
広島高速5号線

料金所等新築その他工事

メインブース
車両監視制御盤ON用

自動発券機ブザー部

指令電話用×1

業務電話用×1

×2

ETC監視室

指令電話用×1
業務電話用×1

車両監視制御盤OFF用

遮断機スイッチL4
待機所用スイッチL4

1.25

機械室1

本工事付帯機械設備工事

本工事付帯機械設備支給品

（取付本工事付帯電気工事）

本工事付帯機械設備工事

本工事付帯機械設備支給品

（取付本工事付帯電気工事）

番
 号



高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

1:30

E-09

(メインブース)展開図

3
,
0
0
0

2
0
6

2,
2
0
0

5
9
4

12,000

2,1482,0702,7502,252

8 12567

収受室 休養準備室

A通り内観図

ETC監視室

上部オープン

4 3

便所

12,000

2,2532,7502,1001,1008008502,148

3
,
0
0
0

2
0
6

2
,
2
0
0

5
9
4

B通り内観図

1 8762

収受室

機械室

5

845 570 1,365

43

ｴｱｺﾝ用

AMP用×2
業務電話用

ｺﾝｾﾝﾄ用
ｺﾝｾﾝﾄ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

6
0
0

30
0

空調機

C

C

業務電話・指令電話用

空調ﾘﾓｺﾝ用

C

C

車線監視制御盤ON

車線監視制御盤OFF

AC

1

AC

2

AC

2

AC

1

ACP

1

C

CC

指令電話用

遮断機ｽｲｯﾁ

30
0

1
0
5
0

1
0
0
0 1
5
0
0

1
3
0
0

1
3
0
0

ｺﾝｾﾝﾄ用

C

30
0

ACP

1

自動発券機ブザー部

30
0

待機所用ｽｲｯﾁ
L1用

L1用

待機所用ｽｲｯﾁ
L2用待機所用ｽｲｯﾁ

L3用待機所用ｽｲｯﾁ
L4用

L2用

遮断機ｽｲｯﾁ
L3用

遮断機ｽｲｯﾁ
L4用

遮断機ｽｲｯﾁ

9
0
0

天井隠ぺい

床下隠ぺい

露出

電灯・コンセント設備(床隠ぺいの例） 

(立上りPF22)VVF2.0-3C

(PF16)IV2.0×2

(立上りPF16)VVF1.6-2C

(立上りPF16)VVF1.6-3C

(立上りPF22)VVF1.6-2C×2

(立上りPF22)VVF2.0-2C×2

(PF22)空配管

F3

F4

2F3

2F4

C

(立上りPF16)VVF2.0-2C
2F2

CVV1.25-2C

AE1.2-2C×２

（注記）

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

電気設備 

令和６年度
広島高速5号線

料金所等新築その他工事

LM-M1(F)へLM-M1(F)へ LM-M2(F)へ

LM-M1(F)へ

LM-M2(F)へ
LM-M1(F)へ

LM-M2(F)へ

ｺﾝｾﾝﾄ用

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ用

床ﾋｰﾀｰ操作盤
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

LM-M2(F)へ

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ用

便座ｺﾝｾﾝﾄ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

機械室

弱電
端子盤

分電盤

LM-M1(F)
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ用

LM-M1(F)へ

エアコン室外機エアコン室外機

空調機

エアコン室外機
エアコン室外機

便座ｺﾝｾﾝﾄ用

便所

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

（別途工事）
（別途工事）

（別途工事）

ONOFF

(
P
F
2
2
)
×
4

ｲﾝﾀｰﾎﾝ用
ｺﾝｾﾝﾄ用×2 L4 L3 L2 L1

ﾓﾆﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ×4

(P
F
22
)×

2

(
P
F
2
2
)
×

2

非常押釦用

番
 
号



ACP
２

FH
1

AF
1

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

動力設備　１階平面図

動力設備　屋根伏図

3φ200V
1.60kW

Ｘ2Ｘ1

1
75

0

9,000

17
5
0

Ｘ2Ｘ1

9,000

電灯設備　１階平面図

17
5
0

Ｘ2Ｘ1

9,000

コンセント設備　１階平面図

1
75

0

Ｘ2Ｘ1

9,000

1φ200V
155W

17
5
0

Ｘ2Ｘ1

9,000

2 2

1

D

D

2

3

床ﾋｰﾀｰSW

2
F
3

2F3

２

１

F2

名　称 備　考

凡例

記号

参考姿図　参照

電池内蔵型非常用照明

換気扇・パイプファン

タンブラスイッチ

コンセント

1P15A×1

2P15A×1

LED照明

3W15A×1タンブラスイッチ

アウトレットボックス

タンブラスイッチ 1P15A×1確認表示灯付

3

L

コンセント

電灯動力盤

防水コンセント 2P15A×2 接地極接地端子付2EETWP

R

温度スイッチ

空調リモコンスイッチ

AMP

M

端子盤

アンプ

ダイナミックマイクロホン

C 全熱交換機スイッチ

T

コンセント 2P15A×2 接地端子付2ET

コンセントET 2P15A×1 接地端子付

2P15A×22

コンセントE 2P15A×1 接地極付

参考姿図　参照LED照明

サブブース

1 3

1 3

1 31 3

天井隠ぺい

床下隠ぺい

露出

電灯・コンセント設備(床隠ぺいの例） 

(立上りPF22)VVF2.0-3C

(PF16)IV2.0×2

(立上りPF16)VVF1.6-2C

(立上りPF16)VVF1.6-3C

(立上りPF22)VVF1.6-2C×2

(立上りPF22)VVF2.0-2C×2

(PF22)空配管

F3

F4

2F3

2F4

C

(立上りPF16)VVF2.0-2C
2F2

CVV1.25-2C

AE1.2-2C×２

（注記）

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

通信設備　１階平面図

ACP2

名称 容量 配線サイズ

CV 3.5sq-3C E2.0mm

記号

D 空調機(ACP-1)

配管

PV24　露出1.60KW

Ｇ

サブブース
Ｂ2 

LM-S1(F) LM-S1(F)

LM-S1(F)

T-S1(F)

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

動力・電灯・コンセント設備

１階、屋根　平面図

E-10
番
 号

高速５号線

1:50

本工事付帯機械設備工事

（取付本工事付帯電気工事）

本工事付帯機械設備工事

（取付本工事付帯電気工事）

本工事付帯機械設備支給品

本工事付帯機械設備支給品

サブブース

2F3

2F3 2EETWP

サブブース

F2

F3

2
F
3

F2

業務電話（別途工事）
指令電話（別途工事）

非常押釦（別途工事）

ブース内表示器（別途工事）

遮断器スイッチ（別途工事）

サブブース

サブブースサブブース



高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

1:30

E-11サブブース
展開図

1 通芯側内観図

A 通芯側内観図

66
9

18
6

2
10
0

29
55

BA

PL-6

1220

1215

R1
00

矩計詳細図  1/15

3 通芯側内観図

29
55

18
0

(1
5
5)

18
0

2.5

65150

18
6

29
55

18
6

29
55

21
0
0

66
9

21
0
0

66
9

50

10
0

22
59

6
21
0
0

15
3

50
46
6 41
6

1220

1220

3900

ETC端子盤

B 通芯側内観図

１ ３

弱電端子盤

巾木：ﾋﾞﾆｰﾙＦ面

2
10
0

66
9

18
6

2001400

150150

3900

100 750 200

3 1

B A

ｺﾝｾﾝﾄ用

50
0

10
0
013

00 13
00

ｴｱｺﾝ用

70
0

C

C
C

C

床ﾋｰﾀｰ操作盤

200

タンプラスイッチ

天井隠ぺい

床下隠ぺい

露出

電灯・コンセント設備(床隠ぺいの例） 

(立上りPF22)VVF2.0-3C

(PF16)IV2.0×2

(立上りPF16)VVF1.6-2C

(立上りPF16)VVF1.6-3C

(立上りPF22)VVF1.6-2C×2

(立上りPF22)VVF2.0-2C×2

(PF22)空配管

F3

F4

2F3

2F4

C

(立上りPF16)VVF2.0-2C
2F2

CVV1.25-2C

AE1.2-2C×２

（注記）

１．図中特記なき配管配線は下記とする。

令和６年度
広島高速5号線

料金所等新築その他工事

ﾌﾞｰｽ内表示器

非常押釦用

(P
F2
2)
×

2

(P
F2

2)
16
50

13
0
0

床ﾋｰﾀｰ

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ用

T-S1(F)

LM-S1(F)
分電盤

(P
F
28
)

(P
F2
2)
×

2

2
95

5

900

遮断機ｽｲｯﾁ（別途工事）

信号灯切替器
（切替ｽｲｯﾁ部）

指令電話機（別途工事）

業務電話機 （別途工事）

料金処理機 （別途工事）

ｺﾝｾﾝﾄ用

ｺﾝｾﾝﾄ用

指令電話用

業務電話用

番
 
号



100AF/50AT

高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

E-12

NON

二葉の里電気室

分電盤結線図

600 200

分電盤姿図

分電盤・端子盤仕様

函板

扉板

把手

塗装

鋼板１．６ｔ以上

平面フラットハンドルＮｏ．２００

メラミン焼付

鋼板１．６ｔ以上

（注記）図中、寸法は参考とする。

注　記

１.　分岐用配線遮断器は2P（協約計1Pサイズ）とする。

負荷名称

E

回路

番号

負荷容量

ＫW
配線用遮断器

MCCB3P
50AF/40AT

CV 5.5sq-3C

3φ3W 210V

通信機械室 ELCB　3P
50AF/30ATAC-1

負荷容量ＶＡ

電灯ｺﾝｾﾝﾄ

回路

番号

負荷容量ＶＡ回路

番号 電灯 ｺﾝｾﾝﾄ
負荷名称 負荷名称

ＭＣＣＢ定格

電流（Ａ）

ＭＣＣＢ定格

電流（Ａ）

６

８

１０

１２

１４
50AF/20AT

２００

７０６ ２２５０

２９５６

７

９

１１

１３

予備
2P　

50AF/20AT

50AF/20AT

２０５０ ９７５

３０２５

２００

５００

CV 8sq-3C

MCCB3P

計 計

２.　分岐回路分の接地端子又は銅バーを設ける。

３.　図中記入なきものは下記による。

２０

２

　　 　単相１００Ｖ回路（２Ｐ１Ｅ）

　　 　単相２００Ｖ回路（２Ｐ２Ｅ）

AC

3 4

5

コンセント

４００

４００

50AF/20AT

2P　
７５０

50AF/20AT

50AF/20AT

2P　

３８８
電灯

１階電気室

50AF/20AT

2P　

50AF/20AT

2P　

ELCB　2P　

50AF/20AT

50AF/20AT

50AF/20AT

2P　

50AF/20AT

2P　

コンセント 50AF/20AT
２００

2P　
予備 ５００

４３１

コンセント

１階発電機室

F
通信機械室 ELCB　3P

50AF/30ATAC-1

１ ２
電灯

１階発電機室・ﾎﾟﾝﾌﾟ室

電灯

２階電気室
５３０

50AF/20AT

2P　

電灯

２階通信機械室
２７５

５７
電灯

出入口

換気扇

１階電気室

50AF/20AT

2P　

50AF/20AT

2P　

換気扇

１階電気室
７５０

１階電気室
２００

コンセント

１階電気室2P　
２００

コンセント

１階ポンプ室

2P　２階電気室

コンセント

２階電気室2P　 2P　２階通信機械室

コンセント

P2

1φ3W 210/105V

AC/GC

GL2

NP

NP

15
0
0

裏ボックス400×400×80

LM-E1(F)

令和６年度

広島高速5号線
料金所等新築その他工事

主幹器具

２１０／１０５Ｖ

分電盤名称

キャビネット形式

電圧

相線
電気方式

負荷容量　ＶＡ

定格遮断電流

定格電流 １００Ａ

Ｔ

１φ３Ｗ

種別

５９８１

２．５ｋＡ

非常用回路

３φ３Ｗ

６．５ｋＷ

－

常用回路

２１０Ｖ

屋内壁掛型（鋼板製）指定色塗装

LM-E1(F)

2.03

2.03

番
 
号



106 5 5 4 3 2

121314 7 8

1

16 15

11

1799

800 700 800 700 700 800 800 800 900

1600

140010001600 1400 1800 2110

10001000

1600

6200 1400

300

10
00

20
0
0

20
00

80
0

6
00

30
0

3
00

5
00

40
0

60
0

55
0

4
50

20
0
0

55
0

300 300

40
0

50
0

300 300 300 300 300 300 300

300

800 500 800 800 1000

300 300 300

3
00

67
50

2510

210

10900

帯電防止ビニル床シート　ｔ＝2.0

FL±0

18

10
,
0
00

7,000 6,750 6,750 5,000

25,500

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y3

Y1

Y3

Y2

6
,0

0
0

4
,0

00

13,500

10
,
00

0

7,000

1,500 3,300 1,950

6,750 5,000

25,500

6,750

Y1

Y3

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y3

Y2

6
,0

0
0

4
,
00

0

高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 1:100

E-13

二葉の里電気室
幹線・動力設備
１、２階平面図

幹線・動力設備　１階平面図

幹線・動力設備　２階平面図

AC
1

3φ200V
3.25KW

AC
1

3φ200V
3.25KW

F

E

P2

ポンプ室

UpG

H

D

E

E A

C

B

17

F

b

c

a

Up

N

H2-9

C

C

×2(G28)

(G36)

名　称 備　考

凡例

記号

アウトレットボックス

参考姿図　参照

電池内蔵型非常用照明

換気扇

タンブラスイッチ

コンセント

1P15A×1

2P15A×1

LED照明

3W15A×1タンブラスイッチ

タンブラスイッチ 1P15A×1確認表示灯付

3

L

コンセント

電灯動力盤

R

温度スイッチ

空調リモコンスイッチ

T

2P15A×22

参考姿図　参照LED照明

フアン用

制御用

名称 電圧 配線サイズ

CV 5.5sq-3C E3.5sq

記号

GL2
LM-E1

立上り

E251φ3W

CV 3.5sq-3C E2.0mmE 空調機(AC-1) PF223.25KW

CV 5.5sq-3CP2 E25

名称 容量 配線サイズ記号 配管

3φ3W

ピット

ｺﾛｶﾞｼ

ｺﾛｶﾞｼ

CV 3.5sq-3C E2.0mmF 空調機(AC-1) PF223.25KW

FL+2500

FL+700

C C

C

C

GL2

3736303034

（     将来)

3532

33 45 46

2322212019

29

31

38

39

44

43

42

41

40

48

49

47

26 27 2824 25

(     将来)

60
0

2
20

52
0

60
0

70
0

35
0

60
0

60
0

60
0

60
0

40
0

60
0

70
0

11
4
5

600 600 600 600 2600

600 1000 1000

800

1000

1535 600

1280 600 1270

600 600 1000600 600 600 600 600 600600

1270

700

7
00

1
58
5

5
00

1000 1000

5600

4200

6000

6
00

8
00

60
0

1170

6
00

3000

1000

通信機械室

（フリーアクセス）

電気室

292929

（フリーアクセス）

T

T

LM-E1(F)

広島高速5号線

令和６年度

料金所等新築その他工事

本工事付帯機械設備工事

本工事付帯機械設備支給品
（取付本工事付帯電気工事）

本工事付帯機械設備工事

G82×2

G54×2

G82×2

発電機室

電気室

E-01 配置図参照

ａ

15
10

ケーブルは変圧器盤⑫⑭迄

G54×2
G82×2

番
 
号



１．図中特記なき配管配線は下記とする。

C

D

600

41

5

2

6

11 8

9

10

13

12

14

1

7

2

2

2

22

22

2

2

2

WP

3

2

2
2

2
22

WP WP

2

L

GPS用 H=FL+3000

(PF28)

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ内突出し

4

3

3

3

2

3736303034 3532

33 45 46

2322212019

29

31

38

39

44

43

42

40

48

49

47

26 27 2824 25

(     将来)

60
0

2
20

5
20

60
0

7
00

35
0

60
0

60
0

60
0

6
00

40
0

6
00

70
0

11
45

600 600 600 600 2600

1000 1000 1000

1535 600

1280 600 1270

600 600 1000600 600 600 600 600 600600

1270

700

7
00

1
58
5

5
00

1000 1000

4200

6000

60
0

8
00

60
0

1170

60
0

3000

1000

292929

1,500 3,300 1,950

6,750 5,0006,750

FS
3

1φ100V
115W

40W
1φ100V

電気室

Up

（フリーアクセス） MD MD

7,000 6,750 6,750 5,000

25,500

X2 X3 X4 X5

Y1

Y3

Y2

6
,
00

0
4,

0
0
0

13,500

7,000

25,500

X2 X3 X4 X5

Y1

Y3

Y2

6,
00

0
4
,0

0
0

7,000 6,750 6,750 5,000

25,500

X1 X2 X3 X4

Y1

Y3

13,500

10
,
0
00

7,000

1,500 3,300 1,950

6,750 5,000

25,500

6,750

Y1

Y3

X1 X2 X3 X4

電灯設備　１階平面図

電灯設備　２階平面図

コンセント・通信設備　１階平面図

コンセント・通信設備　２階平面図

FE
5

FS
1

FS
1

FE
1

FE
1

FE
2

1φ100V
113W

1φ100V
390W

1φ100V
390W

1φ100V
360W

1φ100V
360W

1φ100V
40W

FS-1と連動運転FS-1と連動運転

FS-2と連動運転

FE
4

ポンプ室

Up

15

A

C

17

b

c

a

ポンプ室

UpG

H

D

E

E A

C

B

17

F

1

b

c

a

電気室

Up

N

3736303034

（     将来)

3532

33 45 46

2322212019

29

31

38

39

44

43

42

41

40

48

49

47

26 27 2824 25

(     将来)

60
0

2
20

5
20

60
0

7
00

35
0

60
0

60
0

60
0

6
00

40
0

6
00

70
0

11
45

600 600 600 600 2600

600 1000 1000

800

1000

1535 600

1280 600 1270

600 600 1000600 600 600 600 600 600600

1270

700

7
00

1
58
5

5
00

1000 1000

5600

4200

6000

60
0

8
00

60
0

1170

60
0

3000

1000

（フリーアクセス）

292929

106 5 5 4 3 2

121314 7 8

16 15

G82(1)

G54(2)

11

1799

800 700 800 700 700 800 800 800 900

1600

140010001600 1400 1800 2110

10001000

1600

6200 1400

300

10
00

20
0
0

2
00
0

8
00

6
00

30
0

5
00

4
00

60
0

55
0

4
50

2
00
0

55
0

300 300

40
0

50
0

300 300 300 300 300 300 300

300

800 500 800 800 1000

300 300 300

30
0

67
50

1
51
0

2510

210

10900

帯電防止ビニル床シート　ｔ＝2.0

106 5 5 4 3 2

121314 7 8

1

16

11

1799

800 700 800 700 700 800 800 800 900

1600

140010001600 1400 1800 2110

10001000

1600

6200 1400

300

10
00

20
0
0

2
00
0

8
00

6
00

3
00

30
0

5
00

4
00

60
0
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0

4
50

2
00
0
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0

300 300
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0
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0

300 300 300 300 300 300 300

300

800 500 800 800 1000

300 300 300

30
0

67
50

1
51
0

2510

210

10900

帯電防止ビニル床シート　ｔ＝2.0

10
,
00

0

電気室

ポンプ室

４

９

MD MD

MD MD

MD MD

LM-E1(F)LM-E1(F)

Ｈ １

Ｈ

Ａ２

Ｃ２

５

10
,
00

0

X1

Y1

Y3

10
,
0
00

Y1

Y3

X1

高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 1:100

E-14

二葉の里電気室
電灯・コンセント設備

１、２階平面図

X5

Y1

Y3

Y2

6
,
00

0
4,

0
0
0

X5

Y1

Y3

Y2

6,
00

0
4
,0

0
0

G

H

B

F

名　称 備　考

凡例

記号

アウトレットボックス

名　称 備　考記号

参考姿図　参照

電池内蔵型非常用照明

換気扇

タンブラスイッチ

コンセント

1P15A×1

2P15A×1

LED照明

3W15A×1タンブラスイッチ

タンブラスイッチ 1P15A×1確認表示灯付

3

L

コンセント

電灯動力盤

R

温度スイッチ

空調リモコンスイッチ

T

2P15A×22

参考姿図　参照LED照明

FS
2

1φ100V
80W

天井隠ぺい

床下隠ぺい

露出

VVF2.0-3C

IV2.0×2

VVF1.6-2C

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C×2

VVF2.0-2C×2

空配管

F3

F4

2F3

2F4

C

VVF2.0-2C
2F2

（注記）

金属製配線ダクト

FE
3

1φ100V
65W

Ｈ １

通信機械室

４

出入口

３

MD

階段室

２

電気室

７

発電機室

６

階段室

１

Ｅ２

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ａ２

Ｃ２

２

４

Ｆ

Ｅ２

Ａ２

２

3

（     将来) 800

Ｔ

Ｔ

ＴＴ

3
00

E

E

番
 号

高速5号線料金所等新築その他工事

(スラブ・立上りPF16)

(スラブ・立上りPF16)

(スラブ・立上りPF22)

(スラブ・立上りPF16)

(スラブ・立上りPF22)

(スラブ・立上りPF22)

(スラブ・PF16)

(PF22)

(スラブ・立上りPF16)

電話用受口 モジュラージャック

MD MD

MD MD

AE1.2-2C×1
AE

AEMDF(45･46)へ

通信機械室
電気室

AE

AE AE

AE

AE

AE

AE

AE AE AE

MDF(45･46)へ

MDF(45･46)へ

MDF(45･46)へ

発電機室

電気室

2

VVF1.6-3C(内ｱｰｽX1） 二種金属線ぴ40×30

15

発電機室
電気室

通信機械室 電気室

（フリーアクセス）

1Fピット及び2Fフリーアクセス内はころがしとする。

令和６年度

1

本工事付帯機械設備工事

本工事付帯機械設備支給品

本工事付帯機械設備工事

（取付本工事付帯電気工事）



高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 1:50

E-15

二葉の里ポンプ室
消火ポンプ配管設備

１階平面図

60
00

5000 1300

13
00

60
00

12
50

ポンプ室

電気室

外気温検出器
GL+2500

消火ポンプ制御盤

自動給水装置

消火ポンプ

ヒーター接続箱
P.B150*150*100

P.B150*150*100
GL+300

GL+700

P.B150*150*100
GL+300

ヒーター接続箱
P.B150*150*100
GL+1500

ヒーター接続箱
P.B150*150*100
GL+300

電極保持器収納箱
P.B200*200*150

電極保持器収納箱
P.B200*200*150

50003700

ヒーター接続箱
P.B150*150*100

ヒーター接続箱
P.B150*150*100

ヒーター接続箱
P.B150*150*100

B

A

A

B

B-B断面

▽GL

ポンプ室

A-A断面

外気温検出器
GL+2500

消火ポンプ制御盤

自動給水装置

消火ポンプ

ヒーター接続箱
P.B150*150*100

ヒーター接続箱
P.B150*150*100

▽GL

ヒーター接続箱
P.B150*150*100
GL+700

ヒーター接続箱
P.B150*150*100
GL+1500

至 消火ポンプ制御盤

P.B150*150*100
GL+300

至 消火水槽

PF54(1)36(1)28(1)

PF54(1)

PF36(1)

PF42(1)

PF28(1)

PF22(1)

PF22(1)

PF22(1) PF22(1) PF22(1)

PF22(1)
PF22(1)

（注記）

1．消火ポンプ制御盤ピットから各P.B間の配管・BOXは本工事とする。

3．消火ポンプ制御盤から各機器間の配線は別途工事とする。

2．破線部分は別途工事とする。

4．消火ポンプ制御盤及び各機器は別途工事とする。

C C
C

C

C
C
C

CC

C

C

C
C

C

5．消火ポンプ制御盤ピット、消火ポンプ基礎、自動給水装置基礎は本工事とする。

PF22(1)

SUSWP

SUSWP

SUSWP

SUSWP

SUSWP

SUSWP

SUSWP

SUSWP

SUSWP

SUSWP

令和６年度
広島高速5号線

料金所等新築その他工事

番
 号



設備凡例　S=NON

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 NON

Ｍ－０１
設備凡例

番
 
号

令和 ６ 年度

高速５号線

広島高速５号線料金所等新築その他工事

広島駅北口料金所

凡例

RA

一般：

一般：

一般：

一般：スパイラルダクト、亜鉛鉄板

SUS製深型（指定色焼付塗装）　

一般：スパイラルダクト、亜鉛鉄板

一般：スパイラルダクト、亜鉛鉄板

冷媒用被覆銅管（室内外機渡り配線は本工事）

硬質塩化ビニル管（VP）

スパイラルダクト、亜鉛鉄板

　※屋外露出部は樹脂製化粧カバーにて保護（メーカー仕様）

　※屋内隠ぺい部は保温を行うこと、種別はＩ・（ロ）・XI　とする。

冷媒管

ドレン管

給気ダクト

還気ダクト

外気ダクト

排気ダクト

ベントキャップ

給水管

排水管

通気管

水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管（SGP-PB）

水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管（SGP-PD）

水道用ポリエチレン管　１種２層管

硬質塩化ビニル管　（VP）

硬質塩化ビニル管　（VU）

排水用塩ビライニング鋼管

硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

　埋設配管（１５０φ以上）

　屋内配管（桁内）、埋設配管（１００φ以下）

　屋外埋設（道路、歩道下）

　土間配管

　屋外露出はｅ2・（ハ）・Ⅶ、天井内・PS内はｃ・（ハ）・Ⅶ、床下・ピット内はｄ・（ハ）・Ⅶとする。

　屋内配管（屋外露出・桁内）　保温防露施工

JIS　K　6741

JWWA　K　132

JWWA　K　132

JIS　K　6762

JIS　K　6741

JIS　K　6741

WSP 042

JIS　K　6741

備　　　考配 管 材 料 及 び そ の 他 使 用 材 料配 管 材 料 及 び そ の 他 使 用 材 料名　称記　号

R

D

SA

OA

EA

JCDA　0009

　※隠ぺい部は保温チューブ巻きを行うこと。屋内露出部は保温チューブ＋配管化粧カバー巻きを行うこと。

　屋外立管（屋外露出）、MD継手

(注記)  １.本工事に使用する材料は下記仕様書による。

　 上記に該当しない場合は承諾を得るものとする。

 ３.本工事に使用する金属製弁類、継手類について特記なき場合は管端防食を行うこと。

 ２.本工事に使用するコンクリートアンカーについて特記なき場合は金属拡張おねじアンカーとする。

　 ・公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）国土交通省監修

　４.本工事に使用する電線類（電源線、操作線、接地線等）について特記なき場合はJCS規格による。

　５. 床下、ピット内配管は、レベルバンド支持とする。

　６. 給水設備は全て広島市水道局の指定品、指定工法とする。

サーモスタッドT



消火水槽

A1：１／２００給排水設備計画図

Ｎ

M

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 １：２００

Ｍ－０２
広島駅北口料金所

100,40（埋設）

散水栓箱抜き
（本工事）

散水栓施工要領　 S=1:40

3
8
0

2
3
0

7
5

7
5

75 320 75
470 ２

５
V
P

モルタル埋戻し（本工事）

1

100（橋架下）　

　40
（埋設）

40（橋架下）　

40（橋架下）　

20
（埋設）

GV20

GV40

（ボックス土留側共）

以降別途工事

既設人孔桝へ接続

2

3

4

20

A

空気抜き弁20A

橋梁下併用路部 配管要領図

機械室２

電気室(2階建)

(As)

15

20

25

電気室(2階建)

R=7.5

R=7
.5

NO.16

R=6.5

R=6.
5

R=
12

34,000

H=3.330
F1-2

市道東５区３２号線

R=
8R=
9

R=
12

R=
5.
5

R=16

115,20
0

40（埋設）

　40

　40
（埋設）

C17

S2

15.444 15.547

11.383

15.460

1
0
0

80
0

813

4
16

4

5
8
6
1

4384

2706

2755

Ａ部　断面図 S = 1 : 60

既設ケーブルラック

添架（側面）

給水管40 添架

40PP

GV40　A

3.0m

A

空気弁
耐震型継手

2
24

5
70

SUS［150×75×6t

75 114
189

床版スリーブ（既設）

２０PB

1
50

25
0

3
3
0

80AS

２５VP

50

130

水抜き排水（ブース排水ピットへ）

モルタル埋戻し（本工事）

GV40

GV40

（ボックス土留側共）

立下げ以降橋梁下

P1橋脚

P２橋脚

A2橋台

100,40（埋設）

GV

GV20+空気弁、耐震型継手
40（橋架下）　

40（橋架下）　

　40（埋設）

（本工事） （本工事）

A

GV

広島高速５号線料金所等新築その他工事

令和 ６ 年度

高速５号線

番
 号

量水器40A（貸与品）、ボックス（土留側共）

緩速ボール伸縮止水栓40

緩速ボール止水栓40（ボックス、土留側共）

水道本管（150φ）へ接続

以降給排水衛生設備詳細図参照

機械室１

ＥＴＣ監視室

サブブース

以降給排水衛生設備詳細図参照

GV20（ボックス土留側共）

GV20（ボックス土留側共）

　40（埋設）

耐震型継手

SUS　30×30×3t

SUS［150×75×6t

22
5

112.5

(上)

(下)

93
11

2.
5

66
56

.
3

56
.2

66

22
5

2
25

(注記)

１. Ａ2橋台部の配管支持間隔は、≦２ｍとする。

SUS　L30×30×3t

15
0

3
0

150

1. 　　　は埋設表示(鉄製)を示す。

2. 土工部埋設深さは土被り300ｍｍ以上とする 。

　　将来道路部分の埋設深さは土被り600ｍｍ以上とする 。

3.仕様は、広島市水道局水道工事設計標準図を参考とする。

(注記)

既設ケーブルラック

1
00

0

300

5
70

緩速ボール止水栓（ボックス、土留側共）

逆止弁40

器　具　表

器具名

仕切弁

散水栓

散水栓ﾎﾞｯｸｽ

仕切弁

B-3

数量

3

2

2

2

備　考

屋外埋設

13-HF1

GV-20　10k

GV-40　10k

ボックス共

ボックス共

広島市機械設備工事機材標準図記号

水抜き排水
（ブース排水ピットへ）

２０PB

GV40（ボックス土留側共）

耐震型継手

（橋架下）

プルボックス　800× 800× 800
SUS-WP　 ｾﾊﾟﾚｰﾀ付 800× 800

給排水設備　配置図



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 NON

Ｍ－０３
広島駅北口料金所

給水・排水管　系統図

M

敷地
境界 

量水器
40A
（
貸
与品

）

緩速
ボ
ール

止水
栓
40（

ボ
ック

ス土留側
共）

緩速
ボ
ール

伸
縮止

水栓
40A

逆止
弁
40A

緩速ボ
ール止

水栓（
ボッ

クス
土
留側

共
）

至
ブ
ー
ス
へ

サ
ブ
ブ
ー
ス
散
水
栓

既
設
併
用
路
（
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
部
）
に
取
付

GV

メ
イ
ン
ブ
ー
ス
散
水
栓

市水本管（150φ）

消
火
水
槽
→

別
途
工事

→

GV

止
水
栓

止水弁20A
、空気弁

A

A'

A

A'

既設ケーブルラック部に取付

埋
設
配
管

発
電
機
室

P2橋脚

100,40（埋設）

既
設人

孔桝
へ接

続

給水・排水管　系統図

耐震型継手40Ａ

ＧＶ40（ボックス土留側共）

ＧＶ40（ボックス土留側共）

（
ボッ

クス
土
留側

共）

100,40（埋設）

A

耐震型継手

A

番
 
号

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

橋脚に添架配管

耐震型継手

立下げ

消
火
水
槽

電
気
室
・
通
信
機
械
室

ポ
ン
プ
室

A2橋台

水
道
本管

（
150

φ
）へ

接続

埋設配管

12

3

4

ＧＶ40（ボックス土留側共）

耐震型継手止水弁20A、空気弁

ＧＶ40

ＧＶ40（ボックス土留側共）

A2橋台に取付け（添架配管）



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号

広島駅北口料金所

１：５０

給排水設備　縦断図

令和 ６ 年度

縮 尺

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線

ＣＬ

給排水設備縦断図　　Ｓ＝1：50

G5 掃除口

11
7
3

▽GL±０

9
00

100,40

既設人孔桝

地震対応型継手

M

緩速ﾎﾞｰﾙ伸縮止水栓40

緩速ﾎﾞｰﾙ止水栓40

100,40 40,100

40,100

10,000 5,500

2
0
00

2
00

0
20

0
0

7
0
0

1 2

1,
1
00

10,000
3

番号 名称 種類 仕様
GL±0からの 計画GLからの 地盤高

マンホール 備考
管底H（mm） 管底H（mm） （計画GL）

1 インバート桝 小口径桝 200 - 100 - ST +700 ±0

鋳鉄製防護蓋（T-14）2 インバート桝 小口径桝 200 - 100 - +900 ±0

排水桝リスト

注記1.排水管の勾配は原則1/50以上とする。

2.地盤高、会所深さは参考値とし、現場にて調整する。

+700

+900

鋳鉄製防護蓋（T-8）

ST

1
,
21

0

4

40,100

3 インバート桝 小口径桝 200 - 100 - ST +1,100 ±0 鋳鉄製防護蓋（T-8）

4 インバート桝 小口径桝 200 - 100 - L +1,200 ±0

+1,100

+1,200 鋳鉄製防護蓋（T-8）45

2,000

量水器40A（貸与品）

逆止弁40

緩速ﾎﾞｰﾙ伸縮止水栓40

（ボックス、土留側共）

（ボックス、土留側共）

（ボックス、土留側共）

緩速ﾎﾞｰﾙ伸縮止水栓40
（ボックス、土留側共）

将来　車道部　L=10,200

3.将来車道部の埋設配管は土被り600ｍｍを確保する。

100,40

FJ100,FJ40

MD継手100

10.000%

既設　排水管

P1橋脚

1
1
,
0
0
0

水道本管より分岐

下水本管へ放流

4.屋外露出部の配管保温の種別は ｅ2・（ハ）・Ⅶとする。

Ｍ－０４

2
0

3
0

3
0

2
05
0
1
3
2
.
3
5
0

30
50 

30

110

2
0

3
0

3
0

2
0

5
0

2
3
2
.
3

1
3
2
.
3

5
0

15φ孔6 6 6

200

4

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑのり付け

3
0

5
0

3
01
1
0

200

A

114
.3φ

,3,
6

(排水管　100φ)

2
0

3
0

3
0

2
05
0
1
3
2
.
3
5
0

30
50 

30

110

15φ孔

2
0

3
0

3
0

2
0

5
06
6
.
6
5
0

30
50 

30

110

2
0

3
0

3
0

2
0

5
0

1
6
6
.
6

6
6
.
6

5
0

15φ孔6 6 6

200

4

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑのり付け

3
0

5
0

3
01
1
0

200

B

48.
6φ

,3,
6

(給水管　40φ)

2
0

3
0

3
0

2
05
06
6
.
6 5
0

30
50 

30

110

15φ孔

2 -  Pl   110 x 6 x 308

2 -  Pl   110 x 6 x 250

4 -  B.N  M16 x 40(2-W付)

4 - 打込み式ｱﾝｶｰ M12 x 100

2 - ゴム 110 x 3 x 344

1組当り材料(製作数=5組)

(ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ)

2 -  Pl   110 x 6 x 176

2 -  Pl   110 x 6 x 250

4 -  B.N  M16 x 40(2-W付)

4 - 打込み式ｱﾝｶｰ M12 x

2 - ゴム 110 x 3 x 344

1組当り材料(製作数=5組)

(ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ)

100

給水管・排水管　取付金具　詳細図

小口径桝要領図

砂

２００ＶＵ

1
0
0

100

1
5
0

5
0

▽ＧＬ

100

220

ｺﾝｸﾘｰﾄ

発生土（良質）

▽ＧＬ

1
0
0 山砂地業

山砂埋戻し

10
0

（注記）　排水管は埋設標示シート不要　

埋設配管要領図

埋設標示シート ：給水管
幅１５０ mmダブル２倍折込
ポリエチレンクロス製

420×420ｺﾝｸﾘﾄｰﾄ巻き

砕石（隙間を砂で埋める）

塩ビ製蓋

敷設寸法150
埋設標示シート



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

１：５０

29
50

メインブース

機械室1

機械室2

8250 800

ETC監視室

13000

メインブース　詳細図

給排水設備　配管詳細図

40

 1.ベントキャップは深型ステンレス製とし焼付指定色仕上げとする。(注記)

45
0

2950

1130 1820

300

850

A - A　断面

3.000%

排水管

(VP100)

G4 G5

床版開口500×300

床版スリーブ50Φ（既設）

GV20 （ボックス、土留側共）

橋梁下配管40A

ゲート芯

A 

A 

2950

1130 1820

1150

B - B　断面

(40PB)

3.000%

45
0

G4 G5

B 

B 

404040

17
50

サブブース

床版スリーブ50Φ（既設）

GV20 （ボックス、土留側共）

4040

A

サブブース　詳細図

サブブース

メインブース機械室２

ＥＴＣ監視室

NO
.
41

NO.0+40

N
O
.41

N
O
.
2
+
6
0

Ｘ2Ｘ1 450 450

900

料金所　配置図

温品方向→

←広島駅方向

2,20053

2,2532,7502,070

600 600 1,280 300 6,967

2,148 8455701,365

620780800

6201,3579232301,2151,4651,215

12,000

1656786973,435

1,
75
0

1,
75

0

70
1,

20
0

48
0

447253 53

1
7
5
0

1556 600 2422

1
7
5
0

4578

4
8
0

1
,
2
0
0

7
0

2
5
3

1
1
7

6
0
0

7
8
0

200 393

以降ブース工事

散水栓排水
排水ピットへ放流

排水ピットへ放流

散水栓13A自動継手（ボックス、土留側共）

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

排水ピット

散水栓13A自動継手（ボックス、土留側共）

給水管
51
0

43
0 47
0

37
0

1705

2555

35

48
5

51
0

43
0 47

0 41
0 48
5

1705

2855

キャップ止
床版開口500×200

排水ピット

GV40止

100、40

100 200

Ｍ－０５

散水栓排水

番
　
号



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

NON

空調換気設備 機器表

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線

空調換気機器表

記号 名称 仕様

空冷式パッケージ
エアコン

型　　　式：空冷HP方式（ブース屋根上設置形ダクト式）

冷房能力：4.5kW（1.6～5.0kW）

暖房能力：5.0kW（2.0～6.3kW）ﾋｰﾀｰ以外

補助ﾋｰﾀｰ：2.0kW

圧　縮　機：1.1kW（インバータ式）

付　属　品：加圧・吸気ファン、補助ヒーター制御盤

　　　　　：防振ｺﾞﾑ、空調機架台、吸気管及び支持金物

壁掛エアコン

型　　　式：空冷HP式 壁掛形ﾙｰﾑｴｱｺﾝ

冷房能力：4.0kW

暖房能力：5.0kW

圧　縮　機：1.1kW（インバータ式）

付　属　品：ﾘﾓｺﾝ、ﾘﾓｺﾝｹｰﾌﾞﾙ

　　　　　：防振ｺﾞﾑ

空冷式パッケージ
エアコン

型　　　式：空冷HP式ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 壁掛型

冷房能力：3.6kW

圧　縮　機：0.59kW（インバータ式）

付　属　品：ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、ﾘﾓｺﾝｹｰﾌﾞﾙ

　　　　　：防振ｺﾞﾑ

空冷式パッケージ
エアコン

型　　　式：空冷HP式ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 壁掛型

冷房能力：7.1kW

圧　縮　機：1.29kW（インバータ式）

付　属　品：ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、ﾘﾓｺﾝｹｰﾌﾞﾙ

　　　　　：防振ｺﾞﾑ

全熱交換器

型　　　式：ダクト用全熱交換器（天井埋込形）

能　　　力：100φ×60m3/h×100Pa

付　属　品：リモコン

　　　　　：SUS製深型フード（防虫網10メッシュ付）

有圧扇

型　　　式：排気用 低騒音形

能　　　力：200φ×50m3/h×30Pa

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網10メッシュ付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

　　　　　：取付枠（不燃材）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ

有圧扇

型　　　式：排気用 低騒音形

能　　　力：200φ×110m3/h×30Pa

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網10メッシュ付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

　　　　　：取付枠（不燃材）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ

天井扇

型　　　式：低騒音形

能　　　力：100φ×70m3/h×50Pa

付　属　品：SUS製深型フード（防虫網10メッシュ付）

温度スイッチ 型　　　式：埋込形（温度調整範囲0°～40°）

FE
3

FE
2

FE
1

HEU
1

AC
3

AC
2

AC
1

ACP
1

床ヒーター

型　　　式：床置き式（荒床上）

　　　　　　直貼りフローリング用

ヒーター　：155W、寸法：750×900×12

付　属　品：制御盤、サーミスタ

FH
1

　　　　　：コントロールボックス（ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、ﾘﾓｺﾝｹｰﾌﾞﾙ）

冷房専用

冷房専用

台数 設置場所 備考

1 1階 収受室

加圧：OA 5.0ｍ3/min以上（300CMH）以上

吸気：循環 7.0m3/min（420CMH）

1 1階 ETC監視室

1 1階 機械室1

冷房専用機

停電後自動復帰装置付

1 1階 機械室2

冷房専用機

停電後自動復帰装置付

1 1階 ETC監視室

1 1階 機械室1

1 1階 機械室2

2 1階 便所

2
1階 機械室1

1階 機械室2

1 1階 収受室

横型エアカーテン組込

型式：金属製貫流扇

能力：240m3/h以上

風速：3～6m/sec

ヒーター　：800W

異常警報用端子付

異常警報用端子付

電源

3φ200V
冷房1.24kW
暖房1.60kW

1φ200V
冷房1.25kW
暖房1.29kW

3φ200V
冷房0.85kW

3φ200V
冷房2.03kW

1φ100V
60W

1φ100V
19.5W

1φ100V
19.5W

1φ100V
15.5W

-

1φ200V
155W

+
エアカーテン0.83kW

特記仕様

Ｍ－０６

1.機器は製造者の標準仕様とする。

2.予備フィルターは100%とする。

3.空調機室外機及び架台等は指定色仕上げとする。

5.保温仕様　スパイラルダクト：屋内隠蔽・機械室内はＮ・（ロ）・XI　とする。

4.性能・電気特性および運転音はJIS　B8616に基づく。

6.保温仕様　長方形ダクト・チャンバー：屋内隠蔽はＩ・（ロ）・XI　とする。

7.電気容量は参考値とする。



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 １：５０

2
9
5
0

メインブース

機械室1機械室2

8250 800 13000

ETC監視室

SA

RA

FE

3

ACP

1

AC

2

下部ガラリ

D
R

R

9. 5 15. 9

FE

1

R

6. 4 12. 7

排水ピットへ放流

FE

2

AC

3

メインブース　詳細図

AC

1

2
9
5
0

メインブース機械室2

8250 800 13000

R

6. 4 12. 7

ACP

1

AC

2

R

9. 5 15. 9

R

6. 4 12. 7

AC

メインブース　屋根伏図

AC

1

収受室

HEU

1

OA: 100 φEA: 100 φ

VC100
VC100

防虫網付

VC150

防虫網付

広島駅北口料金所

空調換気設備詳細図

（メインブース）

FH

1

制気口リスト

室名 系統

制気口

個 備考
種類

寸法 ボックス ボックス内貼

L W L W H 無 GW25t

1階 機械室1 外気 VHS 150 150 350 350 300 - ○ 1

1階 機械室2 外気 VHS 150 150 350 350 350 - ○ 1

OA: 100 φ

150φ

D

25

R

6. 4 12. 7

D

20

D

250x150 （保温t=25 ）

150x100 （保温t=25 ）

200x150 （保温t=25 ）

エアチャンバー

450×600×200

OA取入口

Ｌ－５０×６
800

水
勾

配
低

い
方

で
５

０

屋根勾配に合せアングル切欠

補強リブ：ＰＬ -６

室外機取付穴（防振ゴム　ｔ＝１０挟み込み）

溶融亜鉛メッキ仕上げ＋低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装

3

防虫網付

N

OA: 150 φ

( 注記)

２ .  露出冷媒管の外装材は樹脂製化粧カバーとする。

１ .  エアコン屋内外機の連絡配線は本工事とし共巻きとする。

1

1

11階 収受室

1階 収受室

1階 収受室

空調還気

空調給気

空調給気 VHS

VHS

GVS

200

100

150

200

300

250

- - -

- - -

- - -

-

-

-

-

-

-

エアカーテン

E
A

EA: 150 φ

FE

3

ACP-1 取付要領図（参考図）

エアカーテン エアカーテン

配管支持金物 [75×75×6×150L × 5個

SUS製＋ブース色に塗装

配管支持金物 [ 75 ×75×6×150L × 1個

SUS製＋ブース色に塗装

□P-100×50×4.5

L-40×40×5

プリント鋼板 ア 0.7

L-30×30×3

グラスウール t=25

45
0

50
94

取付金具

⇔

⇔

SA

RA

ACP

1

排水ピットへ放流 20
,

12. 7

AC

1

収受室

HEU

1

OA: 100 φ

VC100
FH

1

20, 20

200x150 （保温t=25 ）

エアチャンバー

450×600×200

エアカーテン

吹出口

250×150( 保温t=25)

( 保温t=25)150×100

吸込口

立下り空調ダクト 200 ×150( 保温t=25)

吹出口

D

DD

25
D

25

D

収受室

２
５

２
５

１

ＡＦ

Ｒ

ＶＤ

200×150

150×100 250×150

吹出口シャッター付
吹出口下部は床下まで

ＡＣ

１

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

室外機

900

260
40

7
5

補強リブ：ＰＬ -６

－７５×４０×５

120
0

室外機取付穴（防振ゴム　ｔ＝１０挟み込み）

空調機取付穴（防振ゴム　ｔ＝１０挟み込み）

（注記）　架台本体とブース屋根本体を溶接にて取付（ブース工事にて施工）

溶融亜鉛メッキ仕上げ＋低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装

ドレン桝へ

溶接100 φ 

100 φ 

（注記）　架台本体とブース屋根本体を溶接にて取付（ブース工事にて施工）

1
5
0

150 150

5
0

2. 32. 3

     低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装とする。

（注記）1.材質は溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 t=2.3mm

2.屋根面への取付けは、溶接とする。（ブース工事にて取付）

3.防水処理はバックアップ材取付け後、コーキングを行う。

150

7
5

7
5

1
0

40
     低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装とする。

（注記）1.材質は等辺山形鋼 75×75×6ｔ-Ｌ＝150mmとする。

2.屋根面への取付けは、溶接とする。（ブース工事にて取付）

6201,3579232301,2151,4651,215

12,000

1656786973,435

2,20053

2,2532,7502,070

600 600 1,280 300 6,967

2,148 8455701,365

100 620780800100200200

1,
75

0

1,
75

0

70
1,

20
0

48
0

1
7
5
0

4
8
0

1
,
2
0
0

7
0

1556 600 2422

447253 53

4578

1
7
5
0

2
5
3

1
1
7

6
0
0

7
8
0

機械室２

ＥＴＣ監視室

NO.0+40

NO.41

N
O
.
2
+
6
0

450 450

900

料金所　配置図

温品方向→

←広島駅方向

59
4

35
6

27
94

83
4

10
10

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

高速５号線

排水ピットへ放流
20,12.720,15.9 12.7,25

SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰSUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ

排水ピットへ放流

SUS製防虫網付
SUS製防虫網付

SUS製防虫網付

2,253

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

ドレンカバー

ﾓﾆﾀｰ ﾓﾆﾀｰ

放送

Ｘ2Ｘ1

メインブース

３ .  ベントキャップは深型ステンレス製とし焼付指定色仕上げとする。

４ .  外気取入れダクトは防露（GW25mm）施工のこと。

５ .  排気ダクトは外壁より1mまで防露（GW25mm）施工のこと。

６ .  防虫網は10メッシュとする。

７ .  屋根・壁等の貫通部はコーキングにて防水処理とする。

ACP-1 室外機架台（参考図）

 S=NoScal e　室外機架台（参考図）AC-2 AC-3、AC-1 、

 S=NoScal eブース屋根　空調配管支持金具（参考図） S=NoScal eブース屋根貫通部　空調配管取付図（参考図）

全熱交換器取付図（参考図） S=NoScal e

全熱交換器

上面
ブース開口100φ

空調配管

コーキング材

バックアップ材

ブース屋根面

ブース開口100φ

側面
ブース屋根面

正面
下面解放

ブース開口100φ

溶接ブース屋根面

サブブース

Ｍ－０７

 S=NoScale

番
　
号



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

広島駅北口料金所

１：５０

サブブース　詳細図

サブブース　屋根伏図

Ｘ2Ｘ1

1
7
50

9,000

1
7
5
0

Ｘ2Ｘ1

9,000

サブブース SA

RA

（サブブース）

ACP
2

FH
1

D

20

OA取入口

D

25

エアチャンバー
450×600×200

150x100（保温t=25）

200x150（保温t=25）

250x150（保温t=25）

N

エアカーテン

1
75

0

サブブース

FH
1

排水ピットへ放流

エアチャンバー
450×600×200

150x100（保温t=25）

200x150（保温t=25）

250x150（保温t=25）

エアカーテン

吹出口

吸込口

D

25

8
0
0

OA取入口

１ ３

3900

ＡＦ

１

250×150150×100

ＶＤ

200×150

ＡＣＰ
2

2
ＡＣＰ

室外機 室内機

排水ピットへ放流

サブブース内観図　  S=1:30

床ヒーター

サブブース

メインブース
機械室２

ＥＴＣ監視室

NO.41

NO.0+40

N
O
.
2
+
6
0

Ｘ2Ｘ1 450 450

900

料金所　配置図

温品方向→

←広島駅方向

2
9
5
5

1
0
1
5

1
0
1
0

9
3
0

空調換気設備詳細図・機器表

空調換気機器表

記号 名称

空冷式パッケージ
エアコン

ACP
2

特記仕様

1.機器は製造者の標準仕様とする、

2.予備フィルターは100%とする。

床ヒーター

型　　　式：床置き式（荒床上）

　　　　　　直貼りフローリング用

ヒーター　：155W、寸法：750×900×12

付　属　品：制御盤、サーミスタ

FH
1

制気口リスト

室名 系統

制気口

個 備考
種類

寸法 ボックス ボックス内貼

L W L W H 無 GW25t

1

1

11階 サブブース

1階 サブブース

1階 サブブース

空調還気

空調給気

空調給気 VHS

VHS

GHS

200

100

150

200

300

250

- - -

- - -

- - -

-

-

-

-

-

-

ACP-2取付要領図（参考図）

エアカーテン エアカーテン

ドレン桝へ

溶接100φ 

100φ 

正面 側面

上面

15
0

150 150

5
0

2.32.3

下面解放

空調配管

バックアップ材

コーキング材

ブース屋根面 ブース屋根面

     低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装とする。

（注記）1.材質は溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 t=2.3mm

2.屋根面への取付けは、溶接とする。（ブース工事にて取付）

ブース開口100φ ブース開口100φ

ブース開口100φ

3.防水処理はバックアップ材取付け後、コーキングを行う。

ブース屋根面

150

7
5

75

1
0

40

2.屋根面への取付けは、溶接とする。（ブース工事にて取付）

溶接

2.電気容量は参考値とする。

台数 設置場所 備考

1 1階 収受室

OA 5.0ｍ3/min以上（300CMH）以上

循環 7.0m3/min（420CMH）

1 1階 収受室

制御盤は電気工事で取付

エアカーテン組込

型式：金属製貫流扇

能力：240m3/h以上

風速：3～6m/sec

ヒーター　：800W

電源

3φ200V
冷房1.24kW
暖房1.60kW

1φ200V
155W

+
エアカーテン0.83kW

ブース屋根貫通部　空調配管取付図（参考図） S=NoScale

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 
号

高速５号線

サブブース

配管支持金物 [75×75×6×150L × 1個
SUS製＋ブース色に塗装

仕様

冷房能力：4.5kW（1.6～5.0kW）

暖房能力：5.0kW（2.0～6.3kW）ﾋｰﾀｰ以外

補助ﾋｰﾀｰ：2.0kW

圧　縮　機：1.1kW（インバータ式）

型　　　式：空冷HP方式（ブース屋根上設置形ダクト式）

付　属　品：加圧・吸気ファン、補助ヒーター制御盤

　　　　　：防振ｺﾞﾑ、空調機架台、吸気管及び支持金物

　　　　　：コントロールボックス（ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、ﾘﾓｺﾝｹｰﾌﾞﾙ）

ブース屋根　空調配管支持金具（参考図） S=NoScale

ACP-1 室外機架台（参考図） S=NoScale

900

260
40

7
5

補強リブ：ＰＬ-６

－７５×４０×５
1200

室外機取付穴（防振ゴム　ｔ＝１０挟み込み）

空調機取付穴（防振ゴム　ｔ＝１０挟み込み）

（注記）　架台本体とブース屋根本体を溶接にて取付（ブース工事にて施工）

溶融亜鉛メッキ仕上げ＋低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装

（注記）1.材質は等辺山形鋼 75×75×6ｔ-Ｌ＝150mmとする。

    　低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗装とする。

排水ピットへ放流

吹出口シャッター付（吹出口下部は床下まで）

Ｍ－０８



二葉の里電気室　空調・換気設備図（１階）

FE
4

FE
5

FS
3

ウェザーカバー

（SUS製）

FS
1

FS
1

RD

20 ,

RD

20 ,

ウェザーカバー

（SUS製）

AC
1

FE
1

FE
1

FE
3

二葉の里電気室　空調・換気設備図（２階）

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 １：１００

Ｍ－０９

AC
1

,20

R D
,20

R D

AC
1

AC
1

電源 台数

3φ200V
冷房2.03kW 2

1φ100V
390W

2

1φ100V
40W

1

1φ100V
65W

1

1φ100V
360W

2

1φ100V
115W

1

- 5

二葉の里電気室

電気室

通信機械室

Y1 Y3

△GL

▽1FL
▽1SL

▽2FL

▽最高の軒高

▽最高の高さ

Ｂ－Ｂ断面図　Ｓ＝1/100

4,
8
0
0

4
,4

0
0

9
,6

0
0

1
0
,2

0
0

40
0

60
0

10,000

AC
1

AC
1

▽GL

根切り

20VP

砕石敷部

防虫網20A

３
０

０
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ドレン管末処理要領図　S=1:50
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1

OA:250φ

制気口リスト

室名 系統

風量 制気口

個 備考SA RA OA EA
種類

寸法 ボックス ボックス内貼

m3/h m3/h m3/h m3/h L W L W H 無 GW25t

1階 ポンプ室 外気 - - 810 - VHS 350 350 550 550 450 - ○ 1

2階 通信機械室 外気 - - 700 - VHS 350 350 550 550 450 - ○ 1

OA:250×250

T

T T

T

T

 ３.外気取入れダクトは防露（GW25mm）施工のこと。

 ４.排気ダクトは外壁より1mまで防露（GW25mm）施工のこと。

 ２.露出冷媒管の外装材は樹脂製化粧カバーとする。

 １.エアコン屋内外機の連絡配線は本工事とし共巻きとする。

OA:250φ

(注記)

FS
2

1φ100V
113W

1

1φ100V
80W

1

1φ100V
40W

1

FE
2

コンクリート基礎（建築工事）

1,300×700×150H

コンクリート基礎（建築工事）

1,300×700×150H

溝形鋼（溶融亜鉛めっき）

（L-125×65×6t-700L×2本）

溝形鋼（溶融亜鉛めっき）

（L-125×65×6t-700L×2本）

2
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50
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1
0
0

建屋外壁
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Ｌ
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Ｌ

室外機室外機

建屋外壁

室外機

1
00

A

転倒防止金物参考図

2-φ6.5

穴加工

山形鋼Ｌ40×40×3t

（溶融亜鉛めっき仕上　2種35）

2-φ6.5

穴加工

ポンプ室
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12.712.7

15.9 15.9

15.9 15.9

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

高速５号線

寸法は参考値とする

数量Ｌ

450

Ｌ１

325 2

保温化粧ケース 保温化粧ケース

設置場所

2階 通信機械室

1階 電気室

1階 ポンプ室

1階 発電機室

1階 電気室

2階 電気室

1階 電気室×2
2階 通信機械室×2

2階 電気室×1

2階 電気室

1階 発電機室

2階 通信機械室

異常警報用端子付

停電後自動復帰装置付

コンクリート基礎（建築工事）

FS-1と連動運転

FE-1と連動運転

FE-5と連動運転

電気工事で施工

FS-3と連動運転

FE-3と連動運転

FS-2と連動運転

備考

空調換気機器表

記号 名称

空冷式パッケージ
エアコン

冷房能力：7.1kW

圧　縮　機：1.29kW（インバータ式）

付　属　品：ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、ﾘﾓｺﾝｹｰﾌﾞﾙ、

　　　　　：防振ｺﾞﾑ、遠隔操作ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ、ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ

有圧扇

型　　　式：排気用 低騒音形

有圧扇

有圧扇

型　　　式：排気用 低騒音形

能　　　力：300φ×1,530m3/h×30Pa

　　　　　：取付枠（不燃）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ

有圧扇

型　　　式：給気用 低騒音形

能　　　力：450φ×1,760m3/h×30Pa

　　　　　：取付枠（不燃）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ

有圧扇

型　　　式：給気用 低騒音形

能　　　力：350φ×1,830m3/h×30Pa

　　　　　：取付枠（不燃）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ

温度スイッチ 型　　　式：埋込形（温度調整範囲0°～40°）

特記仕様

2.機器基礎は建築工事著する。

3.予備フィルターは100%とする。

FS
3

FS
1

FE
3

FE
2

FE
1

AC
1

有圧扇

型　　　式：排気用 低騒音形

能　　　力：350φ×1,830m3/h×30PaFE
5

有圧扇

型　　　式：給気用 低騒音形

能　　　力：300φ×1,530m3/h×30Pa

　　　　　：取付枠（不燃）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ

FS
2

有圧扇
能　　　力：250φ×700m3/h×30Pa

　　　　　：取付枠（不燃）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ

FE
4

型　　　式：排気用 低騒音形

1.機器は製造者の標準仕様とする。 4.電力容量は参考値とする。

能　　　力：450φ×1,760m3/h×30Pa

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

　　　　　：取付枠（不燃）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ、ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ

　　　　　：取付枠（不燃）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ

型　　　式：排気用 低騒音形

能　　　力：250φ×810m3/h×30Pa

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

　　　　　：取付枠（不燃）、SUS製風圧ｼｬｯﾀｰ、ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

付　属　品：SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（防虫網付）、保護ｶﾞｰﾄﾞ、

仕様

型　　　式：空冷式ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 壁掛型　冷房専用　

空調換気設備詳細図・機器表



S = 1 : 10支持金具詳細

給水管
(20PB)

17.5φ孔

後施工アンカー

第3種ナット

M16(平座金)

第3種ナット

第1種ナット

床版下面

1 -  L  65 x 6 x 260

2 -  R.B  φ16 x 640<660>

2 - Nut   M16(第1種)

4 - Nut   M16(第3種)

2 - 後施工ｱﾝｶｰ

4 -

65 x

13x28長孔

1 -  Uボルト  呼び  20C形
(2-1種NUT,2-3種NUT付き)

S5

製作数:各1 S7

製作数:1

2 -  PL   65 x 6 x 140(SM400A)

1 -  L  65 x 6 x 71965 x

2 -  PL   65 x 6 x 239

1 -  Uボルト  呼び  25C形
(2-1種NUT,2-3種NUT付き)

1 -  Uボルト  呼び 100A形 (4-1種NUT付き)

3.000%

17.5φ孔

後施工アンカー

第3種ナット

M16(平座金)

第3種ナット

第1種ナット

床版下面

1 -  L  65 x 6 x 530

2 -  R.B  φ16 x 620

2 - Nut   M16(第1種)

4 - Nut   M16(第3種)

65 x

13x28長孔

1 -  Uボルト  呼び  25C形 (2-1種NUT,2-3種NUT付き)

S4

製作数:1

給水管
(25PB)

排水管
(DVLP100)

Washer   M16

1 -  Uボルト  呼び 100A形 (4-1種NUT付き)

4 -  B.N   M16 x 40(2-W付)

19x40長孔

M16

4 - Washer   M16

M16

M16 x 60

13x28長孔

4

4

給水管
(25PB)

排水管
(DVLP100)

19x40長孔

3.000%

3.000%

17.5x37長孔(本体側)
17.5φ孔(Conn PL)

17.5x37長孔(本体側)
17.5φ孔(Conn PL)

C10

C10

※既設

4

4

17.5x50長孔(本体側 PL)
17.5φ孔(Conn PL)

19x40長孔 13x28長孔

1 -  PL   155 x 6 x 110(SM400A)

1 -  Uボルト  呼び 100A形 (4-1種NUT付き)

1 -  L  65 x 6 x 109465 x

1 -  PL   155 x 6 x 210

1 -  Uボルト  呼び  40C形 (2-1種NUT,2-3種NUT付き)

S1 製作数:1

排水管
(VP100)

給水管
(40PB)

2 -  B.N   M16 x 40(2-W付)

※既設

4

17.5x50長孔(本体側 PL)
17.5φ孔(Conn PL)

13x28長孔

1 -  PL   155 x 6 x 110(SM400A)

1 -  L  65 x 6 x 1094<1095>65 x

1 -  PL   155 x 6 x 210

1 -  Uボルト  呼び  25C形 (2-1種NUT,2-3種NUT付き)

S2 S3 製作数:2<4>

給水管
(25PB)

2 -  B.N   M16 x 40(2-W付)

※既設

4

><

S6 ><

13x28長孔13x28長孔

給水管
(20PB)

4

S9

2 -  PL   65 x 6 x 140(SM400A)

1 -  L  65 x 6 x 46465 x

2 -  PL   65 x 6 x 242

1 -  Uボルト  呼び  20C形 (2-1種NUT,2-3種NUT付き)

4 -  B.N   M16 x 40(2-W付)

※既設

4

13x28長孔

給水管
(20PB)

4

2 -  PL   65 x 6 x 140(SM400A)

1 -  L  65 x 6 x 46465 x

2 -  PL   65 x 6 x 240

1 -  Uボルト  呼び  20C形 (2-1種NUT,2-3種NUT付き)

4 -  B.N   M16 x 40(2-W付)

※既設

4

S8

G6桁G5桁

1.983%

給水管
(20PB)4

17.5x37長孔(本体側)
17.5φ孔(Conn PL)

3.000%

製作数:1

4

給水管
(20PB)

17.5x37長孔(本体側)
17.5φ孔(Conn PL)

3.000%
製作数:1

S1

S2 S3 >< S4

S5

S7

S8

S9

S6 ><

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 １：１０

Ｍ－１０
配管支持金具参考図

(注記)１. 橋梁上部及び

排水管
(VP100)

２. 特記なき材質は全てSS400とする。

３. 部材は溶融亜鉛メッキとする。（JIS H8641 HDZ55)

４. ボルトナットは弛み止めのものを使用する。

　　但し、ボルト・ナット・ワッシャーはJIS H8641 HDZ35同等以上とする。
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7330

M16

130

7746 30
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12
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6
0

5
12

114.3φ 48.6φ
34φ

2 - 後施工ｱﾝｶｰ M16 x 60

2 - 後施工ｱﾝｶｰ M16 x 60

S1 S2 S3 S4 S5 S7S6種別 S8 S9

数量 1 2 4 11 1 11 1

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 
号

二葉の里地区橋梁

高速５号線

印は既設とし、他は本工事とする。※



料金所給水･排水設備 S = 1 : 50

料金センター

 No.
2+82

A1
A1 A1

A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1A1 A1

A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1

A1

A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1 A1A1

A1

A1

A1

J4

P1

C7

DRP1R

C8 J5

S1 S2 S2
S3S3S3S3

tw=10
tw=12 tw=12

S4

S7

S9

S6

A

A

B

B

C

C

給水管
(25PB)

排水管
(VP100)

給水管
(20PB)

給水管
(40PB)

排水管
(VP100)

G4 G5 G6 G7

2.000%

C - C

3.000%

A - A B - B

3.000%

43
1.

6

43
1.

6

排水管
(VP100)

給水管
(40PB)

3.000%

給水管
(40PB)

4
50

1050

4
82

.9

48
2.

9

S5

S8

5
3.

9

1.983%

2721.4

G4G4 G5G5

既設　下部工排水装置

44
8.

4

3.000% 53
5

55
9

51
1.

6

51
1.

6

4
6

給水管
(40PB)

給水管
(25PB)

給水管
(40PB)

製作数:2

アイランド（建築工事）

床版

ずれ止め
RB φ16x100

4

排水管 50A(SGP)(メッキ)

1 - Pipe 50A x 300(S.G.P,メッキ)

4 -  R.B  φ16 x 100

給水管　床版貫通部詳細図（参考図）

(SS400,メッキ)

高速5号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 １：５０

Ｍ－１１

19
53
00

～
30

5

22
0

80

1
05 60.5φ

60.5

給水管 25PB範囲給水管 40PB範囲

48
2.

9

200

200

44
8.

4

48
2.

9

14751475

2950

4
72

.1

4
14

.6

4
72

.1 37
4.

5

2855.7

1705.7 11501705.7

18201130

48
2.

9

850 300

2555.7

18201130

32
.9

45
0 3
81

.8

1250500

1750

1150

1878

1778

1878

2302660

30
0

8
50

支間長  40987.5 (G5上寸法)

8750.3 部材長  11277 9683.6

7746.97746.95000

1008.1 792

24854  x  2000  =  8000180015001866.9

配管支持金物

S1

S4

S7

S4

S7

S9

S6S5

S8

S2 S2 S3 S3 S3 S3

S4

立面図

平面図

断面図

メインブース

メインブース

40

床版開口500×200 キャップ止

床版開口500×300

GV40止

（ボックス、土留側共）

床版スリーブ50Φ（既設）

GV20 （ボックス、土留側共）

橋梁下配管40A

202020

A

サブブース

2020

床版スリーブ50Φ（既設）
GV20 （ボックス、土留側共）

2950

1130 1820

2950

地震対応型継手
空気弁

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事

番
 号

FJ40

二葉の里地区橋梁

給水・排水設備

立面図・平面図・断面図



上部工検査路　配管図 S = 1 : 200

平　面　図

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 １：２００

Ｍ－１２

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8

CL

標準断面図

アスファルト舗装 t=80mm（別途工事）

  　　 t=220mm (C4～)

<2.029%～2.298%> <1.969%～1.661%>

S = 1 : 60

2.000%～2.029% 2.000%～1.969%
既設併用路 既設検査路

既設RC床版 t=230mm (～C4)

既設ケーブルラック

C9～横断検査路<横断検査路～C14>

C14～C17 C17～S2

G1

G2 G3

G4 G5

G6 G7

G8

CL

アスファルト舗装 t=80mm（別途工事）

既設RC床版 t=220mm 

既設併用路 ケーブルラック
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二葉の里地区橋梁

上部工検査路　配管図
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 号

高速５号線



配管詳細図

注記

1. 特記なき材質は、全てSUS304とする。

2. ボルト・ナットは全て弛み止めのものを使用する。
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令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事
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二葉の里地区橋梁

配管詳細図

高速５号線



広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 １：１００
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給水管敷設図　ケーブルラック（１）

番
 号

高速５号線

令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事
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1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. ※印部材以外は、全て溶融亜鉛めっきを施す。

 溶融亜鉛めっきは、JIS H 8641 HDZ55(550g/m2)とする。
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3. ボルト・ナットは全てゆるみ止めのものを使用する。
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令和 ６ 年度

広島高速５号線料金所等新築その他工事
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Ｍ－１６二葉G7橋
参考図

下部工排水装置

下部工排水装置
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PCプロテクター用アンカー位置

PCプロテクター用アンカー位置

PCプロテクター用アンカー位置

アンカー筋 D29 L=400mm

(埋め込み長さ L=165mm)

穴抜き100φ

モルタル充填

PCプロテクター固定部詳細図 S = 1 : 10

※施工範囲外

アンカー箱抜き 54φ

※施工範囲外

※施工範囲外

上屋柱基礎

上屋柱基礎

上屋柱基礎 上屋柱基礎

ETCガントリー基礎

※PCプロテクター固定部は、床版への箱抜き(54φ)のみ、（鉛直）

※鋼上部工施工範囲
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PCプロテクター用アンカー位置
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PCプロテクター用アンカー位置
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（ケーブルラック用）
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　本工事の施工範囲とする。

CL.
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車両検知器 

7800 7950 4400

1800 600 1400

車両検知器 

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺 1:40

参考図

床版配筋図

S = 1 : 40

令和 ６ 年度

番
 
号

Ｍ－１７二葉G7橋

床版配筋図

高速５号線

広島高速５号線料金所等新築その他工事


